































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































キ（上々大柏所論代金1円受取）若松屋辰蔵（印、「信州長 1月28日 切紙・1通 473－1－7
野若松屋辰蔵」）→上　やや破損あり









鉄道作業局小荷物切符　山田荘左エ門　そば代ほか代金も 10月25日 切紙・1通 473－1－11－3
書上























領収証（紀念碑建設費寄附10円領収）長野県更級軍小島 明治40年2月9日 切紙・1通 473－1－15
田村甲越直線特牛倉碑建設事務所（印、「甲門門戦地紀念碑
建設事務所乱雲」）→山田荘左衛門殿
（品物代金5円10銭領収〉栗田隼之助（印）→山田様 明治40年4月10日 切紙・1通 473－1－16
証（面澤御料理代金6円38銭受取）呉服橋外八洲亭本店7月8日 切紙・1通 473－1－17
（印、「日本橋区呉服町三拾□番地八洲亭」）→上様





記（西洋料理3人前3円受取）長野市西洋軒（印、「長野市 明治40年4月13日 切紙・1通 473－1－20
西洋軒」）→小池様




記（品物55銭領収）栗田隼之助（印）→山田様 4月29日 切紙・1通 473－1－23
記（椀盛他代金2円68銭受取）観水亭（印）→上様 （明治）39年12月2日 切紙・1通 473－1－24





















記（通丹□代金22銭受取）平屋吉助→上 2月10日 切紙・1通 473－1－33
記（高土間他代金1円56銭領収）成駒や→小池様473↓3月21日 切紙・1通 473－1－34－1
34－1と2は挟込一括
記（高土間他代金1円63銭領収）成駒や→小池様 3月20日 切紙・1通 473－1－34－2










記（吾妻コート他代金6円75銭領収）深堀洋服店（印、 3月 切継書・1通 473－1－40
「深堀徳治商品」）→山田様御取次










































き（新ます1本代金55銭受取）しまや（印）→山田様 6月28日 切継紙・1通 473－1－57






















































































（明治11年の米相場に付、書上）青木坂こく清（印、「信 明治10年8月18日 竪切継紙・1通 1188－3
州高井郡青木坂刻清」）→東江部村山田御内御中
受領書（金5円、下高井郡江部村山田庄左衛門別分に 明治19年7月19日 竪切紙・1通 1200－1
付）下高井郡江部村山田三左衛門代人諸田則之（印）→
大平文四郎殿　端裏書きあり
（5円入金不都合に付）村越蒔介→大平惣作様 12月24日 横切紙・1通 1200－2




記（貸金・利子請取に付）下高井郡江部村山田庄左衛門 明治19年12月1日 竪切紙・1通 1182
代理山田理兵衛（印）→鈴木出国殿　罫紙使用。
（諸品代金受取書綴） （明治19） 綴（切紛・1綴（12通）AO34
領収謹（槻木3本代借金に付）下高井郡岩舟村町田角兵 明治20年7月6日 竪紙・1通 1238－1
衛（印）→同郡江部村　山田荘左衛門殿
記（金17銭5文請取候に付）春木屋伴兵衛（印、「信州高井 7月11日 横切紙・1通 1238－2
郡中野町春木屋伴兵衛」）→山田様
記（金71銭必聴に付）浦野や太郎兵衛→山田庄左衛門様 7月1日 横切紙・1通 1238－3－1
記（黒豆・小豆・山山などの金銭書上）山形屋亀吉→ 8月 横切紙・1通 1238－3－2
本山田様
（金銭書上）→信濃下高井郡江部村　山田様 小切紙・1枚 1238－3－3
木代残金受取贋書（金6円受取に付）岩船村町田豊八 明治20年7月16日 竪切紙・1通 1155
（印）→江部村山田庄左衛門殿
領収証（地券書換手数料）下高井郡県郷村穂高手数料徴 明治20年7月22日 小切紙・1通 1222
聴官　戸長青木彦兵衛（印）→山田荘左衛門







受取（籾代金25銭余）関谷三治郎→山田理右衛門様 明治33年5月4日 切紙・1通 AO51－1－002
記（籾代受取）慶長店（信州中野）→上様 （明治34年以降）5月29日切紙・1通 AO51－1－003











記（人参・宝丹など諸薬代金書上）波多野売子・松屋力 （明治33年）子5月3日 切紙・1通 AO51－1－011
□→上様





貨物送券（神尾倉四郎より豊野停車場前山田分店宛紙 明治23年4月22日 切紙・1通 AO51－1－015
荷物）共同中牛馬会社→運賃計算表、計算表の貼付あ
記（摘直し代受取）中ノ西町鈴木善之助→上 （明治33年以降）4月28日切紙・1通 AO51－1－016
（袋、山田董平分下高井高等小学校授業料納入用） （明治33年度） 袋・1袋 AO51－1－017







記（くるみがけ・大亀の甲代金受取）かがや→上様 （明治33年以降） 切紙・1通 AO51－1－023
記（花の露・かか錦など代金受取）美濃屋善吉→山田様 （明治33年以降）3月17日切紙・1通 AO51－1－024
1
送券（浅草阿部彦四郎商店より山田二三荷物）（商法施 明治33年3月7日 切紙・1通 AO51－1－025
行前設立帝国中牛馬東京合資会社秋葉原支店貨物係）→
仮送状（箱1個）日本橋濱町三丁め山田庄左衛門出→長野豊 明治33年2月9日 切紙・1通 AO51－1－026
野山二分急行　計算書、計算表の貼付あり
記紳印斗代蕊取）中野町武田商店→山田御本宅囎 明治33年3月6日 切紙・1通 AO51－1－027
純乳販売之証緑町山桜舎（中野牛乳店畔上竹重二二）→江 （明治33） 切紙・1通 AO51－1－028
部山田荘左衛門様








仕切書（白松代物上等5品）八田呉服店（信州松代伊勢町 明治33年1月13日 切継紙・1通 AO51－1－034
入田角店）→山田様




証（行印醤油代金受取）鎮目醤油店→山田様　　　　　　　　　　　　　　　　　　● 明治33年2月9日 切紙・1通 AO51－1－036
記（萩茶代金受取）西沢茶店→山田様 （明治33年以降）2月9日切紙・1通 AO51－1－037
記（浅田飴など代金受取）中野町八十四番地薬舗二二堂 明治32年2月9日 切紙・1通 AO51－1－038
町田儀平
記（箱入ダンロ運賃先払金受取、政吉発山田本宅宛荷 明治33年2月9日 切紙1通 AO51十〇39
物）信州豊野駅山田分店→
（人足出勤日数・賃金、鋸・板代金書上など） （明治32年以降） 折紙・1通（2枚） AO51－1－040






















（豊野よりの差引勘定書）　（豊野）→山田吉太郎殿 （明治32年以降） 切紙・1通 AO51－1－058
キ（針金代金受取）中野古田→山田様 （明治32年以降） 切継紙・1通 AO51－1－059
（あんま料金受取）ひしゃ店 （明治32年以降） 切紙・1通 AO51－1－060
（忌寸256個運賃領収証）運送者山田喜七、小井氏然→ 明治32年12月11日 切紙・1通 AO51－1－061












純乳販売直証（代金受取）中野緑町論語舎（中野牛乳温品 （明治32年以降） 切紙・1通 AO51－1－070
上竹重郎印）→山田様
（鍬・備中鍬・草ケヅリ挺数書上） （明治32年以降） 切紙・1通 AO51－1－071
記（加之掛代金受取）古田嘉右衛門→山田本宅殿 明治32年12月1日 切紙・1通 AO51－1－072













記（柏原町代・蕎麦打撃受取）中野新町藤沢清吉（藤清） （明治33年以降） 切紙・1通 AO51－1－083
→山田御本店
キ（油揚代金受取）□→上 （明治33年以降）1月2日切紙・1通 AO51－1－084
貨物送券（産20枚）信州飯山肴町野田屋重右衛門→継所中 明治32年12月11日 切紙・1通 AO51－1－085
野村ねずみ様行、届先江部村山田荘左衛門様行
記（銅板・機械鋲代金書上）直屋太七郎→江部村山田庄 （明治32年以降） 切紙・1通 AO51－1－086
左衛門様
証（御謝儀金領収）下高井郡中野町西川薬室→江部山田様 明治33年2月4日 切紙・1通 AO51－1－087





領収証（下高井倶楽部寄付金領収）細野勝太郎→山田荘 明治33年2月1日 竪紙・1通 AO51－1－091
左衛門　赤罫紙使用 ＼
証（内服薬代金領収）曽我調剤所会計→山田シズ様92～ （明治32年以降） 切紙・1通 AO51－1－092
98は重ね折り
証（内服薬・外用薬代金領収）曽我調剤所会計→山田様 （明治32年以降）12月20日切紙・1通 AO51－1－094
証（内服薬代金領収）曽我調剤所会計→山田董平様 （明治33年以降）1月 切紙・1通 AO51－1－095
証（外用薬代金領収）曽我調剤所会計→山田キヨ様 （明治33年以降）1月 切紙・1通 AO51－1－096
証（外用薬代金領収）曽我調剤所会計→山田御老母様 （明治32年以降） 切紙・1通 AO51－1－097
一33一
家／経営／家計
証（内服薬など代金領収）曽我調剤所会計→山田奥様 （明治33年以降）10月 切紙・1通 AO51－1－098
証（内服薬代金領収）曽我調剤所会計→山田ノブ様　3円 （明治33年以降）10月 切紙・1通 AO51－1－099
受取の裏書あり
証（内服薬・外用薬代金領収）曽我調剤所会計→山田ツ （明治32年以降） 切紙・1通 AO51－1－093
ネ様
記（槻木の送賃・御神酒代金など書上）古田嘉太郎→山 明治33年1月28日 折紙・1通 AO51－1－100
田本宅殿
記（諸木・板代金の書上）古田嘉太郎→山田本宅殿 明治33年1月28日 □・1冊 AO51－1－101






証（牛車代金書上）涌井適作→山田さま　　ワ （明治33年以降） 切紙・1通 AO51－1－108




（9～12月分人足賃勘定書） 明治32年 切継紙・1通 AO51－1－111
（12月分人足賃勘定書） 明治32年 切紙・1通 AO51－1－112
記（□）金長→上 （明治33年以降）1月8日切紙・1通 AO51－1－113








記（セメント代金受取）小傳→上様 （明治32年以降） 切紙・1通 AO51－1－120






















受取証（大根100本代金）北・長嶋平次→東・山田様 明治33年4月7日 切紙・1通 AO51－1－136
証（白醤油代金受取）鎮目醤油店（米穀醤油・信州中野町 明治33年3月30日 切紙・1通 AO51－1－137
、鎮目商店）→山田様
純乳販売之証中野緑町旭桜舎（牛乳店畔上竹重郎印）→江 （明治32年以降） 切紙・1通 AO51－1－138
部山田荘左衛門様
小包受取証（往郷村岩井禎差出、岩井要助宛小包） 明治33年4月8日 切紙・1通 AO51－1－1き9
（信濃中野郵便局）→　信濃中野郵便局の受付印あり
書留郵便物受取証（平野村山田荘左衛門差出、東京信 明治33年4月25日 切紙・1通 AO51－1－140
濃染支店佐藤忠夫宛書留）　（信濃中野郵便局）→信濃
中野郵便局の受付印あり
領収証書（戸籍抄本手数料）下高井郡平野村収入役原子 明治33年4月21日 切紙・1通 AO51－1－141
太郎→山田荘左衛門様
記（長野小嶋相場より譲与金受取）平穏村磯波佐蔵→山 明治33年4月9日 切継紙・1通 AO51－1－142
田荘左衛門殿
記（釘など代金書上）中野町山岸寅吉→江部山田本宅様 明治32年12月21日 切紙・1通 AO51－1－143
（丸山伊右衛門が譲った冨沢藤左衛門野畑につき書上） （明治32年以降） 小切紙・1通 AO51－1－144
記（最中代金受取）東京風月堂米津支店信州長野横町風月 明治30年9月25日 切紙・1通 AO51－3－1
堂→上様51各1～5は畳み込みで一括
記（火のミ代金受取）直屋太七郎（信州長野尺度売捌所万 （明治30）9月25日 切紙・1通 AO51－3－2
金物商店）→上
記（陶器代金受取）藤や嘉助（長野大門町藤屋陶器商舗）→ （明治30）9月25日 切紙・1通 AO51－3－3
山田様
記（両掛・支那文庫代金受取）さかきや粂吉（信州長野宮 （明治30）9月25日 切紙・1通 AO51－3－4
沢粂吉）→山田様













（新聞代82銭、領収書）押切新聞店→山田荘左衛門殿 明治39年12月25日 竪切紙・1通 1133－6
（運賃・手数料60銭書上）信州豊野駅山田分店→ 明治40年12月27日 竪切紙・1通 1133－7
郵便物受領証平野村山田本宅→日本橋濱三三ノー由田荘 明治39年12月1日4日竪切紙・1通 1133－8
左衛門
記（品物代92銭請取に付）鳥野巳三郎→上様 122月2日 竪切紙・1通 1133－9










記（炭25俵代金に付、書上）下和長助（印、「信州中野苅 明治41年5月12日 竪切紙・1通 1133－15
和長助」）→山田本宅殿
記（炭25俵代金に付、書上）苅和長助（印、「信州中野苅 明治41年5月9日 竪切紙・1通 1133－16
和長助」）→山田本宅殿
記（品物代・気発油の代金請取に付）山城屋藤吉→上様 12月23日 竪切紙・1通 1133－17
田平販売之記（94銭5厘請取に付）中野緑町二二舎→山明治41年2月 竪切紙・1通 1133－18
田様
記（長提灯1封代3円請取に付）西町提灯屋（印）→山田 12月23日 竪切紙・1通 1133－19
様
記（坪ほか代金49銭2厘請取に付）・中町やくみ牛木要作 12月15日 竪切紙・1通 1133－20
→上様御中
記（金1円28銭請取に付）山石荒太郎（印、「山石」）→山 明治39年12月23日 竪切紙・1通 1133－21
田御本宅様
（トタン灯の針金代に付、書上） 竪切紙・1通 1133－22








記（数の子代など93銭請取に付）半長→山田様 12月26日 竪切継紙・1通 1133－29
記（手間代など92円77銭5厘に付）中ノ町栗和田中村濱12月15日 竪切紙・1通 1133－30
之助→
記（縮酒代など1円5銭請取に付）高崎屋→上 5月6日 竪切紙・1通 1133－31




積附案内（麺43個運送に付）信州長野市後町丸山啓作→ 明治39年12月13日 竪切紙・1通 1133－34
平野村カトヲ茶屋方にて山田屋
送状（藁積3樽運送に付）下総松戸町木内こう（印、「松戸 明治40年12月19日 竪切紙・1通 1133－35
川岸末広屋」）→長野縣下高井郡豊野駅停車場山田分店殿馬
置山田荘左衛門様





（手間賃34円81銭の内訳などに付、書上） 明治39年8月25日～ 竪切紙・1通 1133－38
（手間賃・煙草代84円24銭5厘に付、書上） （明治39年）12月27日竪切紙・1通 1133－39
（切紙） （明治期） 横切紙・1通 1125
（善光寺から西江部までの行程に付、書上） （明治期） 横切継紙・1通 1127
（柱・雑木の丸太などに付、2月21日付覚） （明治期） 横切紙・1通 1129
覚（伐木代金30両請取）三俣村引受人源兵衛（印）、同歳蔵 午10月16日 横切紙・1通 1286
（印）→御掛り御役人中様　端裏書「三拾両十月十六日渡大
二二兵衛請取書」
覚（徳山1本に付、代金書上）小布施（屋号）店（印、「信 申12月12日 親切継紙・1通 1137－1
州小布施上町塩屋」）→山田様
（番地図面）　1区画を甲・乙・丙に分けて記している。 竪切紙・1通 1137－2
覚（上々白張・つるが代金書上）竹原村徳治→柏原壷中 卯3月 切紙・1通 A273
己様
覚（材木代など40両請取に付）－大俣村引受人源兵衛 午10月13日 竪切紙・1通 1170
（印）・同請人幾蔵（印）→御掛り御役人衆中様
記　中の町　留浦伝造→江部村　山田旦那様 1月31日 横切紙・1通 1249
記（小ざる他代金10銭9厘受取）萬屋助左衛門（印、「信州5月6日 切紙・1通 1277
高井郡中野町萬屋」）→山田殿
（氷ほか代金23銭受取のζと）朝日や勝造→ 5月6日 切紙・1通 1278















































覚（代金受取）　日店（信州小布施上町日塩屋）山田様16一 申12月24日 切紙・1冊 AO　16－18－2
18－1の破間文書
覚（下駄緒など代金請求）横田屋→冨田や様 切紙・1通 AO44








御請状之事（奉公人請状）草間村奉公人二八、同村請人吉 寛延2年巳2月2日 竪紙・1通 A269－1兵衛、人主伴七→庄左衛門殿　前町　　　　　・
御請状之事（奉公人請状）立ヶ花村奉公人武右衛門、同所 宝暦6年子ノ2月2日 竪紙・1通 A269－2
請人久兵衛→
身元引請証（下高井郡穂高村山崎伊作の奉公につき） 明治22年3月16日 1通 AO　15－1
下高井郡穂高村身元引受人山崎墨継→同郡江部村山田庄左
衛門様














記（俵と縄受取に付）押羽村用掛町田仲右衛門（印）→江 明治12年5月10日 竪切紙・1枚 1269－1－3
部村　山田庄左衛門殿　「第18大曲」の青罫紙使用
記（地券書換入費受取に付）本川村用掛代　大平嘉平→ 丑4月 横切紙・1枚 1269－1－4－1
江部村　山田庄左衛門殿　青罫紙使用
謹（地下□□税受取に付）長野縣権令楢崎寛直（印）→北 明治10年4月19日 小切紙・1枚 1269－1－4－2
第21大野3小引　高井郡高野村江部　山田庄左衛門、用掛
大平嘉兵衛
記（地券書換入費割賦右の通りに付）篠井郵貯掛山崎 4月26日 小切紙・1枚 1269－1－5
庄助（印）→江部村　山田庄左衛門殿
記（明治8年租税過納金の内相渡候に付）新保村用懸 明治10年4月10日 竪切紙・1枚 1269－1－6－1
（印）→江部村納人　山田庄左衛門




















費買地券書換下用掛り　三巴市右衛門→山田荘左衛門殿 明治10年3月 横切継紙・1通 1269－1－14－1
朱罫紙使用
記（地券書換税井入費金違算に御座候に付、領収書） 3月11日 横切継紙・1通 1269－1－14－2
用掛　鍋罵市右衛門（印）→山田荘左衛門殿　朱罫紙使用
記（亥租税皆済金受取に付、領収書）江部村東組用掛 明治10年3月 横切継紙・1通 1269－1－15－1
鍋鳥市右衛門（印）→山田荘左衛門殿　朱罫紙使用
江部村亥租税皆納　西村納人山田荘左衛門・小川千代 3月10日 小切紙・2枚 1269－1－15－2
吉→北第19大愚4小湿扱所　2枚綴り
若羽村亥租税皆納江部村納人→北第19大医4小匠扱所 3月10日 小切紙・1枚 1269－1－15－3
記（地券謹印税他書上に付）用掛春日太左衛門→山田 3月1日 竪紙・1通 1269－1－16
様　朱罫紙使用
受取之最北第19大回4小画扱所（印）→納人　山田庄左衛門明治10年2月27日 小切紙・1枚 1269十17
記（村費・改正入費受取候に付領収証）新田野村用掛 明治10年2月17日 横切紙・1枚 1269－1－18
中山實之助（印）→山田庄左衛門殿













領収証（学校費受取候に付）□□下用掛堀内政吉（印） 明治10年2月12日 竪切紙・1枚 1269－1－25
→山田荘左衛門様　青罫紙使用










（西条村子租税五納　他）第19大儲4小面扱所→村納人 2月12日 小切紙・1 1269－1－26－5
山田荘左衛門　3枚綴り
（岩船村子租税五納）第19大画5小嘔扱所→江部村納人 2月12日 小切紙・1枚 1269－1－26－6
山田荘左衛門



































記（改正費など受取候に付領収書）岩舟村用掛→江部村 1月28日 横切継紙・1枚 1269－1－42－1
荘左衛門殿







記（賦銭受取候に付）西条村役元（印）→江部村　山田庄左 丑1月28日 小切紙・1枚 1269－1－42－4
衛門
（書付、岩舟村の改正経費取立に付）→江部村　山田荘 1月28日 小切紙・1枚 1269－1－43
左衛門
（書付、経費皆済に付）　→福人　山田庄左衛門 1月25日 小切紙・1枚 1269－1－44
記（村費割・改正掛など金銭書上）西条村役元→江部村 丑1月27日 小切紙・1枚 1269－1－45
山田庄左衛門
記（地租改正費の金銭書上）西条村旧西間分役元→江部 丑1月27日 小切紙・1枚 1269－1－46
村　関谷孝之助
（書付、諸経費・学校課賦など書上　他），西條村山内西 28日 小切紙・2枚 1269－1－47
間分→江部村　山田荘左衛門　他1名　2枚綴り
（書付、六自分金銭書上）都住村用掛処→江部村山田庄 9月25日 小切紙・1枚 1269－1－48
左衛門
（書付、吉田村夫銭・改正掛など書上）→山田庄左衛門 1月30日 小切紙・1枚 1269－1－49
（書付、夫銭・改正掛など書上）→山田理兵衛 1月30日 小切紙・1枚 1269－1－50
（書付、金銭書上）→江部村　山田庄左衛門 23日 小切紙・1枚 1269－1－51
（書付、普請改正掛など金銭書上）→山田庄左衛門 23日 小切紙・1枚 1269－1．52
（書付、租税第三期納に付）3小匠所扱処→江部村山田 12月 小切紙・1枚 1269－1－53
庄左衛門
（書付、普請人足など役代皆済に付）豊野村用懸横地 明治10年4月25日 小切紙・1枚 1269－1－54－1
喜平治（印）→山田庄左衛門
（書付、貢税書上に付） 小切紙・1枚 1269－1－54－2
記（大小匠経費割を受取候に付）豊野村取扱所（印）→江 （明治）10年1月15日 小切紙・1枚 1269－1－55
部村山田庄左衛門殿
記（諸費・地券係りを受取候に付）片塩村用掛り　堀内 1月4日 小切紙・1枚 1269－1－56－1
政吉（印）→江部村　山田荘左衛門殿
（書付、山地券御灯印税書付に付）→江部村　山田庄左 2月4日 小切紙・1枚 1269－1－56－2
衛門
記（山地券証印税など金銭書上に付）小林（「信州問山 （明治）10年2月 横切紙1枚 1269－1－57
小松屋」印）→山田様
記（地租改正調入費を受取候に付）江部村山懸面罵市 丑1月27日 横切紙・1枚 1269－1－58
右衛門（印）→山田荘左衛門殿　朱罫紙使用
（書付、金銭書上に付）吉田村用掛竹内伊左衛門（印）→ 丑1月30日 小切紙・1枚 1269－1－59
江部村　山田庄左衛門殿・山田理兵衛殿
記（改正取調入費など）朱罫紙使用、2枚綴り 1月27日 横切紙・1 1269－1－60
去々酉租税皆済目録用掛土屋助右衛門（印）→東江部村 明治10年丑1月 横切紙・1枚 1269－1－61－1
山田庄左衛門殿
去酉御租税金皆済目録押切村分出作中村元右衛門（印） 明治10年丑1月 横切紙・1枚 1269－1－61－2
→江部村　山田庄左衛門殿
記（金銭受取候に付）北岡郡（印）→江部村　山田様 丑1月23日 横切紙1枚 1269－1－62





（書付、村費受取候に付）請取組（印）→山田庄左衛門殿 丑1月24日 小切紙・1枚 1269－1－64
記（金銭受取候に付）矢嶋組用掛（印）→江部村山田庄左 丑1月24日 小切紙・1枚 1269－1－65
衛門様













（書付、押切村自普請人足賃）山田庄左衛門 9日 小切紙・1枚 1269－1－71－3
記（1月から6月迄の夫銭皆済、無遅滞山相忌事に付） 明治9年8月8日 小切紙・1 1269－1－72
第19大匠4小町取扱所→小川千代吉、山田庄左衛門　2枚綴





記（駅費皆済受取候に付）用掛春日太左衛門（印）→山田 （明治）9年8月10日 小切紙・2枚 1269－1－76－1
様　割印あり




記（夫銭井に学資金利子共割賦いたし御持納言二二候 明治9年8月9日 横切紙・1 1269－1－78
に付）　用掛　鍋罵市右衛門→山田荘左衛門様2枚綴り
記（夫銭皆済金剛取回に付）用開田罵市右衛門（印）→ （明治）9年 横切紙・1枚 1269－1－79
山田荘左衛門殿















記（賦銭受取候に付）北岡村用掛（印）→江部村　山田庄左 8月9日 横切紙・1枚 1269－1－84
衛門殿





記（村費、自普請人足賃受取候に付）押切村用掛土屋 8月9日 竪紙・1枚 1269－1－86
助右衛門（印）→江部村　山田庄左衛門殿
（書付、地券書換血液、村費など）朱罫紙使用 竪紙・1枚 1269－1－87








記（今井入費四割、簡内割井出費仮割受取候に付）押 （明治）9年4月17日 竪切紙・1枚 1269－1－92
切村用掛　土屋助右衛門（印）→江部村東組　山田庄左衛門
殿　青罫紙使用
（書付、夫銭受取に付）清水村用掛寺嶋徳左衛門→山田 子4月17日 竪切紙・1枚 1269÷93
庄左衛門殿
記（仮割受取に付）北岡村用掛（印）→東江部村　山田庄左 子4月17日 横切紙・1枚 1269－1－94
衛門殿






























（書付、吉田村子経費割）→山田理兵衛 9月26日 小切紙・1枚 1269－1－107
（書付、吉田村子経費割）→山田庄左衛門 9月26日 小切紙・1枚 1269－1－108














記（匿入費受取候に付）矢罵組用掛（印）→納人山田庄左 9月25日 小切紙・1枚 1269－1－115
衛門




（書付、金銭書上）→江部　山田庄左衛門 8月6日 小切紙・1枚 1269－1－118





















記（金銭書上）第19蔵匿1小匠取扱所（印）→納人江部村　山 明治9年10月 小切紙・1枚 1269－1－129
田理兵衛







（書付、9年租税二期之内半数金銭書上）3点画取扱処→ 10月24日 小切紙・1枚 1269－1－134
高井郡江部村　山田庄左衛門殿
記（区入費受取候に付）北岡急用掛（印）→江部村　山田庄 10月22日 小切紙・1枚 1269－1－135
左衛門殿
記（諸費仮割分受取候に付）用掛寺嶋徳左衛門（印）→ 11月26日 竪切紙・1枚 1269十136
山田三左衛門殿
記（夫銭受取候に付）矢嶋組用掛（印）→山田庄左衛門殿 （明治）9年ll月26日小切紙・1枚 1269－1－137
、記（租税・賦銭受取候に付）六川村用掛処（印）→山田庄 11月26日 小切紙・1枚 1269十138
左衛門
記（上今井村棟割・自普請仮割受取候に付）押羽村押切 （明治）9年11月25日 竪切紙・1枚 1269－1－139
組用掛　土屋助右衛門（印）→江部村　山田庄左衛門殿　朱
罫紙使用
記（堀川順之費受取候に付）堀内政吉（印）→山田荘左衛 子月11月27日 竪切紙・1枚 1269－1－140
門　青罫紙使用
記（子租税三納など受取候に付）用掛鍋罵市左衛門 明治9年11月27日 横切紙・1枚 1269十141－1
（印）→山田荘左衛門殿　朱罫紙使用




記（地券掛り金受取候に付）新井村用掛り　栗林惣左衛 （明治）9年11月27日 小切紙・1枚 1269－1－143
門（印）→江部村　山田庄左衛門様
記（上今井追山代金受取候に付）新保村用掛り　笠原熊 明治9年11月27日 竪切紙・1枚 1269－1－144－1
治郎（印）→江部村　山田庄左衛門殿





















（書付、清水金銭書上）第18大医7小匿扱所（印）→山田庄 11月 小切紙・1枚 1269－1－154
左衛門
（書付、岩嶋金銭書上）第18大回7小優扱所（印）→江部村 11月 小切紙弓枚 1269－1－155
山田庄左衛門、什押切　涌井逸作































































言登（租税第三期上納受取候に付）他北第25大匠3小匠 明治9年12月21日 竪紙、竪切紙・8 1269－7－1
副戸長　水上政右衛門（印）　他8名→納人江部村　山田庄
左衛門　他5名　枝番号1～8、1269－7－3は8枚綴り














志ち相渡申二方証文之事（畑6畝、2両借用）片塩村 明和6月年三12月 竪紙・1通 A272－2
質置主要助、請人庄兵衛、名主藤右衛門→東江部村文次
郎殿
（庄左衛門宛押切村重右衛門質地証文および質流証文 （寛延年聞） ？・1冊 AO35
写）帳間に該当地の小作状況に関する覚書あり
（天明6上中石高書上） 天明6年月丑8月吉日 横切継紙・1通 1224
（石高書上帳） 文化9年月申日 美・1冊 1203
端紙絵図面井小書付入（小作地）1156－2～10を一括。 袋・1袋 1156－1
（地券反別・図面の書き入れ方に付、雛形） 竪切紙・1通 1156－2
（小作人常右衛門ほか3名、畑斜高と図面に付、書上） 明治7年8月24日 竪切紙・1通 1156－3
（小作人嘉左衛門の田畑納高と図面に付、書上） 竪切紙・1通 1156－4
（市右衛門へ引き渡しの18坪図面に付、書上） 明治8年4月27日 竪切紙・1通 1156－5
（武右衛門・市右衛門などの所有畑図面に付、書上） 明治7年10月 竪切紙・1通 1156－6
（文右衛門の耕地41坪図面などに付、書上） 明治8年4月28日 竪切紙・1通 1156－7
（文八より山田へ引き渡しの土地図面に付、書上） 明治8年5月12日 竪切紙・1通 1156－8
（本立石木137番の五等田7枚図面に付、書上） 明治9年4月 竪切紙・1通 1156－9
（押切村理右衛門兄弟の田畑地所に付、書上） （明治）8年9月21日 竪切紙・1通 1156－10
（高井郡間山村地内山売買願書）（1は史料館旧封筒の （明治7年7月） 旧封筒・1封筒 AOO　1
回目史料未確認）（売渡人山田庄左衛門、買請人間山村
小林東作）
地券長野縣→信濃國高井郡吉野村持主　中川おく 明治11年5月10日 竪紙・1通 1246－1




（封筒）「小林貞三　土地解約証」とあり。 （明治12年） 封筒・1通 1123



























買附謹（正金銀行株式壱拾株）東京市日本橋魎坂本町6番 明治41年7月28日 小切紙・1通 1266－1－1
地　公債株式現物費買専門　紅葉屋商店　神田錯蔵（印）→
六十三銀行殿
買附謹（正金銀行株式四拾株代）東京市日本橋匿坂本町 明治41年7月22日 小切紙・1通 1266－1－1
6番地　公債株式現物費買専門　紅葉屋商店　神田鋸蔵
（印）→六十三銀行殿
記（器機1個）→平野前　山田本家御中 8月17日 竪紙・1通 1266－2
（田畑書上）朱罫紙使用 竪紙・2通 1266－3
書付（在京用） 小切紙・1枚 1266－4




書状（辞表提出相来り塵事を希望致し候に付）取締役 7月21日 横切継紙・1通 1266－6
小出八郎右衛門、和田栄二、小野理右衛門、小坂順造→
乾宣蔵回




書付（利子書上）「福島」印あり 7月11日 小切紙・2枚 1266－8
記（明治38年度　植木払代）大徳寺→山田御本宅様朱明治39年11月27日 竪紙・1枚 1266－9
罫紙使用
書付（借用金書上） （明治）37年7月日 小切紙・1枚 1266－9－1
（印鑑付箋） 付箋・1枚 1266－9－2
書付（畑反別書上）継紙 （明治）35年 小切紙・1枚 1266－9－3
書付（34年7月10日取調　32・33・34年給料書上）（明治）34年7月10日 小切紙・1枚 1266－9－4
約束郵便→長野縣下高井郡平野村　山田荘左衛門様 小切紙・1枚 1266－9－5
かめや覚帳（金銭書上）朱罫紙使用 3月16日 竪紙・1枚 1266－9－6
一50一
地主／土地移動
書付（道中金銭書上） 6月30日 横切紙・1枚 1266－9－7
書付（金銭書上）朱罫紙使用 竪紙・1枚　　、 1266－9－8
書付（金銭書上）のりでひと綴り 小切紙・5枚 1266－9－9












証（明治32年度の利子として領収に付）高丘村安源寺 明治33年1月4日 竪紙・1枚 1266－9－20
高山清之（印）→江部本家　山田様　青罫紙使用　　　r
書付（金銭書上） 小切紙・1枚 1266－9－21
書付（税金額書上） 10月 小切紙・1枚 1266－9－22
子十月三十日請書覚帳 子10月22日 小切紙・1枚 1266－9－23
収入印紙明治32年4・5・6月分費捌及残高調帳山形屋明治32年7月2日 竪切紙・1枚 1266－9－24
酒店→御本家御中　朱罫紙使用





























小作証文記事（籾七俵納候につき）七瀬村嘉右衛門（印） 文化8年未2月 竪切紙・1通 1097
→庄左衛門殿　端裏書「小作入　七瀬村嘉右衛門」
小作謹文之事（籾弐俵弐斗納候につき）片塩村小作人源 天保2年卯2月 竪切紙・1通 1092
兵衛（印）、請人民右衛門（印）、→庄左衛門殿　端山貼紙
「卯小作　片塩源兵衛」














（包紙）「明治十三年辰一月ヨリ小作謹文入」（角印）（角印） （明治30年） 包紙・1通 1094－0
小作証券（五ヶ年季借用につき）下高井郡平野村字江戸 明治30年月酉5月7日 竪切紙・1通 1094－1
小作人関谷政蔵（印）、同受人勝山与作（印）→山田理右衛門
殿
小作証券（五ヶ年季借用につき）下高井郡平野二字江戸 明治30年月酉5月7日 竪切紙・1通 1094－2
小作人勝山与作（印）、同受人関谷政蔵（印）→山田理右衛門
殿
小作証券（五ヶ年季借用につき）下高井郡平野暦日江戸 明治30年月酉5月7日 竪切紙・1通 1094－3
小作人小川作次郎（印）、同受人関谷政蔵（印）、同受人勝山
与作（印）→山田理右衛門殿



































覚（年貢皆済帳）表面破損 嘉永5年子 横長美・1冊 1265－1
酉御年貢替済目録 文久2月戌 横長美・1冊 1265－2－1














（印、「長野縣下高井郡安源寺村外八ヶ村戸長役場印」）→江 明治19年1月24日 竪切紙・1通 1175－2
部村山総理兵衛　第9号
領収書（村費250円砦済に付）安源寺村外八ヶ村戸長役場




（巳年年貢書上帳）小野屋佐藤元重郎→　断簡 巳 折紙・1枚 1258
覚（籾払可申付候に付）中条健兵衛→井部村山田庄左衛 午10月 横切継紙・1通 1230－1
門殿
、








































預り申金子之事（金3両1分）栗林新田村預り主三郎兵 享保3年戌2月 1通 AOO2－08
衛、同所請人吉左衛門、同請人八右衛門→文六殿
借用金引請証文之事（金3両、兄和蔵の借用につき、 安政3辰年12月 1通 AOO2－09
3年賦）更科村引請人藤吉、沓野村之官立自証同断和助
→東江部村山田庄左衛門殿
借用金遣文之事（金3両、無利足6年賦）新保村借主 天保6年未12月 1通 AOO2－10
善左衛門、請人定右衛門、請人捨蔵→庄左衛門殿






借用金証文善事（3両、3年賦）更科村借主和蔵、親類 安政3辰年12月 1通 AOO2－13
引請人藤吉、沓野村之内下湯組同断和助→東江部村山田庄
左衛門殿
借用申金子之事（金10両）浅野村預り主仁左衛門→江部 宝暦3年酉12月 1通 A∞2－14
村庄左衛門殿
（書状、卯八持参金を立て替えて仁左衛門に遣わして 12月4日 1通 AOO2－15
ほしい旨）　坂□治助→山田庄左衛門様　14に巻き付けて
あったもの ’
借用金子之事（本金1両2分）立ヶ花村預り主武右衛 宝暦12年午12月 1通 AOO2－16
門、同所請人久兵衛→東江部村庄左衛門様








覚（金6両の借用につき）五郎右衛門→庄左衛門殿 酉2月 1通 AOO2－19
預り申金子之事（金1両1分）黒川村嘉右衛門→東江部寛政9巳正月 1通 AOO2－20
村庄左衛門殿
覚（金10両の借用につき）五郎右衛門→庄左衛門殿 寛政12申　10月 1通 AOO2－21
種手証文之事（種出来るまで〆4両借用）岩舟村金預り 宝暦元年未12月 竪紙・1通 A271－1
主角兵衛、同所同断利左衛門、同所同断七右衛門、同所請
人喜左衛門→東江部村庄左衛門殿
預り申金子之事（〆6両2分）岩舟村金預り主角兵衛、 宝暦3年酉12月 竪紙・1通 A271－2
同断作兵衛、同断吉右衛門、同断七右衛門、請人清七→東
江部村庄左衛門殿





覚（桐印籠代受取）判物や金作→高野様御内 （安政期辰）9月 切紙・1通 AO37－2







































対談一札同筆（湯田中村建家売場譲渡につき内金受取） 安政6未年7月 竪紙・1通 A267
東江部村山田庄左衛門→湯田中村六右衛門殿
（上記の件につき覚の書付）267にはさみこみ 切紙・1通 A267－1



















記（飯山治安裁判所勧解紙）何郡何村何兵衛→何々某 明治何年何月何日 竪紙・1通 1235－1－1
殿　雛形
記（飯山治安裁判所勧解紙）下高井郡往郷村→山田理兵 明治17年6月 竪紙・1通 1235－1－2
衛殿
遺失物御冠（蠕回向一本）下高井郡江部村88番地小林 明治17年6月12日 竪紙・1通 1235－2－1
鶴吉（印）→下高井郡江部村戸長　山田文六（印）　1235－2－2
の下書き











委任状（病気に付）長野唖聾濃國下高井郡江部村何番地 明治17年7月 竪紙・1通 1235－7
篠田牧太郎→　朱罫紙使用
代人願（病気に付）長野縣信濃國下高井郡江部村平民　山 明治17年7月29日 竪紙・1通 1235－8
田荘左衛門→飯山治安裁判所長　判事補　井口速水殿　朱
罫紙使用
代人願書（病気に付）長野縣信濃國下高井郡江部村平民 明治17年7月29日 竪紙・1通 1235－9
山田荘左衛門→飯山治安裁判所長　判事補　井口速水殿
朱罫紙使用、表紙付















覚（酒造株高書上につき）信州高井郡東江都村酒造人庄左 寛政7年卯4月 竪長・1冊 C405－1
衛門、識者名主、組頭、百姓代→河尻甚五郎様御役所
































































（書状、御下金歎願のための五信会議へ出張願）西信 （明治4年）正月15日 1通（2枚） AO43－1
会社詰合→北信会社御詰合中様43番の2通は同じ封筒入
（中野騒動の見舞状）西漸青木禎一郎、丸山登、窪田畔夫 （明治4年）未正月11日 切継紙・1通 AO43－2
→北信御同盟各君


















































第弐拾五回半季実際考課状横濱第二国立銀行取締役兼 明治20年1月10日 半・1冊 1302－4
支配人原鐵五郎、取締役樋口登久次郎、取締役茂木保次
郎、頭取原善三郎→株主各位御中
第弐拾六回半季実際考課状横濱第二国立銀行取締役兼 明治20年7月8日 半・1冊 1302－5
支配人原鐵五郎、取締役樋口登久次郎、取締役茂木保次
郎、頭取原善三郎→株主各位御中
第弐拾六回半季実際考課状横濱第二国立銀行取締役兼 明治20年7月8日 半・1冊 1302－6
支配人原鐵五郎、取締役樋口登久次郎、取締役茂木保次
郎、頭取原善三郎→株主各位御中　1302－5と同内容
第弐拾七回半季実際考課状横濱第二国立銀行取締役小 明治21年1月9日 半・1冊 1302－7
林茂兵衛、取締役兼支配人原鐵五郎、取締役茂木保次郎、
副頭取樋口登久次郎、頭取原善三郎→株主各位御中
第弐拾八回半季実際考課状横濱第二国立銀行取締役小 明治21年7月 半・1冊 1302－8
林茂兵衛、取締役兼支配人原鐵五郎、取締役茂木保次郎、
副頭取樋口登久次郎、頭取原善三郎→株主各位御中
第弐拾九回半季実際考課状横濱第二国立銀行取締役小 明治22年1月10日 半・1冊 1302－9
林茂兵衛、取締役兼支配人原鐵五郎、取締役茂木保次郎、
副頭取樋口登久次郎、頭取原善三郎→株主各位御中




郵便はがき（新株申込みに付）横濱正金銀行→長野縣高 明治20年5月9日 切紙・1通 1167－2
井郡江部村十五番地山田荘左衛門殿
（新株発行のため、申込証用紙の記入方法に付、書付） 明治20年4月6日 竪切紙・1通 1167－3
横掛正金銀行頭取原六郎→山田荘左衛門殿横濱正金銀
行の青色罫紙を使用。


























（印形のことに付）前欠 文久2年戌10月11日 竪切紙・1通 1140－4
覚（大平村よりの材木通船雇料受取）土木司世話方、舟 （明治3年）閏10月10日切紙・1通 AO51－2－18
頭寅蔵→












おほえ（□）　山田内新蔵→会計丁丁詰合衆中 （明治3年）閏10月2日 切紙・1通 AO51－2－07
（酒3升の請求書）北大熊人足拾三人 （明治3年） 切紙・1通 AO51－2－08
覚（炭代金受取）嶋吉→上 （明治3年） 切紙・1通 AO51－2－09
覚（片塩村人足賃渡すべき旨）藩庁出役土木司会計方→ （明治3年）11月4日 切紙・1通 AO51－2－10
（縄100束請求書）会計二二詰合 （明治3年） 切紙・1通 AO51－2－11
一62一
堤防組合総代／千曲川瀬直し／人足・諸入用
覚（□玉利葉湯5斤代金書上）羽場五郎左衛門 （明治3年）8月 切紙・1通 AO51－2－12
覚（牟礼今井間の人足賃書上）御伝馬所（北国街道□牟礼 （明治3年）午閏10月4日切継紙・1通 AQ51－2－13
宿悪伝馬所）→上　　　　　　　■
覚（味噌代金受取）綿屋溜店（中野東町綿屋溜店）→上 （明治3年）12月5日 切紙・1通 AO51－2－14
覚（御上下城人様昼賄料受取）牟礼駅脇御本陣加賀屋六 （明治3年）午閏10月4日切継紙・1通 AO51－2－15
左衛門→上
覚（材木通船雇料受取）土木司世話方、舟頭寅蔵 （明治3年）閏10月8日 切紙・1通 AO51－2－16




覚（□玉利葉湯5斤代金書上）羽場五郎左衛門→上 （明治3年） 切紙・1通 AO51－2－21
（「三島　酒壱升五合」などの心覚書） （明治3年） 切紙・1通 AO51－2－23
覚（茶代金受取、上々池の尻）中丘や（中野御茶所福寿 （明治3年）閏28日 切継紙・1通 AO51－2－24
園）→上
覚（岩代金受取）福嶋新田村域＋郎→上 （明治3年）11月4日 切紙・1通 AO51－2－25
覚（料率代金書上）会計部□→山王嶋村多三郎様 （明治3年）後10月28日切紙・1通 AO51－2－26
覚（大吉□？）□→上 （明治3年）午8月26日 切紙・1通 AO51－2－27
覚（藤束運賃を三者に渡すべき旨、受取人多三郎・幸 （明治3年） 切紙・1通 AO51－2－28
蔵）　→会計浸出役中様
覚（此者に金3両余御渡願）小川→会計中 （明治3年）9月18日 切継紙・1通 AO51－2－29
（上酒代金勘定の書付） （明治3年） 切紙・1通 AO51－2－30
（金子5両預り書）今井吉之助→室左衛門様 （明治3年）9月29日 切紙・1通 AO51－2－31
覚（茶代金受取）つたや平兵衛（御用善光寺大門町蔦屋平 （明治3年）9月14日 切継紙・1通 AO51－2－32
兵衛）→上
覚（村木買入人足賃の請求）市川芳三郎→会計方 （明治3年）閏10月29日切紙・1通 AO51－2－33
覚（味噌引金預り）□□（高井郡中野）→今井村徳兵衛様 （明治3年）午9月22日 切継紙・1通 AO51－2－34
覚（味噌代金受取）袋屋精一郎→今井村御普請所御世話方 （明治3年）午9月27日 切継紙・1通 AO51－2－35
様
覚（作料書上）大工初蔵 （明治3年）午10月6日 切継紙・1通 AO51－2－36
覚（蝋燭・西之内紙・茶など代金差引勘定）「津野村幸 （明治3年） 折紙・1通 AO51－2－37
蔵江願」とあり
覚（上今井村御普請所へ送った極上酒の代金書上）岩 （明治3年）午8月 切紙・1通 AO51－2。38
舟村中村屋→東江部村山田庄左衛門様
覚（乳首運賃を此者に渡すべき旨）世話方幸蔵→山田様 （明治3年）10月26日 切紙・1通 AO51－2－39
「山王嶋庄太郎」が此者にあたるか
覚（材木1船分受取）会計世話方→三頭清九郎 （明治3年）10月26日 切紙・1通 AO51－2－40
覚（材木1留分受取）土木司世話方 （明治3年）10月22日 切紙・1通 AO51－2－41
覚（材木運賃受取）桑名川村船頭清九郎→御役人様 （明治3年）午10月24日切紙・1通 AO51－2－42
覚（金10両受取）桑名川船頭清九郎→御世話人中様 （明治3年）午10月27日切紙・1通 AO51－2－43





覚（味噌代金受取）こくや（大日本信濃国古平）→矢じま源 （明治3年）閏月14日 切紙・1通 AO51－2－46
右衛門様
覚（縄駄賃受取）舟頭林蔵→会計方皆々衆中様 （明治3年）10月1日 切紙・1通 AO51－2－47
覚（上味噌代金受取）中野□□や□□（高井郡中野）→上 （明治3年）午8月25日 切継紙・1通 AO51－2－48
覚（茶？□代金受取）喜多屋平□（善光寺大門町）→上 （明治3年）8月4日 切継紙・1通 AO51－2－49
覚（彦市・治助丹波即行費用勘定書） （明治3年） 折紙・1通 AO51－2－50
覚（板・材木・杉皮代金書上）新保政右衛門（木屋）→上 （明治3年）午8月19日 切継紙・1通 AO51－2－51
今井村御世話人中様
おほへ（小三寸の材木代金受取）　うちほり高之助→上 （明治3年） 切継紙・1通 AO51－2－52
（書状、金10両借用願）山王嶋村多三郎→今井村二而御 （明治3年） 竪紙・1通 AO51－2－53
惣町様
覚（要左衛門・定之助東京行道中入用・饒出金預り書） （明治3年）午8月22日 切紙・1通 AO51－2－54
新保村名主喜市→山田庄左衛門様、住田奥右衛門様









覚（久左衛門仕業賃金受取）四ッ屋青墨右衛門→会計所 （明治3年）午11月4日 切紙・1通 AO51－2－61
御出張所














覚（菱二二入石弓代金受取）後欠か （明治3年） 切紙・1通 AO51－2－70
覚（酒代金引替証、草間村分）三三出役会計方→ （明治3年）午11月1日 切紙・1通 AO51－2－71
覚（土州半紙一束代金受取ほか）高のや民右衛門→上 （明治3年）10月18日 折紙・1通 AO51－2－72
覚（半紙・煙草・湯本泊代金など書上）高野屋民右衛門 （明治3年） 切紙・1通 AO51－2－73
一64一
堤防組合総代／千曲川瀬直し／人足・諸入用
覚（旅籠・草鮭代金など受取）湯本五郎治→上 （明治3年）10月10日 切紙・1通 AO51－2－74




おほへ（桶代金受取）中野高田屋藤五郎→上 （明治3年）7月28日 切紙・1通 AO51－2－77
覚（小池様行御用状預り、直様届くべき旨）中野村□ （明治3年）7月28日 切紙・1通 AO51－2－78
□→今井村御詰中
（茶・茶器など代金書上） （明治3年） 切紙・1通 AO51－2－79




覚（釘代金書上）□のぐや□□店→上 （明治3年）午7月28日 切継紙・1通 AO51－2－82
覚（切手引替に人足へ酒遣わすべき旨）北嶋隣之瀧沢□ （明治3年）閏10月23日切紙・1通 AO51－2－83
造→会計方
覚（半紙・弁当・蝋燭代金など書上） （明治3年） 折紙・1通 AO51－2－84
覚（土佐紙代金受取）高野屋民右衛門→上様 （明治3年）11月4日 切継紙・1通 AO51－2－85
覚（蝋代金受取）柳田屋忠兵衛（善光寺大門町）→上 （明治3年）閏10月4日 切紙・1通 AO51－2－86






表題・作成等 年代 形態・数量 整理番号
村役人
領主関係


















乍恐以書付奉読上候（名主交代相論内済の届）高井郡 文久元酉年3月 竪継紙・1通 A205－2
新保村名蟻塚兵衛、組頭安左衛門、百姓代勘兵衛→鈴木源
内様中野御役所
覚（宿泊など諸代金受取）　とみたや→御扱様両人様 3月25日 切継紙・1通 A205－3
覚（酒肴代受取）　とみた屋→御客様御両人様 3月25日 切継紙・1通 A205－4





差出申一札参事（酒狂の上端為負の詫び）新保村弥之 文久3寅年2月 竪継紙・1通 A227－1
助、親類弥左衛門、組合政吉→当村雄右衛門殿　下書
乍恐以書付御吟味御下奉願上候（弥之助酒狂一件吟味 文久3寅年2月 竪継紙・2通（3枚） A227－2
下期）下書






































































（書状、動産勘査委任状草案書に付）縣鷹詰副区長（印） 2月7日 朱罫紙・1通 1291－1
→北第十九四丁副区長御中　「長野縣区長詰所」の罫紙
動産勘査委員委任状（動産勘査委員長へ御委任の儀に 明治11年 朱罫紙・1通 1291－2
付雛形）「長野縣区長詰所」の罫紙







家屋建築御情　下高井郡七瀬村五拾六番地地主長針太郎兵 明治20年3月 ．1枚 A268
衛、伍長竹内作左衛門→下高井郡中野町外五ヶ村戸長近山
勝右衛門殿
北第拾九大輪略図→区長山田荘左衛門 （明治期） 舗・1枚 1095
（包紙）小林丈右衛門→中子守十郎佐様 2月6日 竪切紙・1通 1152
ノート（百ヶ案の写、他）1252のノートと同じ紙 A5（変形）・1冊 1255－1















表題・作成等 年代 形態・数量 整理番号
書籍
太政官日誌　明治辛三部二十二號4月17日～22日 明治4年 半・1冊 1217－1
太政官日誌　明治辛三軍二十三號4月23日 明治4年 半・1冊 1217－2
佛國政典　一　大井憲太郎　訳 明治6年10月 半・1冊 1218－1
即断政典　二大井憲太郎訳 明治6年 半・1冊 1218－2
留筆政典　三大井憲太郎訳 明治6年 半・1冊 1218－3
佛國政典　四　大井憲太郎　訳 明治6年 半・1冊 1218－4
佛國政典　五大井憲太郎訳 明治6年 半・1冊 1218－5
佛國政典　六大井憲太郎訳 明治6年 半・1冊 1218－6
佛國政典　七　大井憲太郎訳 明治6年 半・1冊 1218－7
堅甲政典　八大井憲太郎訳 明治6年 半・1冊 1218－8
雀開政典　九　大井憲太郎訳 明治6年 半・1冊 1218－9
佛國政典　十　大井憲太郎　訳 明治6年 半・1冊 1218－10






東京新繁昌記三編服部誠一著 明治7年8月 半・1冊 1217－4
英國議事三見録　上　安川繁成　編輯 （明治8年） 半・1冊 1216－1
英明議事實見回　中安川繁成編輯 （明治8年） 半・1冊 1216－2
英國議事實見回　下安川繁成編輯 （明治8年） 半・1冊 1216－3
官省指令分類彙纂　第4號編集人清水貞四郎 明治9年5月10日 半・1冊 1204
（「官省指令分類彙報　第四号」ほか書上）メモ書き 小切紙・1枚 1208
官省指令分類彙纂　第5號編集人清水貞四郎 明治9年5月10日 半・1冊 1209
明治文抄　三　高橋易直編輯 明治10年8月8日 半・1冊 1211－3
虎一列　刺病三等心得　上長野縣衛生掛 明治10年10月 半・1冊 1206
内國勧業博覧弓場案内　内項勧業博覧會事務局刊行 明治10年 半・1冊 1210
明治文理　一　高橋易直編輯 （明治10年） 半・1冊 1211－1
明治文理　二　高橋易直編輯 （明治10年） 半・1冊 1211－2
民間の喩　演説集誌　第一　青木時下編輯 明治11年4月20日 半・1冊 1215
民間の喩　演説集誌　第二　青木民国編輯 明治11年4月26日 半・1冊 1214
民間小學　演説集誌　四　青木輔清編輯 明治11年6月20日 半・1冊 1205









今古輪郭　赤穂精義参考内侍所　巻1～5栄泉社印行 （明治15年頃） 包紙・5枚 1251－3
上告趣意書井判決 明治17年7月9日 半・1冊 1207
所得税法施行細則註釈すべて印刷物。 2点 9999A14－8－0















明治壬申布告全書一 （明治5年壬申正月） 半・1冊 1303－1
明治壬申布告全書二表紙に朱印r山田」 （明治5年壬申2月） 半・1冊 1303－2
明治壬申布告全書三表紙に朱印「山田」 （明治5年壬申3月） 半・1冊 1303－3
明治壬申布告全書四　表紙に朱印「山田」 （明治6年壬申4月） 半・1冊 1303－4
明治壬申布告全書五表紙に朱印「山田」 （明治7年壬申5月） 半・1冊 1303－5
明治壬申布告全書六回忌に朱印「山田」 （明治8年壬申6月） 半・1冊 1303－6
明治壬申布告全書七　表紙に朱印「山田」 （明治9年壬申7月） 半・1冊 1303－7































（訴訟に関する申付）長野縣参事楢崎寛直印刷物。奥付 明治6年9月 1枚 9999AO9－5－8
には「長野縣御用板　御書物所　岩下伴五郎」とある。
第三百六十二號布告（出訴期限規則）右大臣岩倉具視 明治6年11月5日 1冊 9999AO9－5－9
印刷物。最初のページ右上に朱印が押されている。
























































増募生徒試験手力工部大輔山尾庸三表紙右上に朱印が 明治6年7月31日 （1冊） 9999AO7－7－11
押されている。奥付には「長野縣御用版　書林　長野東横
町　松木喜右衛門」とある。
（第四號布告、第五號布達）工部大輔山尾庸三第4号布 明治6年 （1冊） 9999AO7－7－12
告は明治6年7月に、第5号布達は明治6年8月2日にそれぞれ
出されている。





































































測量技術通学生規則（第十四號布達）工部大輔山尾庸三 明治6年10月14日 （1冊） 9999AO7－7－22




両仮名附官令新誌第八号（明治九年）東京萬世橋外神田 明治9年8月 半・1冊 1308－1
花房町並番地報告社（印）表紙に朱印「山田」あり
両仮名附官令新誌第九号（明治九年）東京本郷元町壱丁 明治9年9月 半・1冊 1308－2
目七十武番地堀端報告社（印）　表紙に朱印「山田」あり
両仮名附官令新誌第十一号（明治九年目東京本郷元町壱 明治9年11月30日 半・1冊 1308－3
丁目七十武番地堀端報告社（印）　表紙に朱印「山田」あり
両仮名附官令新誌第十二号（明治九年）東京本郷元町壱 明治9年12月30日 半・1冊 1308－4
丁目七十武番地堀端報告社（印）表紙に朱印「山田」








封合盛令新誌第武前（明治十一年）東京三＋問堀一丁目 明治11年2月28日 半・1冊 1308－8
十一番地報告社（印）　表紙に朱印「山田」
丁合官令新誌第三号（明治十一年）東京三＋間堀一丁目 明治11年3月31日 半・1冊 1308－9
十一番地報告社（印）表紙に朱印「山田」
封合官令新誌第四号（明治十一年）東京三＋間堀一丁目 明治11年4月30日 半・1冊 1308－10
十一番地報告社（印）　表紙に朱印「山田」
二合官記新誌第六回目明治十一年）東京三＋間堀一丁目 明治11年6月30日 半・1冊 1308－11
十一番地報告書（印）　表紙に朱印「山田」
封合閣令新誌第七号（明治十一年）東京三＋間堀一丁目 明治11年7月30日 半・1冊 1308－12
十一番地報告社（印）
封二二令新誌第八号（明治十一年）東京三＋間堀一丁目 明治11年8月31日 半・1冊 1308－13
十一番地報告社（印）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　r附㈱ｯ令新誌第九号（明治十一年）東京三＋問堀一丁目 明治11年9月30日 半・1冊 1308－14
十一番地報告社（印）
官令新誌第四号（明治十二年）東京京橋区瀧山町四番地 明治12年4月30日 半・1冊 1308－15
報告社（印）表紙に朱印「山田」
官令新誌第六号（明治十二年）東京京橋区瀧山町四番地 明治12年6月30日 半・1冊 1308－16
報告社（印）
官令新誌第七号（明治十二年）東京京橋区瀧山町四番地 明治12年7月31日 半・1冊 1308－17
報告社（印）
官記新誌第八号（明治十二年）東京京橋区瀧山町四番地 明治12年8月31日 半・1冊 1308－18
報告社（印）　表紙に朱印「山田」













官令新誌第三号（明治十三年）報告社（印）表紙に朱印 明治13年3月31日 半・1冊 1304－2
「山田」
官令新誌第四号（明治十三年）報告社（印） 明治13年4月30日 半・1冊 1304－3
謝謝新誌第五号（明治十三年）報告社（印） 明治13年5月31日 半・1冊 1304－4
官令新誌第六号（明治十三年）報告社（印） 明治13年6月30日 半・1冊 1304－5
官令新誌第七号（明治十三年）報告社（印） 明治13年7月31日 半・1冊 1304－6
詔令新誌第八号（明治十三年）報告社（印） 明治13年8月31日 半・1冊 1304－7
官令新誌第九号（明治十三年）報告社（印） 明治13年9月30日 半・1冊 1304－8
官令新誌第十号（明治十三年）報告社（印） 明治13年10月31日半・1冊 1304－9
官令新誌第一号（明治十四年）報告社（印） 明治14年1月31日 半・1冊 1304－10
一74一
近代の役職／書籍
官令新誌第二号（明治十四年）報告社（印） 明治14年2月28日 半・1冊 1304－11
官令新誌第四号（明治十四年）報告社（印） 明治14年4月30日 半・1冊 1304－12
官令新誌第六号（明治十四年）報告社（印） 明治14年6月30日 半・1冊 1304－13
官令新誌第七号（明治十四年）報告社（印） 明治14年7月31日 半・1冊 1304－14
官令新誌第九号（明治十四年目報告社（印） 明治14年9月30日 半・1冊 1304－15
官令新誌第十一号（明治十四年）報告社（印） 明治14年11月30日半・1冊 1304－16
官令新誌第十二号（明治十四年）報告社（印） 明治14年12月31日半・1冊 1304－17
官令新誌第一号（明治十五年）報告社（印） 明治15年1月31日 半・1冊 1304・18
三吟新誌第二号（明治十五年）報告社（印） 明治15年2月28日 半・1冊 1304－19
官令新誌第三号（明治十五年）報告社（印） 明治15年3月31日 半・1冊 1304－20
官令新誌第四号（明治十五年）報告社（印） 明治15年4月30日 半・1冊 1304－21
官令新誌第五号（明治十五年）報告社（印） 明治15年5月31日 半・1冊 1304－22
















































































































































長野縣臨時縣會議事録明治21年12月の議事録。 明治21年 1冊 9999A10－9－56







































成議案　長野縣北第拾九大匠 明治11年2月 1冊 9999A10－9－70
長野縣北第拾九大匠匠會日誌長野縣北第十九大運々會 明治11年2月 1冊 9999A10－9－71
議場舗設之圖付き。




成議案長野胸当第拾七大魎表紙右上に「十七大回」と墨書 明治11年2月 1冊 9999A10－9－74
あり。








































小學従容出途方法適齢就園方法成議案長野縣北第拾 明治11年2月 1冊 9999A10－9－92
八大医　表紙右上に「十八大区」と墨書あり。
小學校維持方法及學齢就學方法成議案　長野縣北第武 明治11年2月 1冊 9999A10－9－93
拾大法　表紙右上に「第二十大上」と墨書あり。
臨時雇會答議按日誌　長野縣北第十五大匠　表紙右上に 明治11年2月 1冊 9999A10－9－94
「十五大区」と墨書あり。答経線と議場日誌に分かれてい
る。
長野縣北第二大匿臨時丁丁日誌　表紙右上に「第二十大 明治11年2月 1冊 9999A10－9－95
区」と墨書あり。



















































































（第百十号人相書及び手配書）司法大輔福岡孝弟奥付 明治6年7月 （1枚） 9999A10－9－125
には「長野縣御用板　書蝉　岩下伴五郎」とある。







































（租税金納方三儀二付）長野縣参事楢崎寛直最初のペー 明治6年9月 （1枚） 9999A10－9－132
ジ右上に朱印が押されている。奥付には「長野縣御用板
御書物所　岩下伴五郎」とある。













第二百七十二號布告（地租改正條例）太政大臣三條實美 明治6年7月28日 （1冊） 9999A10。9－135
最初のページ右上に朱印が押されている。
地租改正施行規則大蔵省事務総裁参議大隈重信最初の 明治6年7月 （1冊） 9999A10－9－136
ページ右上に朱印が押されている。奥付には「長野縣御用
板　御書物所　岩下伴五郎」とある。
第百三拾八號布達（無漏會社発行の金券引換二付布達） 明治6年10月3日 （1枚） 9999A10－9－137
大蔵省事務総裁参議大隈重信→府縣　奥付には「長野縣
御用板　御書物打　岩下伴五郎」とある。
外國鑛山猿校教則文部省表紙に朱印が押されている。 明治6年9月 （1冊） 9999A10－9－138
奥付には「長野縣御用板御書物言　岩下伴五郎」とある。























































































































（四百二拾五號布告、四百二拾六號達、家禄奉還ノ者 明治6年12月27日 1冊 9999A13－9－7
へ資金被下方規則）太政大臣三條實美→使府縣
























表題・作成等 年代 形態・数量 整理番号
書状入袋
書状（一点一点と一括）
（満水調書）朱書あり端裏書「嘉永七寅年より満水調書」 嘉永7年から元治2年 竪紙・1通 B28－7
証（株式会社信濃銀行の株式売り渡し代金請取に付） 明治30年11月8日 竪切紙・1通 1185－1
前島元助（印、「尚隆」）→山田荘左衛門殿
以書付ヲ凍石上靴（田1反5畝4歩の持主変更に付） 明治10年7月9日 竪切紙・1通 1185－2
右二代儀人丸山善兵衛（印）・同門罵代右衛門（印）・用掛り
市村忠兵衛（印）→長野縣権令楢崎寛直殿
仮売仕切（売り渡した荷物代の残金に付）山田千代吉 （明治）29年1月23日 当切継紙・1通 1185－3
→上高井郡坂田村山木屋照作様
（書状、不納分の夫銭に付）端裏に「□□田町忠之丞一件 10月14日 横切紙・1通 1185－4
書物」とあり。
（地代金5円50銭の合併筆に付）118与5－2～3と一括 竪切紙・1通 1185－5－1









（封筒）長野縣長野町六百六＋七番地彰真社→下高井郡江 （明治20年）7月1舶 封筒・1通 1121
部村山田荘左衛門殿自信
（株金利益見込みなしに付、株主へ連絡のこと）彰真 明治20年7月18日 竪切紙・1通 1121－1
社長小出八郎右衛門（印）→山田庄左衛門殿　外郭社の罫紙
を使用。
郵便はがき（注文の銅釦出来に付）長野ます太→高井郡 明治20年7月16日 葉書・1通 1122－1－1
江部村山田正左衛門様当用
郵便はがき（7分金録公債と端利金御渡しに付）　日本 明治20年6月6日 葉書・1通 1122－2
銀行長野代理店田中銀行長野支店（印、「田中銀行」）→下高
井郡江部村山田荘左衛門殿
郵便はがき（新聞代前金請求に付）東京薬研堀町報知新 明治20年4月20日 葉書・1通 1122－3
聞社→信州下高井郡江部村山田三左衛門様
郵便はがき（山田藤左衛門・山田文六、明治20年度備 明治20年6月1日 葉書・1通 1122二4
荒金上納に付）若宮村外八ヶ村戸長役場印→江部村山
田荘左衛門殿
郵便はがき（金録公債元金および端数利金お渡しのた 明治20年4月25日 葉書・1通 1122－5
め、証書持参に付、通知のこと）　日本銀行長野代理
店（印、「田中銀行」）→下高井郡江部村山田荘左衛門殿





証（善光寺位牌堂再建寄附金受納に付）信州善光寺随行 明治20年6月29日 横切紙・1通 1130－1
坊（印）→下高井郡江部村山田荘左衛門殿
記（20銭請取に付）研屋伝吉（印、「善光寺権三三屋伝吉」） （明治期）4月23日 竪切紙・1通 1130－2
ゴ山田様
請取証（油3本の代金請取に付）二丁六之助（印、「信州 （明治期）4月23日 竪切紙・1通 1130－3
善光寺大門町牧六）→上
（書状、越後行に付）→米屋権之丞様 （明治期） 葉書・1通 1130－4
郵便はがき（書中見舞）東京下谷名越弥五郎→山田荘左 （明治期）12月22日 切継紙・1通 1130－5
衛門様
（封筒）東京神田鎌倉町二二番地玉井治賢→長野縣下高井 明治20年5月6日 封筒・1通 1131
郡江部村山田庄左衛門殿




記（板など代金5円30銭書上）江沢村国木伊八→山田庄左 （明治）20年6月 横折紙・1通 1283
衛門様
（過日、御頼之虫歯承諾被下候に付）西原良八→山田荘 明治28年1月30日 横切紙・1通 1226
左衛門様
（書状、稀成金詰りにつき差掛り百両御無心）中村高 午12月8日 切継紙・1通 A274
盛儀十郎（小西屋）→中野冨田屋御門松五郎様
（□何卒御かし論者二壱駄御渡し可被下候に付）大徳 3月23日 竪紙・1通 1250
寺→山田庄左衛門様
覚（源大夫他出のため、書状預かりに付）山寺源大夫 4月24日 盆画継紙・1通 1180
内中村弥作→山田荘左衛門殿御使中
（封筒）横濱本町4丁目　山田松三郎→信濃下高井郡江部村 6月3日 封筒・ 1232
山田荘左衛門様　「弐銭」切手あり
（仮株券は各壱株に申込に付、書状）松三郎拝→山田兄 3日 横切継紙・1通 1232－1
上様
記（松板・杁板認め帳可廊下候に付）古田□□郎→山田 10月17日 横切紙・1通 1228
本宅改
（歳暮の挨拶状）山田→字矢岡重郎治様貴下　尚々書あ 冷飯27日 竪切紙・1通 1119
り。尚々書では、地方高反別の書付写しを渡してほしいと
記している。 ‘
































（農業最早二相成につき）富高金右衛門→平井彦七 9月24日 竪切紙・1通 C334－2
（「湯本中」下書） 舗・1枚 C346
（敷地絵図） 舗・1枚 C347
（戊辰戦争への出資に対する対する礼状）→山田荘左衛門 9月10日 切継紙・1通 A203－1















































（書状、借用金に付御宥免願）亘□□→山田貴兄 8月15日 横切紙・1通 990－9
（封筒）　□長堂中沢正直→山田荘左衛門様御親展990－1－1 封筒・1通 990－10－1
～5は一括、990－10－1－1～2は封筒一括
（書状、金禄公債証に付）正直→山田様 6月17日 横切継紙・1通 990－10－1－1
（書状、御融通のこと、直行役員より確証に付）正直 横切継紙・1通 990－10－1－2








（封筒）横絶壁田方にて綿貫助太郎→信州下高井郡江部村山 （明治12年）5月24日 封筒・1通 990－10－4
田松三郎様至急お渡





（書状、米受取方に付、金員入用の儀に付）天神堂山田 12月12日 横切継紙・1通 990－10－5－1
理兵衛→江部山田松三郎様990－10－5－1～16折畳一括







（書状、野坂田村戸長役場へ出張種々談判に付、吉村 12月6日 横切継紙・1通 990－10－5－4
清蔵金千円借用申し入れに付）山田理兵衛→山田松三
下様机下









（書状、当地米価大いに引下がりに付）理兵衛→山田松 12月9日 横切継紙・1通 990－10－5－9
三郎様
（書状、佐藤弥次兵衛殿・安田次郎左衛門殿渡し分の 11月30日 横切継紙・1通 990－10－5－10
証書2通受取のこと）天神堂山田理兵衛→江部村山田松
三郎様
（書状、天神堂村にて少々地所買入に付ほか）天神堂 12月22日 横切継紙・1通 990－10－5－11
佐藤方（山田）理兵衛→江部村山田松三郎様
（書状、旧安田次郎左衛門他へ貸渡金の儀に付本月利 12月26日 横切継紙・1通 990－10－5－12
子分急度相納めと談事置きのことなど）山田理兵衛
→山田松三郎様
（書状、天神堂村益々証書入手に付）天神堂出張先山田 11月28日 横切継紙弓通 990－10－5－13
理兵衛→江部村山田松三郎即興下
（書状、貸金証券五通正に受取に付）山田理兵衛→山田 12月23日 横切継紙・1通 990－10－5－14
松三郎様




























再伸（本文拝借願の趣た付聞き届けのこと懇願）北澤 12月20日 横切紙・1通 990－16－2
久右衛門→山田様
（書状、契約ゐ金員の儀に付元金500円返却日延べ願） 10月31日 横切継紙・1通 990－17
駒沢写植→山田荘左衛門様
（封筒）長野栄町北澤久右衛門→江部村山田松三郎様親展 10月9日 封筒・1通 990－18
990－18－1～2は封筒一括
拝啓（調法の品沢山頂戴の儀に付）北澤久右衛門→山田 10月8日 横切継紙・1通 990－18－1
松三郎様




拝啓（村内の事件種々多忙のため他出仕兼ねの儀に付） 9月16日 横切紙・1通 990－19－1
小林拝→山田様












（書状、佐久間象山先生の青緑山水小物13円にて払い 30日 横切紙・1通 990－23－1
下げの儀に付）志□良勤行→山田様執事御中
→990－24－1は封筒入 封筒・1通 990－24
（書状、夏秋両度御講中配札の儀に付）武井麿→山田荘 9月17日 横切継紙・1通 990－24－1
左衛門様
（書状、公債証書御引取などに付）石黒勘助拝→山田理 3月26日 横切継紙・1通 990－25
右衛門様　上書に「高井郡江部村山田理右衛門様玉展　飯
山ヨリ石黒勘助（印）」あり













拝啓（中野より出張のつもり出向の処大島君に行合に 4月28日 横切継紙・1通 990－28－1
付帰宅のこと、徴兵事件の儀に付）小林九之丞→山
田荘左衛門様
（封筒）名護屋鎮台山田浦次郎（印）→本家山田伯父上様呈膝 1月2日 封筒・1通 990－29
下　990－29－1は封筒入




（書状、新年嘉祥の挨拶）三加本→家満田様御中 1月30日 横切紙・1通 990－30－1
（封筒）横濱より平信野村山宮崎町拾六番地三号綿貫助太郎 （明治）12年6月1日 封筒・1通 990－31
→信州下高井郡江部村山田荘左衛門様大至急用　990－31－1
は封筒入




（書状、新年の挨拶）志の田升より→山田庄左衛門様御申 1月30日 横切継紙・1通 990－32－1
上
（封筒）上水内郡柏原駅中村利周→下高井郡江部村山田荘左 5月4日 封筒・1通 990－33
衛門様親展　990－33－1～3は封筒一括、月日は封筒書込の投
函日より採用








（書状、金禄公債利子請取方日割に付）正直→山田老台 5月4日 横切継紙・1通 990－34－1







（書状、歳末御動止伺に付）大島善之助→山田尊老台 12月28日 横切継紙・1通 990－37－1
一92一
書状入袋
（封筒）平穏村湯田中湯本五郎治殿方柳沢玄吉、小川千代吉 7月ワ日 樹刀紙・1通 990－38－1
→下高井助柱江部村山田松三郎様平安用事　封筒崩れ、
990－38－1～2は一括
（書状、小閑を得て摂養に付）柳沢、小川→ 7月7日 横切紙・1通 990－38－2
（封筒）上高井郡須坂号駒澤貞永→下高井郡江部村山田荘左 明治13年11月1日 封筒・1通 990－39
衛門様至急用シ親展　990－39－1は封筒入





（書状、越後筋にて買入三等の手繰についての拝借金 明治13年6月6日 横切継紙・1通 990－40－1
の内5月限返済の分に付ほか、）中村六左衛門→山田
様机下
（書状、金録公債利子日限に付）新役所ニテ同熊太郎→ 5月14日 横切継紙・1通 990－41
山田荘左衛門様　親展
記（ケフクシ、煉瓦他代金請取に付）小丸屋善兵衛 7月7日 横切継紙・1通 990－42
（印、「信高中野小丸善兵衛」）→山田様
（封筒）小布施市村忠助拝→江部山田熊太郎様平信車行 10月29日 封筒・1通 990－43
990－43－1は封筒入
（書状、亡父三回忌法用に付）市村忠助拝→山田熊太郎 10月29日 横切継紙・1通 990－43－1
様机下
（書状、上等品之儀は精々入念申越などのことにつき） 11月21日 横切継罫紙・1通 990－44
町田萬四郎→山田様
（書状、紙面段に付）笠井長三郎（印、「水内郡権堂村笠井 辰1月4日 横切継紙・1通 990－45
長三郎」）→下高井郡江部村山田荘左衛門様　尊下
（封筒）白鶴本村、笠井長三郎（印、「笠井」）→東江部ノ村山 11年6月16日 封筒・1通 990－46
田荘左衛門様　幅下　990－46－1は封筒入
（書状、金員お渡し願）笠井長三郎→山田概御取次中様 11年6月16日’ 横切継罫紙・1通 990－46－1
口演（拝借願之儀利付御出張願）長の岳二而丸山要左衛 5月12日 横切紙・1通 990－47
門→江部村山田庄左衛門様　貴下
（封筒）長野栄町北澤久右衛門→高井郡江部村山田荘左衛門 9月7日 封筒・1通 990－48
様　平安書　990－48－1は封筒入
（書状、コレラ病及び類似病患者無御座に付安心すべ 辰9月7日 横切継紙・1通 990－48－1
きこと）　北澤久右衛門→山田荘左衛門様、御家内中様
（封筒）栄町北澤久右衛門→江部山田中左衛門様親展 8月13日 封筒・1通 990－49
990－49－1は封筒入
（書状、新味淋発売に付一樽恭呈のこと）北澤久右衛門 8月13日 横切紙・1通 990－49－1
→山田荘左衛門様、御家野中
（封筒）長野より、山口粂太→高井郡江部村山田荘左衛門様 2月15日 封筒・1通 990－50
自答990－50－1は封筒入
（書状、金録値段につき）山口粂太拝→山田荘左衛門様 卯2月15日 横切継紙・1通 990－50－1
割下
（封筒）吉田店二而綿貫助太郎→信州下高井郡江部邨山田松 3月31日 封筒・1通 990－51
≡：郎様　平安急用　990－51－1は封筒入







（書状、大井君御出向につき）中村利周→山田様机下 2月25日 横切継紙・1通 990－52－1
（封筒）　中野近山橋右衛門（印、「近山」）→江部村山田理兵衛 5月3日 封筒・1通 990－53
様　呈机990－53－1は封筒入
（書状金弐百円拝借につき）近山橋右衛門（印、「近山」） 明治11年5月3日 横切紙・1通 990－53－1
→代理山田理兵衛様




（書状、役場及戸長調印につき）足立誠→山田荘左衛門様 12月26日 罫紙・1通 990－55－1
（封筒）　郡役所小林九品丞→山田庄左衛門様990－56－1は封3月12日 封筒・ユ通 990－56
筒入
拝啓（会所引継書類に付）小林油壷丞→山田庄左衛門様 3月11日 罫紙・1通 990－56－1
（封筒）上水内郡柏原中村利周→下高井郡江部山田荘左衛門 12年9月12日 封筒・1通 990－57
様　親展　990－57－1、990－57－2は封筒入
（書状、会議規則井議案原稿拝借願ほか）中村利周→山 9月12日 横切継紙・1通 990－57－1
田隈机下
（書状、金融之義につき）中村利周→山田荘左衛門様 12月6日 横切継紙・1通 990－57－2
（封筒）長野栄町北澤久右衛門→東江部邨山田荘左衛門様 5月20日 封筒・1通 990－58
990－58－1は封筒入
（書状、拝借金元利持通につき）北澤久右衛門→山田荘左 5月20日 横切紙・1通 990－58－1
衛門様　尊下
（封筒）長野栄町北澤久右衛門→江部邨山田荘左衛門様　尊 12月25日 封筒・1通 990－59
下　990－59－1は封筒入
（書状、金円御三渡願）北澤久右衛門→山田荘左衛門様 12月24日’ 横切継紙・1通 990－59－1
尊下
（封筒）従間山村、小林永太郎→江部邨山田松三郎様御親 1月27日 封筒・1通 99Q－60
展990－60－1は封筒入
（書状、小作相場之義につき）小林永太郎拝→山田松三郎 1月27日 横切継紙・1通 990－60－1
様　呈□閣下
（封筒）従江部→上高井山田温泉松本屋口止三山田荘左衛門 11月14日 封筒・1通 990－61
様行無事平安990－61－1、990－61－2は封筒入
舌換（贈答品のこと他問合につき）尊父へ松三郎再拝→ 11月14日 横切継紙・1通 990－61－1
山田御父上様　貴下
副白（中村小林の両氏へ宜敷御三のこと）在宅両人→御 14日 横切紙・1通 990－61－2
父上様　座下　990－61－1に巻き込み
（書状、打合なく近辺穿下見付次第申し上げること） 8月1日 横切継罫紙・1通 990－62
みお拝→山田様貴酬
覚（牛肉代請取）杢兵衛→上 1月29日 横切紙・1通 990－63
　　　　　ダi封筒）間山村小林理乱丞中野近山氏ノ使風雨ス→下高井 7月3日 封筒・1通 990－64
郡江部村山田荘左衛門様　親折　990－64－1は封筒入
粛啓（郡役所合併に付）小林九之丞→山田荘左衛門様 7月2日 横切継紙・1通 990－64－1
（書状、沸騰散頂戴願）中山実之助→山田松三郎様机下 3日 横切紙・1通 990－65
一94一
書状入袋
（封筒）中村利周→下高井郡江部村山田荘左衛門様宅親展 12年6月24日 封筒・1通 990－66
990・66－1は封筒入
（書状、本月中は不奉伺、御様子報知願）中村利周→山 6月24日 横切紙・1通 990－66－1
田野机下
（封筒）長野栄町北澤久右衛門→江部山田荘左衛門様御直 12月18日 封筒・1通 990－67
披990－67－1は封筒入
（書状、酒高直につき金拝借願）北澤久右衛門→山田荘 12月18日 横切継紙・1通 990－67－1
左衛門四仏下
（達書、下水内郡上今井村順米代ノ義二付山田荘左衛 明治13年1月14日 横切紙・1通 990－68
門出張すべきこと）長野県庁（印、「長野縣」）→下高井
郡江部村戸長役場




（書状、開歳の挨拶）浦次朗拝→山田伯父様呈閣下 1月2日 横切継紙・1通 990－70－1
（書状、拝借金間直につき）中村六左衛門→山田荘左衛 明治12年6月28日 横切紙・1通 990－71
門様机下
（書状、学校新築ニテ多忙につき拝眉のこと）永太郎 8月5日 横切継紙・1通 990－72
拝→山田松三郎様机下
（書状、拝借金利子上納他につき）度山尚光□→山田理 12月30日 横切紙・1通 990－73－1
兵衛様
記（酒カス代）尚光→理説心様990－73－1に巻き込み 12月30日 横切紙・1通 99Q－73－2
（封筒）坂本→山田様990－74－1は封筒入 封筒・1通 990－74
（書状、着物遣わし願いなど）坂もとすえ→山田様 11月21日 横切継紙・1通 990－74－1
（書状、帰省につきお伺い）貴瀬堂□→山田様尊下 8月12日 横切紙・1通 990－75
（封筒）中山実之助拝→山田松三郎様閣下990－76－1は封 封筒・1通 990－76
筒入
（書状、報知新聞借覧願）中山実拝→山田老兄閣下 2月23日 横切継紙・1通 990－76－1
（封筒）柏原中村六左衛門→江部山田荘左衛門様　親展 封筒・1通 990－77
990－77－1は封筒入
粛啓（帰邨につき、面謁一件、御目作のことほか）中 明治13年4月25日 横切継紙・1通 990－77－1
村六左衛門→山田荘左衛門様　机下
（封筒）長野鶴賀昭栄屋ゆき方止宿更級久衛→江部村ノ山田 6月30日 封筒・1通 990－78
庄左衛門様　親展　990－78－1は封筒入




（書状、改年の挨拶）武井磨→山田荘左衛門様参合御中 1月吉日 折紙・1通 990－79－1
（封筒）東京浅草東三□三番地岡野方小林→長野県下下高井 13年1月10日 封筒・1通 990－80
郡東江部村山田荘左衛門様　侍史　990－80－1は封筒入、下
部破損













（書状、取引相場報告のこと、洋銀相場報告のこと） 5月27日 青罫紙・1通 990－81－3
→松波御兄足下青罫紙「（○にキ）澁澤」
（書状、生糸景況など横濱の様子報告のこと）栗田太 6月5日 横切継紙・1通 990－81－4
助拝→山田松波先生閣下
郵便はがき（主人東京発決定に付、行程のこと報告） （明治）12年5月31日 はがき・1通 990－81－5
横はま綿貫助太郎→信州高井郡江部村山田松三郎様






（書状、秋葉社祭礼のご案内に付、日延べのこと願） 明治13年4月12日 横切紙・1通 990－82－1
相場義目（印、「相場」）→山田庄左衛門様
（封筒）牟礼小川千代吉→信州高井郡江部村山田庄左衛門様 2月22日 封筒・1通 990－83
990－834は包紙入













（書状、小作一件云々の儀に付、地所返還の趣のこと 3月11日 横切継紙・1通 990－86－1
など回答）　小林拝→山田御一様












（封筒）　井上村坂本亀之助→東江部村山田荘左衛門様信書 4月8日 封筒・1通 990－89
990－89－1は封筒入
（書状、おすて婚姻の儀に付鼻厚情の礼）坂もと→山田 4月8日 横切継紙・1通 990－89－1
荘左衛門様御門下
（封筒）　中野栄町北澤久右衛門→江部村山田荘左衛門様尊 4月5日 封筒・1通 990－90
下　990－90－1～2は封筒一括














（書状徴税事務・庶務事務伺いのこと、熊太郎様県 2月21日 横継罫紙・1通 990－93－1
会議員に相定まりに付ほか）小林九之丞→山田大君
（封筒）長野彰真社□□吉左衛門（印、「彰真社」）→江部村山 5月4日 封筒・1通 990－94－1
田庄左衛門様親展封筒のみ、封筒に「一六六」と朱書有り





（書状、生糸繭還会褒賞授与式などに付）綿貫孝造→山 12月10日 横切継紙・1通 990－95－1
田御老君
（書状、年賀挨拶ほか）綿貫助太郎、碧落拝→山田尊老君 （明治）13年辰1月10日横切継紙・1通 990－95－2
（書状、今般弊社改正株主承諾の上申込書送付に付） 8月3日 竪切紙・1通 990－96
長野日々新聞改正前起人嶋津忠貞、中野住之進→山田荘左
衛門様
（封筒）上水内郡柏原村中村六左衛門→下高井郡江部村山田 明治13年5月16日 封筒・1通 990－97
荘左衛門様親展　990－97－1～2は封筒一括
（書状、過日来訪見舞いへの礼のこと、吉田・新保両 明治13年5月15日 横切継紙・1通 990－97－1
村小作事件などに付）　中村六左衛門再拝→山田様
（書状、松野君東下承知に付）　中村再拝→山田様机下 横切紙・1通 990－97－2
（封筒）長野近山ニテ小林九之丞→下高井郡江部村山田荘左 6月28日 封筒・1通 990－98
衛門様親展　990－98－1は封筒入
（書状、県会の儀に付）小林拝→山田大君 6月28日 横切継紙・1通 990－98－1
（封筒）上高井郡山田温泉松木屋良右衛門→下高井郡江部村 10月1日 封筒・1通 990－99
山田荘左衛門様尊下　990－994は封筒入











（封筒）二丁ヶ関山田浦次郎（印）→□浅草八幡町□番地篠田 5月20日 封筒・1通 990－102
阿竹様方山田松三郎様至急平信990－102－1は封筒入、封筒
上部破損
（書状、至急霞ヶ関まで御足労に付）馨拝→松波親□□ 5月20日 横切継紙・1通 990－102－1
格下









（書状、御書翰拝見し直様参上仕度処今日用事のため 4月25日 横切紙・1通 990－106－1
参上致し難きに付）高橋吉太郎→藤澤封治郎様




（封筒）長野縣下上高井郡須坂町駒澤貞永拝→長野縣下下高 （明治）12年11月4日 封筒・1通 990－109
井笠田江部村二略号田荘左衛門様要用親展



















（書状、戸長割の原案の儀に付御回答のこと）間山小 10月23日 横切継紙・1通 990－115
林山之丞→江部山田荘左衛門様御回答
（封筒）上水内郡柏原村中三六左衛門→下高井郡江部村山田 6月3日 封筒・1通 990－116
荘左衛門様親展　990－116－1は封筒入、封筒上部破損
（書状、方今大蔵新築のため延引願に付）中村六左衛門 明治13年6月2日 横切継紙・1通 990－116－1
→山田様几下
（封筒）岩舟村小古井新兵衛→東江部山田庄左衛門殿閣下 1月31日 封筒・1通 990－117
990－117・1は封筒入
（書状、明治十二年度小作収納定額金の儀に付）小古 1月31日 横切罫紙・1通 990－117－1
井新兵衛→山田旦那様足下




（書状、客歳拝借金の内八百円本日返済のに付御入手 6月1日 横切継紙・1通 990－119－1
のこと）　中村利周、中村利貞→山田様几下
（封筒）下高井坦坦神璽村佐藤善二郎方止宿山田理兵衛→下 11月27日 封筒・1通 990－120
高井郡江部村山田松三郎三管親展　封筒のみ、封筒に「穂
高村山崎平右衛門殿使佐藤弥兵衛殿へ附ス」
（書状、十徳寺敷石修営のため、人夫招集・二輪借用 9月15日 横継罫紙・1通 990－121
に付）命徳寺住職宮本通順（印、「宮本」）→江部山田様執
事御中
（封筒）長野栄町北澤久右衛門平信→山田荘左衛門様尊下 2月11日 封筒・1通 990－122
122－1～2は封筒入り
ノ
（書状、妻持病のため、1月下旬より草臥れに付）北 2月11日 横切紙・1通 990－122－1
沢久右衛門→山田荘左衛門様御家族四球
（妻の持病、快方に付、再伸）北沢→山田様 横切紙・1通 990－122－2
（封筒）上水内郡柏原駅中村六左衛門→高井郡江部村山田荘 明治13年5月23日 封筒・1通 990－123
左衛門様親展　123－1は封筒入り




（書状、間山村水論事件に付）小林九之丞→山田松三郎 9月19日 横継罫紙・1通 990－124－1
様
（書状、コレラ病難除け祈念に付）大徳寺→東江部山田 8月19日 竪切紙・1通 990－125
荘左衛門様
（封筒）江部村山田荘左衛門→山田温泉松本屋御止宿山田荘 11月16日 封筒・1通 990－126
左衛門様　126－1は封筒入り
（書状、米価日々高値に付）山田松三郎→山田御父上様 11月16日 竪切継紙・1通 990－126－1
（封筒）岩石町信濃日報社二而小川弥右衛門→下高井郡江部 明治14年1月24日 封筒・1通 990－127
村山田荘左衛門様御親展　長野より
（書状、徴兵免役に付）小川弥右衛門→山田荘左衛門様 明治14年1月24日 竪切紙・1通 990－127－1
127－1は封筒入り







（書状、小川氏より塩1駄送上に付）相原駅中村六左衛 3月19日 横切継紙・1通 990－129
門→江部村山田荘左衛門様待使御中
（包紙）石山良太郎→山田荘左衛門様親展　「下高井照々役 17日 包紙・1通 990－130
　所」の罫紙使用。130－1は封筒入り。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
i書状、新年慶賀の挨拶など）石山良太郎→山田御府公 17日 横切継紙・1通 990－130－1
閣下
郵便はがき（招魂社建築願免許の旨、報告に付）長野 正15日 はがき・1通 990－131
東江部町招魂社建築事務所→高井郡江部村山田荘左衛門殿






（書状、歳暮の挨拶に付）善之助→山田尊老台 極29日 横切継紙・1通 990－133－1
（封筒）　間山村小林→江部村山皆様134－1は封筒入り。 封筒・1通 990－134
（書状、毒蛇の害より徐々に回復の旨、報告に付）小 7月29日 横切継紙・1通 990－134－1
林→山田様
（封筒）吉田村綿貫助之郎→信州高井郡江部村山田松三郎様 3月3日 封筒・1通 990－135
135－1は封筒入り。









（書状、明日休暇のため、自宅へのお誘いに付）小林 3月30日 朱罫紙・1通 990－137－1
→山田店　「下高井郡々役所」の罫紙使用。
（封筒）長野東町花屋敷入方二而小川弥右衛門→下高井郡江 （明治）12年12月4日 封筒・1通 990－138
部村山田荘左衛門様　138－1は封筒入り。
（書状、嘉寿を養女あるいは面面にする件に付）小川 12月4日 横切継紙・1通 990－138－1
弥右衛門→山田荘左衛門様
（封筒）野平山宮崎町拾六番地綿貫助太郎→信州下高井郡江 （明治）12年7月6日 封筒・1通 990－139
部村山田荘左衛門様　139－1は封筒入り。
（書状、大坂府・兵庫縣において虎列斬流行のため、 （明治）12年7月6日 横切継紙・1通 990－139－1
予防消毒などに付）綿貫孝達→山田御老君様
（封筒）坂本龍之助→山田荘左衛門様　140－1は封筒入り。11月22日 封筒・1通 990－140
（書状、早早早着27回忌など法事執行に付）坂本龍之助 11月21日 横切継紙・1通 990－140－1
→山田荘左衛門様






（書状雪女おすて縁談などに付）坂もと才右衛門→山 12月25日 横切継紙・1通 990－142－1
田荘左衛門様
（封筒）　吉田店綿貫助太郎→信州下高井郡江部村山田松三 4月17日 封筒・1通 990－143
時様　143－1は封筒入り。
（書状、洋銀高値の件などに付）綿貫助太郎→山田松三 4月7日 青罫紙・1通 990－143－1
郎様　「吉田」の罫紙使用。
（書状、暑中御見舞いに付）東京下谷区上野桜木町一番 7月24日 罫紙・1通 990－144
地鴬渓医院ヨリ曽我金次郎→東江部山田様　罫紙使用。
（書状、仁君への拝謁など近況報告に付）柏原中村六左 明治13年4月25日 横切継紙・1通 990－145
衛門→間山小林九之丞様
（書状、小作方の不穏な動向に付）間山村小林九之丞→ 2月1日 横切継紙・1通 990－146
江部村山田荘左衛門様




口上（5円金と請取書の引き換えに付）進士義則→山田 3月28日 横切紙・1通 990－148－1
庄左衛門様
（5円の内訳に付、書上）進士義則 横切紙・1通 990－148－2
（封筒）上高井郡須坂村駒津貞永→下高井郡東江蔀村山田荘 3月2日 封筒・1通 990－149
左衛門様　149－1は封筒入り。












（書状、拝借金返済に付、返納通帳の作成願）近山勝 正月30日 横切紙・1通 990－152
右衛門→山田庄左衛門様
（封筒）上水内郡長野町小林一省→下高井郡江部村山田庄左 12月26日 封筒・1通 990－153
衛門様　153－1は封筒入り。




（書状、年末の挨拶と粗品進呈に付）市川和平→山田尊 12月30日 横切紙・1通 990－154－1






（書状、米価高騰の件などに付）山田荘左衛門→中村様 6月30日 横切継紙・1通 990－155－2
（封筒）　小川千代吉→江部山田松三郎様　156－1は封筒入7月21日 封筒・1通 990－156
り。




（書状、長野日々新聞株主募集に付）小林→山田様 7月24日 横切紙・1通 990－157－1
郵便はがき（株主総会開催に付）長野日日新聞改正発起 明治13年7月27日 はがき・1通 990－157－2
人→下高井郡間山村小林九之丞様
（封筒）問山村小林九之丞代小林永太郎→江部郡山田荘左衛 8月5日 封筒・1通 990－158
門様　158－1は封筒入り。






（封筒）平塩村吉田忠右衛門（印、「吉田」）→江部村山田荘左 7月21日 封筒・1通 990－160
衛門様　160－1は封筒入り。










（封筒）牟礼駅小川弥右衛門→江部村東組山田荘左衛門様 5月7日 封筒・1通 990－163
990－163－1は封筒入
（書状、母儀養生相叶わず死去に付）小川弥右衛門→山 （明治）12年5月7日 横切紙・1通 990－163－1
田荘左衛門様
（封筒）往郷村泉門寺より渡辺俊龍→江部村山田荘左衛門様 8月22日 封筒・1通 990－164
至急　990－164－1は封筒入、封筒に「（印）、渡辺」あり









（書状、井上にて法事二十二日の由問山へ頼入に付な 17日 横切継紙・1通 990－166－1
ど）　山田荘左衛門→本宅一同へ
（書状、小林儀同道にて先程帰宅に付）並家→本宅松三 13日 横切紙・1通 990－167
郎様要用
（書状、旧大区民費決算の儀に付）小林九之丞→山田御 11月4日 横切継紙・1通 990－168
氏様
（封筒）上水内郡牟礼駅小川弥右衛門→下高井郡江部村山田 8月28日 封筒・1通 990－169
荘左衛門様尊下　990・169－1は封筒入
（書状、コレラ患者死者見聞の概数ほか実況概略に付） 8月28日 横切継罫紙・1通 990－169－1
小川弥右衛門→山田荘左衛門様
（封筒）横濱より平信野毛山宮崎町十六番二三号綿貫助太郎 （明治）12年3月16日 封筒・1通 990－170
→信州下高井郡江部村山田荘左衛門結団急用　990－170－1は
封筒入
（書状、郡区改正のため中野町に郡役所設置に付）綿 3月16日 横切継紙・1通 990－170－1
貫孝造、綿貫助太郎→山田御老君












（書状、今回越後筋より酒及塩買入のため一時金融差 明治13年8月5日 横切紙・1通 990－174－1
支の儀に付仮証書を以て拝借のこと願）中村六左衛
門再拝→山田様几下
（封筒）東京府下神田区美晶晶町三丁目二番地田中清八旅宿 7月25日 封筒・1通 990－175
丸山要左衛門→信州下高井郡江部村山田庄左衛門様平信
990－175－1は封筒入、封筒一部破損





（書状、昨年来御所持地養作の儀などに付）坂もと→山 5月18日 横切罫紙・1通 990－176－1
田御叔父様呈机下
（封筒）従牟礼小川三郎右衛門拝→高井郡東江部村山田庄左 12月21日 封筒・1通 990－177
衛門様平安要書　990－177－1は封筒入
（書状当年米穀山鼠高昇に付酒造家金貸し流通千変 12月19日 横切罫紙・1通 990－177－1
萬化の処金子50両程拝借のこと願）小川三郎右衛門
→山田庄左衛門様





（封筒）　問山村小林永太郎拝→江部村山田松三郎様貴酬 1月5日 封筒・1通 990－179
990－179－1～2は封筒一括
（書状、役場用始めの儀などに付）小林永太郎拝→山田 （明治）13年1月5日 朱罫紙・1通 990－179－1
盟兄閣下　990－179－2は990－179－1に挟込
（副啓、兼ねて御通知の通り伝合申度に付） 切継紙・1通 990－179－2
（封筒）従江部→長野大門町扇や金四郎方御止宿山田松三郎 （明治）13年5月14日 封筒・1通 990－180
様御親達　990－180・1は封筒入、封筒に「小林弥蔵へ番上」









（封筒）長野より山口粂太、仲之助拝→山田荘左衛門様拝寿 2月12日 封筒・1通 990－183
990－183－1は封筒入
（書状、金禄証書御入用の儀東京株引相場種々沸騰に 2月12日 横切継紙・1通 990－183－1
付）　山ロ粂太、仲之助拝→山田荘左衛門様
（書状、御蔵書里見八犬伝他長々恩借の儀今般返却に 3月2日 横切継紙・1通 990－184
付）　間山村永太郎→江部村山田様尊下
（封筒）長野鶴賀村笠井長太郎（印）→江部村山田荘左衛門様 4月3日 封筒・1通 990－185
尊下　990－185－1は封筒入
（書状、金子50円元金利子の儀延引に付）笠井長太郎→ （明治）12年4月 横切継紙・1通 990－185－1
山田荘左衛門様、御家内衆中様
（封筒）横濱より平信野毛山宮崎町五十一番地百四十一番綿 （明治）13年1月10日 封筒・1通 990－186
貫助太郎→信州下高井郡江部村山田松三郎様尊机下　990一
186－1は封筒入
（書状、新年の挨拶、生糸開港の儀店にても入荷沢山 （明治）13年1月10日 横切継紙・1通 990－186－1
に付）　綿貫助太郎、綿貫碧衛→山田松三郎様
（書状、帰省の節は御手厚二三頂戴に付厚謝のこと） 9月1日 横切継紙・1通 990－187
従名古屋山田浦次郎→江部山田松三郎三親台
（書状、永太郎を以て御町申し上げのこと宜敷御配慮 8月17日 横切紙・1通 990－188
に付）　小林拝→山田様御回答
（封筒）従東都府下本郷四丁目二拾六番地臼井為吉内小林景 （明治）13年1月6日 封筒・1通 990－189
一郎→長野縣信濃国下高井郡江部村山田荘左衛門様平信
990－189－1は包紙入の上に封筒入
（書状、年始の祝辞）小林景一郎→山田荘左衛門様 （明治）13年1月6日 横切継紙・1通 990－189－1
（封筒）山田理兵衛→下高井郡江部村山田松三郎様平安郵信 （明治）13年7月18日 封筒・1通 990－190
990－190－1は封筒入
（書状、塩入氏の件など当地用向少々手間取りに付） 7月18日 横切紙・1通 990－190－1
山田理兵衛→山田松三郎様尊下











（封筒）従東筑摩郡出丘村之内百瀬百瀬田鶴→長野縣下下高 （明治）13年2月28日 封筒・1通 990－192
井郡江部村山田庄左衛門様要用平安990－192－1は封筒入、
封筒に「書留第二十九号」朱書あり
（書状、新年の挨拶などに付）田鶴拝→山田荘左衛門様 2月28日 横切紙・1通 990－192－1
貴下
（封筒）奥→江部村山田松三郎様990－193－1～2封筒一括5月3日 封筒・1通 990－193
（書状、長野表出向の儀御尊父様へ宜敷申し上げに付） 5月3日 横切継紙・1通 990－193－1
奥→山田松三郎様
（冨士槙流行賃銭の儀に付） 2日 横切紙・1通 990－193－2
（封筒）郡役所詰山田熊太郎→江部村山田理兵衛様当用書 5月2日 封筒・1通 990－194
990－194－1は封筒入
（書状、六川村井出栄治氏の儀に付使いを以て報知の 5月2日 横切紙・1通 990－194－1
こと）　山田熊太郎→山田平兵衛様




（書状、金銭前渡の儀に付）市村忠助→山田様閣下 4月16日 横切接罫紙・1通 990－196－1
（封筒）　大井泉→山田荘左衛門様990－197－1は封筒入 封筒・1通 990－197
（書状、頂戴もの仕り有難き候に付） 8月9日 横切継紙・1通 990－197－1
（封筒）従上水内郡柏原村中村利周拝復→下高井郡江部村山 6月7日 封筒・1通 990－198
田荘左衛門様親展　990－198－1は封筒入
（書状、本月十八日より御年回の忌辰に付）中村三周忌 6月7日 横切紙・1通 990－198－1
言→山田様几下





（復啓、拝借金速やかに御融通の儀に付）中村利払→山 11月13日 横切継紙・1通 990－199－2
田様几下
（口演、梵鐘落成に付撞初の案内のこと）旧高石村泉龍 7月10日 朱罫紙・1通 990－200
寺→江部村山田利兵衛様要用書
（封筒）上水内郡柏原駅中村利周→下高井郡江部村山田荘左 4月30日 封筒・1通 990－201
衛門様乞親展　990－201－1は封筒入





（封筒）下高井郡自転村竹節伊勢太→下高井郡江部村山田荘 2月26日 封筒・1通 990－202
左衛門様　990－202－1は封筒入












（書状、金録公債証書買入などの儀に付）山口粂太→山 12月9日 横切継紙・1通 990－205－1
田庄左衛門様
（封筒）牟礼宿小川千代吉→下高井郡江部村山田庄左衛門様 3月19日 封筒・1通 990－206
平安貴酬　990－206－1～2は封筒一括
（書状、出火の節早々訪問の上鄭重な見舞いの儀など 3月19日 横切紙・1通 　【X90－206－1
に付）　小川千代吉→山田御叔父上様
（書状、昨年悲願置候綿の儀出来に付）下ノ酒屋→御本 3月19日 横切紙・1通 990－206－2
宅さま御勝手
記（九月四人半金左衛門ほか〆代金1円76銭6厘書上） 横切紙・1通 990－207
（封筒）江部村山田荘左衛門→小林九之丞様乞親展 3月13日 封筒・1通 990－208
（書状、拙生辞職願いの儀などに付）山田荘左衛門→小 3月13日 横切紙・1通 990－208－1
林九之丞様　990－208－1封筒入
（舌代、過日頂戴物についての挨拶）関→山田様 6月12日 切紙・1通 990－209
（書状、来る三十日頼母子会合の儀に付）中野町より近 （明治）13年9月28日 横切紙・1通 990－210
山勝右衛門→江部村山田様
（書状、地方税金7銭5厘の儀四月徴収の運びに付）郡 3月12日 横切紙・1通 990－211
役所二士渡辺市平→山田様御報ノミ
（封筒）従東都府下本郷湯島天神町二丁目女坂下亀田ニテ小 明治14年1月3日 封筒・1通 990－212
林景一朗→長野縣信濃国下高井南東江部山田荘左衛門様平
信
（書状、新年の祝儀などに付）小林景一朗→山田荘左衛 明治14年1月3日 横切紙・1通 990－212－1
門様
（封筒）従江部山田荘左衛門→第拾九国立銀行長野支店御中 2月2日 封筒・1通 990－213
990－213－1封筒入













（書状、小作引方の儀小作人一同自宅へ呼寄談判に付） （明治）14年1月19日 朱罫紙・1通 990－217
問山小林九之丞→江部山田庄左衛門様親展
（封筒）東筑摩郡出丘村百瀬田鶴→長野縣下高井郡江部村山 1月5日 封筒・1通 990－218－1
田荘左衛門様書留至急要用平安990－21＆1～3は一括、990・
218－1－1は封筒入
（書状、御恩借之金子の儀に付）百瀬田鶴拝→御尊父山 12月30日 横切継紙・1通 990－218－1
田庄左衛門様閣下
（包紙）従長野篠田佐賢→下高井郡江部村山田荘左衛門様御 12月6日 封筒・1通 990－218－2
親展　990－218－2－1～3は包紙一・括
（書状、丸山君より書面差越の儀小生在勤中諸事取扱 12月6日 横切継紙・1通 990－218－2
困却に付）篠田佐賢→山田荘左衛門様、小林九之丞様
’
（書状、松本丸山登氏より旧伊奈縣事件拝借の儀に付） 12月6日 横切紙・1通 990－218－2
山田、小林→更級久衛






（封筒）従横濱□□幸兵衛方栗田太助→東京浅草八幡町脚柱 5月11日 封筒・1通 990－219
地　990－219－1は封筒入、封筒上部破損




（書状、拝借金返納の儀不融通に付）更級久衛→山田尊 8月9日 横切罫紙・1通 990－220－1
大人
（書状、小田中村頓所市兵衛旅費金下渡しの儀調中に （明治）12年3月8日 横切継紙・1通 990－221
付）　武中豊：寛→山田荘左衛門殿
（封筒）長野栄町北澤久右衛門→高井郡江部村山田荘左衛門 10月14日 封筒・1通 990－222
様高下平信　990－222－1は封筒入










（封筒）従飯山町石黒勘助（印）→高井郡江部村山田理右衛門 （明治）12年3月14日 封筒・1通 990一一225
様貴酬　990－225－1は封筒入




（封筒）長野栄町北澤久右衛門→東江部村山田荘左衛門様尊 明治14年1月20日 封筒・1通 990－226
下　990－226－1は封筒入
（書状、歳末の御祝儀iとして鮭一尾頂戴の儀に付御礼 1月20日 横切罫紙・1通 990－226－1
のことほか）　北澤久右衛門→山田荘左衛門様尊下
（封筒）神奈川県神奈川駅青木町第七拾番地綿貫助太郎→信 5月14日 封筒・1通 990－227
州下高井郡江部村山田荘左衛門様至急用　990－227－1は封筒
（書状、小生本月二日に神奈川駅青木町七拾番地に転 5月14日 横切継紙・1通 990－227－1
居に付文通の際は右様ご承知のことなど）碧衛拝→
山田御老君
（書状、書物拝借願に付）奥→山田松三郎様 8月3日 横切継紙・1通 990－228
（封筒）従新野中山寛→松三郎山田大兄閣下990・229－1～2 封筒・1通 990－229
は封筒一括
（書状、昨日湊帰り後直に軌車を馳せ江部村へ到着の 8月22日 横切紙・2通 990－229－1
儀御老君井酒造大人へ御伝言に付）中山寛→松三郎
山田公　継目剥離か
（書状、御馳走の儀拝謝に付ほか）中山寛之助→山田松 26日 横切紙・1通 990－229－2
三二様乞親展





（書状、山田家へ上納の利子金に付）赤塩村保証人瀧澤 明治13年9月5日 横切紙・1通 990－231－1
覚市郎→山田荘左衛門様
（封筒）　在宅一同→山田荘左衛門様232－1は封筒入り。 11月16日 封筒・1通 990－232







（書状、田村長治郎の葬送に付）小沢久右衛門親類→東 8月30日 横切紙・1通 990－234
江部村山田荘左衛門様








（封筒）坂本→山田様237－1は封筒入り。 8月29日 封筒・1通 990－237




（封筒）町田常四郎→山田荘左衛門様238－1は封筒入り。 8月24日 封筒・1通 990－238
（書状、珍蔵のジュウタン拝謁などに付）町田常四郎 8月25日 青罫紙・1通 990－238－1
（印、「町田」）→山田
（封筒）本所区ハ元町四番地上総屋嘉右衛｛宅丸山要左衛門 8月25日 封筒・1通 990－239
→長野二二信濃国下高井郡伊那村山田庄左衛門様239－1は
封筒入り。















（書状、丸山氏同伴来車のこと）篠田→山田様 5月10日 横切継紙・1通 990－244－1




（書状、年末の祝儀として塩引き鮭1疋呈上などに付） 12月20日 横切継紙・1通 990－246－1
小林九之丞→山田兄君
（封筒）長野栄町北沢久右衛門→江部邨山田荘左衛門様 12月26日 封筒・1通 990－247
247－1は封筒入り。「使常助江托ス」とあり。
（書状、或胃症のため、脚使により拝借願の件、連絡 12月26日 横切紙・1通 990－247－1
のこと）　北沢久右衛門→山田荘左衛門様
（書状、借財日延べ願に付）穴田村金子伊助（印）→東江 辰1月22日 竪切紙・1通 990－248
部村山田御主人様
（封筒）新造（印、「曽我」）→山田様249－1は封筒入り。 2月8日 封筒・1通 990－249
記（米1駄に付）新造→山田利兵衛様 2月8日 横切罫紙・1通 990－249－1
（書状、永太郎法事執行のため、中野より出張などに 20日 横切紙・1通 990－250
付）小林拝→山田君
（封筒）中村即事→山田荘左衛門殿251－1は封筒入り。 封筒・1通 990－251














（書状、昨日辞令書送り致し候につき）小林永之助（間 4月2日 切継紙・1通 985－4
山村小林永太郎）→山田熊太郎様貴下（江部村山田熊太郎御
史）封筒とも





（書状、株券の高低を電信にて申送につき）松三郎（弁 （明治）16年3月26日 切継紙・1通 985－6－2
弐岩崎商店山田松三郎）→山田理兵衛様、熊太郎様（信州下
高井郡江部村山田熊太郎様）
（書状、拙意につき）山田松三郎→山田理兵衛様、本家御 3月6日 切継紙・1通 985－7－1
父上様　封筒とも、985－7－1～3は挟込一括
横浜株式取引所相場附 明治16年3月6日 切紙・1通 985－7－2
横浜株式取引所相場附 明治16年3月5日 切紙・1通 985－7－3




横浜株式取引所相場附 明治16年2月16日 切紙・1通 985－8－2
横浜株式取引所相場附 明治16年2月17日 切紙・1通 985－8－3
（書状、借金日延につき）野沢いつみや孫左衛門方面野村 2月24日 切紙・1通 985－9
武内建覚拝（印、「武内」）→江部村山田庄左衛門様封筒と
（書状、一月二日開店につき）綿貫孝造（弁二岩嵜商店綿 12月25日 竪紙・1通 985－10
貫孝造）→山田熊太郎様（信州下高井郡江部村山田熊太郎
様）封筒とも
（書状、眼鏡を直した上で返上につき）中山拝（中山真 10月8日 切継紙・1通 985－11
之助）→山田大兄（山田熊太郎様）封筒とも
記（売渡証券他代金559円45銭書上） 切継紙・1通 985－12
（書状、公債証書50円券以下の分運搬につき）本県会 10月18日 切継紙・1通 985－13
斗課公債掛（印）→右戸長役場（下高井郡江部村戸長役場）
封筒とも











口上（土佐流御珠蔵の分拝読につき）北澤（長野北澤久 7月15日 切継紙・1通 985－17－1
右衛門）→山田様（江部村山田荘左衛門様）封筒とも、985一
17－1と2は挟込一・括
（書状、病気の伯父の近況につき）北澤久右衛門→山田 7月15日 切継紙・1通 985－17－2
荘左衛門様貴下（江部村山田荘左衛門様）
御台（クサリ縮緬入落につき）市村拝（小布施市村善輔） 6月22日 切継紙・1通 985－18－1
→山田様（江部山田熊太郎様）封筒とも、985－18－1と2は挟
込一括
（書状、額縁落掌につき）市村善輔拝（小布施市村善輔）→ 6月23日 切継紙・1通 985－18－2
山田賢兄閣下





（書状）中山拝→江部村山田賢兄 6月 切紙・1通 985－21
（書状、アケビの蔓の儀につき）小林永三郎（間山村小林 5月17日 切継紙・1通 985－22
永三郎）→江部山田熊太郎様（江部山田熊太郎様）封筒と
（書状、拝借金返納の延引願い）新津貞永→山田荘左衛 4月30日 切紙・1通 985－23
蝋様（上高井郡江部村山田荘左衛門様御親展）封筒とも
（書状、政平について万端御教諭願い）綿貫碧濤拝（青 明治16年6月24日 切継紙・1通 985－24
木町七拾番地綿貫孝造）→山田御老君様、同熊太郎様（信州
下高井郡江部村山田荘左衛門様）封筒とも
（書状、請負証券の儀了承につき）小林永三郎→山田熊 11月13日 切継紙・1通 985－25
太郎様（江部山田熊太郎様）封筒とも
（書状）熊太郎拝（上高井郡江部山田熊太郎）→父上様（東京 5月28日 切継紙・1通 985－26
浅草八幡町三番町藤田和子様方山田荘左衛門様）封筒と




謹啓（明六日にお礼申し上げ候）中村六左衛門（柏原中村 12月5日 切紙・1通 985－29
六左衛門）→山田様（江部山田様）封筒とも
（書状、安田村清左衛門建窯につき）清左衛門方山田□ 12月5日 切継紙・1通 985－30
→江部山田本宅御取次御中
（地券他書上）　山田□兵衛→山田御本宅サマ封筒とも 12月10日 切継紙・1通 985－31
（書状）封筒とも、985－32－1と2は挟込一括 1月2日 切紙・1通 985－32－1








（書状、昇華寺判建碑募寒川の儀につき）みさきや出張 （明治）16年8月15日 切紙・1通 985－34
先光□再拝（平穏村宮崎□左衛門方出張松代春原光□拝）→
山田さ大人御伝史（江部村山田庄左衛門様）　封筒とも 」
（書状、先日依頼の品につき）麹池省三→山田御隠居様 5月9日 切継紙・1通 985－35
封筒とも
（書状、拝借金遅延につき）中山實之助→山田熊太郎様 2月18日 切継紙・1通 985－36
封筒とも
（書状、所蔵の頼山陽を此度売却したき儀につき）市 2月25日 切継紙・1通 985－37
村善輔拝（小布施市村善輔）→山田賢兄閣下（江部山田熊太
郎様玉展）封筒とも
（書状、山陽翁幅売却につき）市村善輔拝（小布施市村善 6月26日 切継紙・1通 985－38
輔）→山田賢兄（下高井郡江部山田熊太郎様）　封筒とも
（書状）新□（間山ヨリ三二信貫）→熊太郎様封筒とも 10月15日 切紙・1通 985－39
（書状、当地へ明六日出張につき）小林九之丞（間山村小 12月5日 切継紙・1通 985－40
二九之丞）→山田様机下（江部山田様）封筒とも
（書状、御棚父君山田温泉御入津に付）（間山村）小林九 明治16年10月8日 切継紙・1通 985－41
之丞→山田熊太郎様　封筒とも









（書状、金子恩借願）（弁原村）下田半亮（印）→（江部村）山 7月2日 切紙・1通 985－45
田荘左衛門様、親展　封筒とも









（書状、東京横降等の景況報告）（浅草区八幡町3番地信 2月28日 切継紙・1通 985－47
濃屋和助方）久保田和三郎拝→（信濃国下高井郡江部村）山
田熊太郎様（山田庄左衛門）尊□　封筒とも
（書状、横濱株式御渡与の礼、株式売買の報告）（牟礼 （明治16）年4月7日 切継紙・1通 985－48
より）小川弥右衛門→（下高井郡江部村）山田庄左衛門様、
閣下（至急要（電力）信）封筒とも





（書状、治療のため在京中の御心配などの礼、帰宅の 10月21日 切継紙・1通 985－50
報告）　（上高井川井上村20番地）坂本亀之助→下高井郡江
部村山田荘左衛門様、御中　封筒とも
拝啓（書状、□□商社借金の一条に付、御指令御下輿 （明治16）年2月17日 切継紙・1通 985－51
の礼）　（柏原村）中村六左衛門→（下高井郡江部村）山田荘
左衛門様、小林九州丞様、右几下　封筒とも




（書状、御深切への礼）（長野榮町）北澤久右衛門→（東江 12月29日 切紙・1通 985－53
部村）山田荘左衛門様、閣下　封筒とも
（書状、建具屋金次へ談判仕に付）（安田にて）理兵衛→ 12月9日 切継紙・1通 985－54
（江部村）山田熊太郎様、大至急要用　封筒とも
（書状、、多吉儀範身中既に改心の上精勤致すに付、慎 12月26日 切紙・1通 985－55
みを解き帰宅の旨報告）北澤久右衛門→山田荘左衛門
様、山田熊太郎様、閣下











（書状、長野表へ転居に付）石山礼太郎→山田庄左衛 4月6日 切継紙・1通 985－60
門様　封筒とも、端裏書あり
（書状、宅地居宅等の仕訳差出のこと）下高井郡役所庶 　　　oi明治16）年6月5日 切紙・1通 985－61
言掛（印、「下高井郡役所庶務掛」）→山田理兵衛殿　封筒と
も、「下高井郡役所」印のある朱罫紙








（書状、御客昨朝名貴家より御案内に付）花房屋→追分 4月13日 切紙・1通 985－64
宿大黒屋様
（書状、東京出立の儀急に十一日立に付、御用向御調 4月8日 切継紙・1通 985－65
置のこと報知）　（小布施より）高津猪八郎（印）→（下高井
郡江部村）山田荘左衛門様、至急用　封筒とも、青色紙












（書状、小型のポンプ買入、長野県監獄署新築に付） 5月21日 切継紙・1通 985－68
（江部）山田熊太郎→（東京浅草区八幡町3番地信濃屋和助様
方）父上さま（山田荘左衛門）、閣下
（書状、御国より御書翰二二に付、直に御郵送のこと） 4月25日 切紙・1通 985－69－1
和助拝→山田様　封筒とも、985－69－1～2は封筒一括、
985－69－2に挟込




郵便はがき（地方税第二期学校罰金6円82銭3厘取立） （明治15）年9月17日 葉書・1通 985－70
同仁吉村戸長役場→下高井郡江部村山田庄左衛門殿









郵便はがき（池の心心物品価格引下げ販売の案内）上 （3月9日） 葉書・1通 985－75
水内郡吉田本町　愚身瀧の音　本舗磐屋　瀧澤又右衛門→
下高井郡永部村山田正左衛門様、貴下　月日は郵便印より
郵便はがき（新聞発行停止ノ旨達に付、停刊のこと報 明治15年2月7日 葉書・1通 985－76
知）長野町661番地信濃新聞社→下高井郡江部村山田荘左
衛門様
郵便はがき（昨日廻文願開通に付）小布施市村善輔（印） 7月6日 葉書・1通 985－77
→下高井郡江部村山田熊太郎様、几下
















郵便はがき（前橋表へ一泊）神奈川山田松兵衛→信州下 11月16日 葉書・1通 985－84
高井郡江部村山田熊太郎様、同理兵衛様
郵便はがき（恭賀新年の挨拶）長野県管下松本北深志町 明治15年1月8日 葉書・1通 985－85
1丁萬丸山登→下高井郡江部村山田庄左衛門
郵便はがき（先師常山の論蔵石碑建設出資禄に付）上 （明治16）年8月10日 葉書・1通 985－86
高井郡仁礼村出張先春原光雄（印、「春原」）→下高井郡江部
村山田庄左衛門様
郵便はがき（年賀の挨拶、少甥も無事加年に付）東京 1月3日 葉書・1通 985－87
芝区より小川千代吉→信州下高井郡江部村山田庄左衛門
殿、人々御中
郵便はがき（恭賀新年の挨拶）東京媒精長響町1丁目13番 （明治15）年1月2日 葉書・1通 985－88
地寺田孝志下曽我次治（印、「曽我」）→信濃国下高井郡東江
部村山田庄左衛門様












（書状、本村字中町西側宅地一ヶ所字上原水本なる宅 7月21日　　　『 切継紙・1通 985－93
地抵当のこと、右宅地拝借懇願）（小布施）市村善輔拝
→下高井郡江部山田熊太郎様、要信　封筒とも、黄色紙
（書状、高津氏懇願の儀に付）市村拝→山田様、机下 7月22日 切継紙・1通 985－94
封筒とも、黄色紙




（書状、横姦謀格別変わりなし）（相嫁より、弁二岩崎商 4月13日 切継紙・1通 985－96
店方）山田松三郎→（信州下高井郡江部村）山田庄左衛門
様、至急要信　封筒とも、朱罫紙
（書状、栄華の祝儀につき）東京下谷区上野桜木町29番 明治15年1月11日 切紙・1通 985－97
地三寿院寄留）小林景一郎→（長野県信濃国下高井郡江部
村）山田庄左衛門様　封筒とも、破損有り（一部焼損）
（書状、急病に付本日死去仕、出棺の儀お知らせ、病 8月18日 切紙・1通 985－98
名腹膜炎）綿貫市郎→（江部村）山田隈太郎様封筒とも ／
（書状、御影の段拝謝のこと）綿貫市郎→（下高井郡江部 10月1日 切紙・1通 985－99
村）山田熊太郎様、御家対中様　封筒とも、封筒一部破損
有り
（書状、御厚情への礼、12日帰村のことご承知のこ 5月20日 切継紙・1通 985－100
と、沈香中位の品1円程）貞→（しなのやにて）山田様
封筒とも、青罫紙





（書状、長野光石大内昌次君宅へお尋ねに付）熊太郎 12月8日 切継紙・1通 985－101－2
→山田理兵衛様













（書状、留守中の出張先のことなど報告）熊太郎拝→ 10月23日 切継紙・1通 985－107
（山田温泉松本屋にて）山田荘左衛門様、侍史封筒とも、
封筒水色
















，（書状、岩崎主人当方御帰りに付、）　（神奈川駅より、 11月21日 切継紙・1通 985－114
青木町70番地）綿貫碧濤→（信州下高井郡江部村山田熊太郎
様にて）山田松三郎様、至急用　封筒とも









（書状、恭祝新年の挨拶）（上水内郡柏原村）中村六左衛門 （明治15）年1月10日 切紙・1通 985－118
→（長野県下高井郡江部村）山田荘左衛門様、几下　封筒と





















（書状、御厚情の礼）貞→山田様 5月11日 切継紙・1通 985－123－2
（書状、糊代運賃勧農10円遣わしの願）大徳寺→東江部 竪紙・1通 985－124
山田御本宅様行
（書状、御像画一条に付）（濱町1丁目）天絵学会幹事→（浅 5月1日 切継紙・1通 985－125
草区八幡町3番地信濃世風介方）山田荘左衛門様　封筒と
も、封筒一部破損、像画のスケッチあり
封筒　東筑摩郡山マ丘村之内百瀬百瀬田鶴→長野県下高井郡 7月13日 1通 985－126
江部村山田荘左衛門様、平信
（書状、面談に付、諸見伝知）萩野馬鹿子息省之介毒血 1月12日 切紙・1通 985－127
洌→山田尊兄君　赤罫紙





（書状、御親父様御多忙白鷹遣わしに付）（長野栄町）北 5月9日 切紙・1通 985－130
澤久右衛門→（東江部村）山田熊太郎様、三下　封筒とも
（書状、掛り金融通に付）篠田和三郎拝→江部山田御本宅 5月26日 切紙・1通 985－131
様、尊下








（書状両家祖先の年回に付、法会執行の知らせ）（牟 7月8日 切継紙・1通 985－136
礼駅）弥右衛門（小川）、昌夫→（下高井郡江部村）庄左衛門
様、貴下　封筒とも







（書状、郡長公他□会の儀に付山亭へ来訪のこと）（中 3月16日 切継紙・1通 985－138
野春水）篠田佐羅拝→（江部村）山田御老公、小林賢兄　封
筒とも
（書状、馳走の礼、金圓送届の儀遅延に付）（上水内郡 12月18日 切継紙・1通 985－139
牟礼駅）小川昌夫→（下高井郡江部村）山田熊太郎賢兄、貴
下　封筒とも、封筒青色
（書状、長野出途以来の行程）（浅草八幡町信濃屋止宿） 4月16日 切継紙・1通 985－140
荘左衛門→（下高井郡江部村）熊太郎殿、理兵衛殿、貴下
封筒とも
（書状、先日馳走の礼、飯田表へ商用に付）松代町玉井 5月15日 切紙・1通 985－141
功蔵→高井郡江部村山田熊太郎様　封筒とも








（書状、逓送の荷物に付）（東筑摩郡山マ丘村百瀬）百瀬田 8月8日 切紙・1通 985－144
鶴→（長野県下高井郡江部村）山田庄左衛門様、閣下　封筒
とも




（書状、帰省の劒御厚情の礼）（横濱より、弁弐岩崎商店 11月21日 竪紙・1通 985－146
二而）綿貫孝造→（信下高井郡江部村）山田御尊父様（山田荘
左衛門）、閣下　青罫紙、「岩嵜」印あり
（書状、内海旭嶋死去の報知）　（中野町商）内海親類安達 明治16年4月30日 竪紙・1通 985－147
彦元→（江部村）山田庄左衛門様　赤罫紙









（書状、郵便為替も少しばかりの事に付）（長野県下高 4月24日 切継紙・1通 985－150
井郡江部村）新□信貫→（東京浅草八幡町信濃屋和助様方二
テ）山田庄左衛門様、平安　封筒とも
（書状、公債書書き換えにつき）弟松三郎より（神奈川壷 7月9日 切継紙・1通 985－151
青木町七拾番地山田松三郎）→御兄上様、酒屋〃兄上様（信
州下高井郡江部村山田熊太郎様）　封筒とも





（書状）稲岡兼吉→山田松三郎様貴下（信州下高井郡江部村 酉12月1日 青罫紙・1通 985－153
山田松三郎様）封筒とも、「神奈川六下」の印あり
（書状、屏風売却につき）市村善輔→山田様封筒とも 8月2日 切継紙・1通 985－154













（書状、返納金延引につき）北澤久右衛門（長野栄町北澤 明治16年5月25日 切継紙・1通 985－159
久右衛門）→山田熊太郎様閣下（江部村山田荘左衛門様閣
下）封筒とも
（書状、煙管張替につき）小林永三郎（間山村小林永三郎） 4月6日 切継紙・1通 985－160
→山田熊太郎様机下（江部村山田熊太郎様）封筒とも




（書状、法事の法会品ほかにつき）上山田三太郎（印、 正月20日 切紙・1通 985－163
「山田」）→下大徳寺様
（書状、常磐座において劇場始まるにつき）北澤久右衛 明治16年4月25日 切紙・1通 985－164
門（長野栄町北澤久右衛門）→山田熊太郎様（下高井郡東江
部村山田荘左衛門様）封筒とも




（書状）新版拝（問山村新□拝）→田熊太郎様（江部村山田熊 12日 切継紙・1通 985－166
太郎三三取次中）封筒とも
（書状、金円の儀につき）北澤久右衛門（長野栄町北澤久 5月30日 切紙・1通 985－167
右衛門）→山田熊太郎様貴下（江部村山田熊太郎様閣下）
封筒とも




（書状、竹の枝入用につき）小林寄騎丞（間山村小林拝）→ 8月5日 切継紙・1通 985－170
山田楽老君机下（江部山田様）封筒とも






（書状、数奇形一冊相添につき）しのた拝（松川篠田拝） 3月14日 切紙・1通 985－172
→山田様（江部山田様）封筒とも
（書状、更科村勘兵衛俸嘉太郎儀に付）（間山村）新□拝 3月19日 切継紙・1通 985－173
→山熊兄（山田熊太郎）　封筒とも
（書状、ご機嫌伺いの挨拶）　（小布施）市村拝（市村善輔） 3月29日 切継紙・1通 985－174
→（江部）山田様（山田熊太郎）、尊下　封筒とも
（書状、ご機嫌伺いの挨拶）ゾヲ→おとうさま、尊下 7月12日 切継紙・1通 985－175







（葉書、荷物受取につき）山田荘左衛門→山田熊太郎殿 7月20日 葉書・1通 993－1
郵便印あり
（葉書、御恩借仕置候金負御返済可申候処）小布施村佐 11月24日 葉書・1通 993－2
藤田平→江部村山田熊太郎殿閣下　郵便印あり
（葉書、年賀状）綿貫孝造→信州高井郡江部村山田熊太郎 卯1月2日 葉書・1通 993－3
様、山田理兵衛様　郵便印あり
（葉書、年賀状）→信州高井郡江部村山田荘左衛門、山田 1月2日 葉書・1通 993－4
荘三郎様郵便印あり
（葉書、年賀状）越後中野城郡大貫村矢沢綱四郎→長野縣 明治19年1月1日 葉書・1通 993－5
下高井郡江部村山田荘左衛門様　郵便印あり
（葉書、年賀状）松本荘平→長野縣信濃國東江部山田荘左 1月2日 葉書・1通 993－6
衛門様郵便印あり
（葉書、灌湯器入用に付）山田温泉荘蔵→下高井郡江部村 9月26日 葉書・1通 993－7
山田熊太郎殿　郵便印あり
（葉書、雛形願上申候に付）山田理兵衛→下高井郡江部 4月27日 葉書・1通 993－8
山田荘左衛門様　郵便印あり





（書状、一筆啓上仕候、京掛物共進会へ御用有之出京 5月15日 切継紙・1通 993－10－1
仕事）貞永→山田様
（封筒）信濃貯金銀行長野支店→下高井郡江部村山田庄左衛 （明治）18年7月13日 封筒・1通 993－11
門出993－11－1は封筒入





（書状、金縁公債証売却人有之候に付） 11月3日 切継紙・1通 993－12－1
（封筒）飯山山田利兵衛→江部村山田町本宅993－13－1は12月18日 封筒・1通 993－13
封筒入
（書状、地券証券被計零度田鼠上封に付）山田利兵衛→ 12月18日 切継紙・1通 993－13－1
御本宅様
（包紙、大至急要用）山田利兵衛→下高井郡江部村山田熊 2月23日 包紙・1通 993－14
太郎様993－14－1は封筒入
（書状、時候の挨拶）山田利兵衛→山田熊太郎様 明治18年2月23日 切継紙・1通 993－14－1
（封筒）信州店山宿篠田佐資→長野県下信濃国下高井郡江部 6月23日 封筒・1通 993－15
村山田熊太郎様993－15－1は封筒入
（書状、諸二等もそろそろ引揚候様子に付） 6月23日 切継紙・1通 993－15－1




（書状、姉疾病に付）山田杉三郎→山田御本宅様 2月22日 切継紙・1通 993－16－1
（封筒）綿貫碧兵衛→下高井郡江部村山田熊太郎様993－176月2日 封筒・1通 993－17
一1は封筒入





（書状、証券至急要用二相成型問、明日帰り郵便に御 5月28日 切継紙・1通 993－18－1
送り附奉願上候）山田利兵衛→山田熊太郎様
（封筒、書留）上水内郡長ノ町三橋晋→下高井郡江部村山 （明治）18年7月18日 封筒・1通 993－19
田庄左衛門殿　993－19－1は封筒入
（書状、借用の月紙返納金ノ由に付）三橋晋→山田庄左 （明治）18年7月18日 切継紙・1通 993．19－1
衛門様
（封筒）高田呉服町→長野県下高井郡江部村山田庄左衛門様 （明治）18年8月21日 封筒・1通 993－20
993－20－1は封筒入
（書状、兼て申上置候物出荷の事）麹池省三→山田熊太 8月21日 切継紙・1通 993－20－1
郎様
（封筒）清白松之助→長縣信濃国下高井郡江部村山田熊太郎 明治18年6月28日 封筒・1通 993－21
様993－21－1は封筒入
（書状、本月より牛込町浅田ト申医師病院に参る事に 明治18年6月28日 切継紙・1通 993－21－1
付一筆啓上）清陰松之助→山田熊太郎様
（封筒）良主駅小川昌夫→下高井郡江部村山田熊太郎様 8月12日 封筒・1通 993－22
993－22－1は封筒入
（書状、先般在濱松三郎様よりの信書に付）小川弥右衛 8月12日 切継紙・1通 993－22－1
門、小川昌夫→山田熊太郎様
（封筒）麹池省三→長野縣下高井郡江部村山田庄左衛門様 11月12日 封筒・1通 993－23
993－23－1は封筒入




（封筒）麹池省三→長野縣下高井郡江部村山田庄左衛門様 （明治）18年6月27日 封筒・1通 993－25
993－25－1は封筒入
（書状、先般相願御方へ相来訪に相成に付）週期省三→ 6月27日 切継紙・1通 993－25－1
山田熊太郎様
（封筒）阪本則敏→山田庄左衛門殿993－264は封筒入 封筒・1通 993－26
（書状、書留に付）阪本則敏→山田庄左衛門様 9月26日 切継紙・1通 993－26－1
（封筒）小川弥右衛門→下高井郡江部村山田熊太郎様993一4月1日 封筒・1通 993－27
274は封筒入
（書状病気追々重体最早全治ノ目途無之に候二付） 4月1日 例継紙1通 993－27－1
小川弥右衛門→山田熊太郎様












（書状、清使本日横浜解艦に相成候七二）二二省三→山 2月26日 切継紙・1通 993－29－1
田熊太郎様
（封筒、願用至急）根岸□杉村山本虎方止宿曽我欽次郎→ 1月14日・ 封筒・1通 993－30
信州下高井郡中野東町曽我新造様　993－30－1は封筒入







（封筒）上水内郡長埜町三橋晋→下高井郡江部村山田庄左衛 （明治）10月20日 封筒・1通 993－32
門出993－32－1は封筒入
（書状、金返済仕候間書付）山田晋→山田庄左衛門殿 10月20日 切継紙・1通 993－32－1
（封筒）上高井郡井上村阪本喜之助→高井郡東江部村山田庄 11月10日 封筒・1通 993－33
左衛門様御中　993－33－1は封筒入
（書状、本日より法事仕に付）阪本喜之助→山田庄左衛 11月10日 切継紙・1通 993－33－1
門様
（封筒）上水内郡北長池町吉松集舩代三橋晋→長野縣下高井 （明治18年）6月18日 封筒・1通 993－34
郡江部村山田庄左衛門殿　993－34－1は封筒入
（借ノ銭返納金に付）三橋晋→山田庄左衛門様 6月18日 切継紙・1通 993－34－1
（封筒） 封筒・1通 993－35－0
（おりん子引越につき書状）小川弥右衛門→山田熊太郎 明治18年7月24日 四切継紙・1通 993－35－1
閣下
（封筒）　山田熊太郎→山田理兵衛様　中身なし （明治18年）2月16日 封筒・1通 993－36－0
（封筒） 封筒・1通 993－37－0
（自分井二木村氏出頭願候につき）山本芳造→山田理兵 明治18年2月16日 竪切紙・1通 993－37－1
曲射
（封筒） 封筒・1通 993－38－0
（曽我氏本日入営候につき）中野町中澤由兵衛宿山本町 明治18年2月16日 竪切紙・1通 993－38－1
造→下高井郡江都村山素話兵衛殿
（封筒） 封筒・1通 993－39’一〇
（拝借金返済につき）北原弥右衛門→山田熊太郎 酉11月30日 竪切紙・1通 993－39－1
（封筒） 封筒・1通 993－40－0







（書状、証券送りつけに付）山田理兵衛→山田熊五郎様 6月2日 横切継紙・1通 993－41－1
（封筒）駒澤貞永→山田庄左工門様993－42－1は封筒入り、6月29日 封筒・1通 993－42
封筒に「金円在中」、継ぎ目に印あり。
（書状、金銭調達に付）駒澤貞永→山田和田工門様 6月29日 横切紙・1通 993－42－1
（封筒）坂木亀之助→［山］田庄左衛門様993－42－1は封筒入 11月24日 封筒・1通 993－43
り、封筒破損。
（書状、当家法会に付）坂木亀之助→山田庄左衛門様 11月24日 横切紙・1通 993－43－1
（封筒）長野北沢久右衛門→江部村山田熊五郎様993－44－1 封筒・1通 993－44
は封筒入、封筒裏に配達の使用人名あり。
（書状、本日午後より亡き父の中陰に付）家内→江部村 2月5日 横切紙・1通 993－44－1
山田熊五郎様
（封筒）市川助次郎→山田三五郎様993－45－1は封筒入り。12月18日 封筒・1通 993－45
（書状、お尋ねの代償お預かりに付）市川助次郎（印）→ 12月18日 横切紙・1通 993－45－1
江部村山田熊五郎様
（封筒）黒木国蔵→山田熊五郎様993－46－1は封筒入り。4月2日 封筒・1通 993－46
（書状、種々御饗応頼まれに付）黒木国蔵→山田熊五郎 4月2日 横切継紙・1通 993－46－1
様　間に粗品進呈の一紙あり。
（書状、御返書に付）山田理兵衛→山田三五郎様端裏書 6月12日 横切紙・1通 993－47
あり。
（書状、証書送付されたくに付）山田理兵衛→山田熊五 6月12日 横切継紙・1通 993－48
郎様、山田御本宅様
上水内郡善光寺前中島小左衛門→下高井郡江部町山田荘左 17年11月21日 封筒・1通 993－49
衛門様　「長野貯蔵銀行積立金規約」の裏紙使用
中島小左衛門→山田荘左衛門様 17年11月21日 横切継紙・1通 993一一1
（封筒）　〔下高〕井郡江部村山田荘左衛門殿→下高井郡往郷村 封筒・1通 993－50
穂高村戸長役場　封筒上部破損、宛名横に「要領」




（書状、時候の挨拶）小井多吉→山田熊太郎 5月22日 横切紙・1通 993－51－1























（書状、謝金受取り、残金返上に付）小川弥右衛門→山 5月31日 横切紙・1通 993－56－1
田熊五郎様閣下
（封筒）小川昌夫→山田熊太郎様993－57－1は封筒入り。5月31日 封筒・1通 993－57
















（封筒）　中野町西川方綿田□造（印）→江部村山田御本宅 明治19年1月19日 封筒・1通 993－61
993－61－1は封筒入り。






（書状、下谷中徒士町今泉丘之に諸事件始審の代言人 未8月4日 横切紙・2通 993－63－1
頼みに付）　山田理兵衛→山田麟五郎様
（書状、時候の挨拶）山田理兵衛（印）→山田熊五郎様 6月5日 青罫紙・1通 993－64
（封筒）大徳寺→江部村山田庄左衛門様993－65－1は封筒入 993－65
り。
（書状、大徳寺屋根の萱不足に付）大徳寺→山田当主殿 6月14日 朱罫紙・2通 993－65－1










（書状、預け置きし弟子ご恩に付、礼文）　渡辺俊龍 明治14年8月6日 横切紙・1通 993－69－1
（印）→山田理平様　緑色の切紙使用。
（封筒）平川村外四ケ村戸長役場二而小川弥右衛門（印）→ 10月15日 封筒・1通 993－70
江部村山田熊五郎様閣下　993－70－1は封筒入り。
（書状、老翁様お祝いに付）弥右衛門→山田熊太郎様 10月12日 横切継紙・1通 993－70－1







（書状、時候の挨拶）青木→山田様 10月6日 横切継紙・1通 993－72－1
（封筒）〔吉〕田熊太郎様→牟礼小川昌夫993－73－1は封筒入9月20日 993－7冠
り。
（書状、松三郎兄よりの為替を使者に相渡すことなど 9月20日 横切紙・1通 993－73－1
願）　昌夫→熊太郎□□
（封筒）牟礼酒屋→山田御本二様993－74－1は封筒入り。10月8日 封筒・1通 993－74
（書状、両替金先に治め入れ置き候に付）下部分欠 8日 横切紙・1通 993－74－1
損。







（書状、時候の挨拶）中村六左衛門家内→山田荘左衛門 18年8月28日 横切紙・1通 993－77－1
様
（封筒）村越茂助→山田熊太郎様993－78－1は封筒入り。9月13日 封筒・1通 993－78
（書状、返金に付）村越茂助→江部村山田熊太郎様 9月13日 横切継紙弓通 993－78－1
（封筒）長野吉杢果明→山田理兵衛様993－79－1は封筒入 封筒・1通 993－79
り。




















（書状、おふくろサマ病節二付） 12月9日 横切紙・1通 993－85
（封筒）　同　浦次郎→山田熊太郎 7月3日 横継紙・1通 993－86
（書状） 7月3日 1通 993－86－1
（書状、時候の挨拶）下田半払→江部郡山田熊太郎’ 11月6日 横継紙・1通 993－87
（封筒）　三ツ和村小村平八→江部村山田庄左衛門 18年10月26日 封筒・1通 993－88





（書状、国内御購入ノ新宅へ近々御引渡二付）小川弥 11月26日 横切紙・1通 993－90－1
右衛門→山田熊太郎
（書状、　山田理兵衛→江部郡山田熊太郎 7月16日 横継紙・1通 993－91
（封筒）惣兵衛→下高井郡江部村山田 11月20日 封筒・1通・（車夫 993－92
□次第托ス）
（書状、芝居に付）長野□即興兵衛→山田旦那 11月20日 横切紙・1通 993－92－1
（封筒）長野三賀町→山田庄左衛門 18年12月18日 封筒・1通 993－93
12月18日 横継紙・1通 993－93－1
（封筒）間山村小林永太郎→江部邨山田熊太郎94－1は封筒 12月9日 封筒・1通 993－94
入り。
（書状、鈴木長兵衛より買入の地所に付、示談のこと） 12月9日 横切継紙・1通 993－94－1
小林九之丞・同永太郎→山田熊太郎様













（書状、政府へ申請の金30万円拝借の件、受理に付） 8月22日 横切継紙・1通 993－98－1
慎左衛門→理兵衛様
（封筒）　山田由兵衛→江部村山田熊太郎様 2月20日 封筒・1通 993－99
一127一
書状入袋
（封筒）　山田浦次郎→山田熊太郎殿　100－1は封筒入り。 7月16日 封筒・1通 993－100
（書状、7月1日の暴風雨と大洪水に付、お見舞いの 7月16日 横切継紙・1通 993－100－1
こと）　浦次郎拝→山田熊太郎殿呈膝下
（封筒）新潟丁丁頸回郡高田呉服町村干与平方寄留麹池省三 18年7月20日 封筒・1通 993－101
（印、「麹池」）→長野縣下高井郡江部村山田熊太郎様　101一
1は封筒入り。
（書状、米穀高騰と不景気などに付）麹池省三→山田熊 7月20日 横切継紙・1通 993－101－1
太郎様
（封筒）八幡町信和方山田荘左衛門→信州下高井郡江部邨十 7月12日 封筒・1通 993－102
五番地山田熊太郎殿　102－1は封筒入り。








（封筒）　山田熊太郎→山田荘左衛門様　104－1は封筒入り。 10月2日 封筒・1通 993－104




（書状、組合設立に付）駒澤貞永→山田荘左衛門様 2月2日 横切紙・1通 993－105－1
（書状、組合設立に付願い書き） 横切紙・1通 993－105－2
（書状、金円借用証書受取に付）山田理兵衛→江部村山 6月3日 横切継紙・1通 993－106
田熊太郎様　調印の上巻付するよう端裏書あり。
（封筒）竹田井村外六ヶ村戸長役場→江部村山田利兵衛殿 明治18年6月1日 封筒・1通 993－107
993407－1は封筒入り。




















（書状拝借金壱円返納に付）奈良定助（印）→山田隠匿 12月15日 横切継紙・1通 993－112－1’
衛門様
（書状、東京仮居に付）中□明宜→下高井郡江部村山田熊 1月5日 朱罫紙・1通 993－113
太郎様
（書状、東京表にて相調べ、持参に付）青木→山田様 12月4日 横切継紙・1通 993－114
ロ換（代言届委任状二二に付）小林小太郎→山田様 6月20日 横切継紙・1通 993－115
（書状、証文のこと）山田御本宅サマ→山田理兵衛 4月9日 横切継紙・1通 993－116
（封筒）高野村村越蔑助→山田兵衛殿　「依頼書」とあり。 10月12日 封筒・1通 993－117
（封筒）麹池〔破損〕→山田熊太郎様998－118－1は封筒入り。2月7日 封筒・1通 993－118
（書状、神奈川様お調べに付）麹池省三→山田熊太郎 2月7日 横切継紙・1通 993－118－1
（封筒）山田重兵衛→江部村山田熊太郎様993－119－1は封筒4月20日 封筒・1通 993－119
入り。封筒に「急用」とあり。
て書状、拝借金百円に付）山田理兵衛→山田熊太郎様 4月20日 横切紙・1通 993－119－1
（封筒）永龍寺→高井郡江部村山田熊太郎様993－120－1は封1月11日 封筒・1通 993－120
筒入り。　　　　　　　　　　　　　　　　、
（書状、病人のこと）→山田様 1月11日 横切継紙・1通 993－120－1
（書状、牟礼きくや縁談の一件の儀などに付お伺いの 5月28日 横切継紙・1通 993－121－1
こと）熊太郎→山田父上様御案下993－12L1～123は折畳
一括
追徴証書（不足分金3銭追納に付）長の電信分局主務秋里 明治19年1月 切紙・1通 993－121－2
竜男→山田松三郎
追徴証書（追徴証書第三号記載の事由に付金3銭正に受 明治18年1月8日 切紙・1通 993－121－3
領のこと）長の電信分局主務秋里竜男（印）→山田松三郎
（封筒）従名古屋同（山田）浦次郎→信州下高井郡江部村山田 4月5日 封筒・1通 993－122
熊太郎殿親展　993－122－1は封筒入
（書状、養家ご厄介の儀萬謝に付など近況報告）浦次 4月5日 横切継紙・1通 993－122－1
郎拝→山田兄上様呈膝下




（書状、先日願置き候公債証書の儀などに付）市村善 3月31日 横切継紙・1通 993－124－1
輔拝→山田尊兄閣下








（書状、若月郡衛より証書払下げの節手数料請求書書 4月8日 横切紙・1通 993－127－1
式の儀に付）篠田和三郎→山田熊太郎様尊下





（封筒）中野曽我方ニテ山田理兵衛→御在宅山田熊太郎様御 5月3日 封筒・1通 993－129
用　993－129－1は封筒入
（書状、小作一件の儀に付）山田理兵衛→山田熊太郎 5月3日 横切罫紙・1通 993－129－1
（封筒）問山村小林九之丞→江部村山田熊太郎様侍史993一8月7日 封筒・1通 993－130
130－1は封筒入

















（書状、昨年十二月の御老君御逝去の儀に付、昨年中 2月1日 横切継紙・1通 993－134－1
拝借金に付）町田儀平→山田尉太郎様机下




（書状、本日顕善院殿五十日御祭に付）坂本則敏（花押） （明治）19年2月7日 朱罫紙・1通 993－135－1
→山田荘左衛門殿、山田理兵衛殿各位衆中　「訴訟文通用」
罫紙
（副啓、理兵衛君御出下中の儀などに付）坂本則敏→山 （明治）19年2月7日 朱罫紙・1通 993－135－2
田荘左衛門様、山田理兵衛様各位御中　「訴訟文通用」罫紙
（封筒）間山村仕立屋つい→江部村山田庄左衛門様要用急 7月15日 封筒・1通 993－136
993－136－1は封筒入
（書状、無礼内の儀甚だ延引の儀に付）仕立屋つい→山 7月15日 横切継紙・1通 993－136－1
駐日
（封筒）赤塩村瀧沢覚重郎→下高井郡江部村山田庄左衛門様 12月3日 封筒・1通 993－137
大至急用　993－137－1は封筒入














（書状、別紙の儀は駒澤貞永改印せしために付その旨 明治18年9月18日 朱罫紙・1通 993－139－2
届け出ること）安源寺村外八ヶ村戸長役場（印）→江部村
山田荘左衛門殿　「安源寺村外八ヶ村戸長役場」罫紙







（書状、本日中野へ立寄のこと、六月前り利子の件な 7月5日 横切紙・1通 993－141－1
どに付）山田理兵衛→山田熊太郎様






（書状、屋根東南不残西北六ト通り挟由りの儀に付） 6月24日 竪紙・1通 993－143
犬徳寺→東江部山田庄左エ門様
（封筒）牟礼駅小川弥右衛門→下高井郡江部村山田熊太郎様 3月2日 封筒・1通 993－144
親展　993－144－1は封筒入
（書状、小生持病の脚気など併発し公務難儀のため辞 3月2日 横切継紙・1通 993－144－1
表差出の儀などに付）小川弥右衛門→山田熊太郎様足
下
（封筒）牟礼駅小川弥右衛門→下高井郡江部村山田熊太郎様 2月26日 封筒・1通 993－145
至急要信　993－145－1は封筒入
（書状、森氏借入金抵当の件などに付）小川弥右衛門→ 2月26日 横切紙・1通 993－145－1
山田熊太郎様
（書状、入湯致し至極心知に付御案事のことほか）荘 24日 横切継紙・1通 993－146
左衛門→山田熊太郎殿返報
（封筒）東京浅草区八幡町信兵衛方山田荘左衛門平安→信州 6月29日 封筒・1通 993－147
下高井郡江部村十五番地山田熊太郎殿親展　封筒のみ
（封筒）　自東京浅草八幡町信和方山田荘左衛門（印、「山田」） 24日 封筒・1通 993－148
→信州下高井郡江部村十五番地山田熊太郎殿親展　993一
148－1は封筒入、封筒一部破損
（書状、きくや縁談の儀委曲承知などに付）壷焼→熊太 6月24日 横切継紙・1通 993－148－1
郎殿、理兵衛殿
（封筒）東京本郷四丁目三十五番地篠田和助→信濃国下高井 （明治）18年9月11日 封筒・1通 993－149
郡江部村山田三左衛門様格下平安　993－149－1は封筒入、年
月日は消印より
（書状、先月本郷区本郷四丁目に転居致しなどに付） 9月10日 青罫紙・1通 993－149－1
篠田和助拝→山田庄左エ門様格下平安　「医療器械舗」罫紙





（書状、過般依頼申上の御所有公債借用の儀に付）第 明治18年6月20日 朱罫紙・1通（2枚） 993－150－1
十九国立銀行頭取阿部弥惣太（印、「阿部」）→山田庄左衛門
様侍史
（封筒）飯山町本多方ニテ山田理兵衛→下高井郡江部村山田 4月29日 封筒・1通 993－151
熊太郎様要用　993－151－1は封筒入
（書状、証書一通正に入手の儀などに付）山田理兵衛→ 4月29日 横切継紙・1通 993－151－1
山田熊太郎様尊下
（封筒）長野縣上高井郡須坂町駒澤貞永（印、「駒澤貞永」）→ （明治）18年9月21日 封筒・1通 993－152
長野縣下高井郡江部村山田荘左衛門様至急要用貴酬　993一
152－1は封筒入
（書状、印鑑御入用の趣に付拝承のことなど）駒澤貞 9月21日 横切紙・1通 993－152－1
永拝→山田熊太郎様御机下
（封筒）問山村仕立屋つい→東江部村山田庄左衛門様至急回 7月4日 封筒・1通 993－153
書993－153－1は封筒入







（書状、目下東京においてコレラ病流行のため毎日五 11月15日 青罫紙・1通 993－155－1
六人程つつ死去に付）仙秀壮多→山田庄左衛門殿
（封筒）山田温泉松本や止宿山田荘左衛門平安→下高井郡江 9月21日 封筒・1通 993－156
部村第十五番地山田熊太郎殿親展　993－156－1は封筒入
（書状、持参失念の儀送付依頼に付）荘拝→熊太郎殿 9月21日 横切継紙・1通 993－156－1
（封筒）上水内郡西長野町九ばん地吉松某躬（印）→下高井郡 11月27日 封筒・1通 993－157
江部村山田理兵衛様要用　993－157－1は封筒入
（書状、本月分15円に出御落手のこと）匪躬拝→理兵衛 11月26日 横切継罫紙・1通 993－157－1
様几下
（封筒）従東京浅草八幡町信和方ニテ山田荘左衛門→信州下 6月16日 封筒・1通 993－158
高井郡江部村十五番地山田熊太郎殿平安親展　993－158－1は
封筒入、年月日は消印
（書状、貿易商会一件松三郎関係の儀などに付）蜜豆 6月16日 横切継紙・1通 993－158－1
→熊太郎殿、理兵衛殿貴下
（封筒）新潟県下高田乱心□□與平方南白麹池省三（印、「麹 9月23日 封筒・1通 993－159
池」）→長野縣下高井郡江部村山田荘左衛門要件　993－159一
1は封筒入
（書状、兼ねてよりの売約定の儀先方より金員延滞に 9月23日 横切継紙・1通 993－159－1
付）　麹池省三拝→山田熊太郎様乞机下
（封筒）東京根岸金杉村三百五＋番地長井方曽我欽二郎拝→ 8月5日 封筒・1通 993－160
信州下高井郡東江部村山田三左衛門様
（書状、帰省中の手厚御配慮の儀多謝などに付）欽二 8月5日 横切継紙・1通 993－160－1
郎拝→山田荘左衛門様






（封筒）東京浅草栄久町三拾五番地麹池省三（印、「浅草栄久 4月8日 封筒・1通 993－162
町三十五番地□麹□□□」）→長野縣下高井郡江部邨山田荘
左衛門様　162－1・2は封筒入り。
（書状、公債証書ユ0枚お預かりの上、神奈川より帰京　に付）麹池省三→山田荘左衛門様 4月8日 横切継紙・1通 993－162－1
（書状、横濱銀賃・織物類の低価に付）　　　一 横切紙・1通 993－162－2
（封筒）東京神田区旭町弐拾六番地小林運重方小林嘉重郎→ 9日 封筒・1通 993－163
下高井郡江部村山田荘左衛門様　163－1は封筒入り。
（書状、中野表を出立後、伊香保温泉入湯など、近況 10月9日 横切継紙・1通 993－163－1
報告に付）小林嘉重郎→山田荘左衛門様・山田熊太郎様
紙は紫色。
（封筒）上水内長野栄町北澤久右衛門→下高井郡江部村山田 明治18年7月12日 封筒・1通 993－164
荘左衛門様　164－1は封筒入り。
（書状、水害の見舞いに赴くべきところ、足痛などのため手紙で近況報告に付）北澤久右衛門→山田熊太郎 18年7月12日 横切紙・1通 993－164－1
様　　　　　　　　　　　　・
（封筒）下水内郡飯山町山田理兵衛→下高井郡江部邨山田熊 18年6月30日 封筒・1通 993－165
太郎様　165－1は封筒入り。
（書状、本多宇左衛門に対する貸金の件などに付） 横切紙・1通 993－165－1
（封筒）小川弥右衛門→下高井郡江部村山田荘左衛門様 5月10日 封筒・1通 993－166
166－1は封筒入り。
（書状、亡妻の77日法事に付）小川弥右衛門→山田荘左 5月10日 横切紙・1通 993－166－1
衛門様
（封筒）木村善蔵→下高井郡江部山田熊太郎様167－1は封1月19日 封筒・1通 993－167筒入り。
（封筒）　きく→山田御姉上様167－14は封筒入り。 1月19日 封筒・1通 993－167－1
（書状、母上様ご病気のため、容態伺いに付）きく→ 1月19日 横切継紙・1通 993－167－1－1
山田御姉上様
（封筒）東京浅草八幡町篠田和助→信濃国下高井郡江部村山 封筒・1通 993－168田荘左衛門様　168－1は封筒入り。
（書状年始の挨拶と借用金の返済猶予願に付）’ a助 1月15日 横切紙・1通 993－168－1→山田様
（封筒）東京浅草栄久町三拾五番地麹池省三（印、「浅草栄久 明治18年1月8日 封筒・1通 993一「69
町三十五番地囲池省三」）→長野縣下高井郡江部村山田荘左
衛門様　169－1・2は封筒入り。
（書状、朝鮮事件開戦の風説などに付）麹池省三→山田 1月8日 横切継紙・1通 993－169－1
御隠居様
（書状、年始挨拶に付）麹池省三→山田荘左衛門様 明治18年1月8日 横切紙・1通 993－169－2
（封筒）東京浅草栄久二三拾五・番地四三省三（印、「麹池」）→ 3月26日 封筒・1通 993－170長野縣下高井郡江部村山田荘左衛門様　170－1は封筒入り。
（書状、東京の気候、神奈川様の配慮により度々出港の件などに付）麹池省三→山田荘左衛門様 3月26日 横切継紙・1通 993－170－1








（書状、返金猶予願に付）奈良定助（印、「定」）→山田荘左 19年1月24日 横切継紙・1通 993－172－1
衛門様
（封筒）　山田理兵衛→山田熊太郎様173－1は封筒入り。 4月21日 封筒・1通 993－173
（書状、入用のため、小見村徳兵衛などへ証券を引き 4月21日 横切継紙・1通 993－173－1
渡すように願い出に付）　山田理兵衛→山田熊太郎様




（封筒）ボウエキアラカワ→高井郡江部村山田シヨウサエモ 19年1月5日 封筒・1通 993－175
ン方ヤマダ　175－1は封筒入り。





信越鉄道会社第三総会決議報告（会社解散のため、残 明治18年10月 切紙・1通 993－176－1
務取り扱いに付）信越鉄道会社残務取扱委員→
（封筒）須坂高屋栄蔵ニテ東京八丁堀北島町三丁目二二→下 10月29日 封筒・1通 993－177
高井郡江部邨山田庄左衛門様　177－1は封筒入り。












（封筒）　（印、「長野縣下心濃墨長野西之門田丁数十九国立銀 明治18年7月13日 封筒・1通 993－180
行支店」・「第拾九国立銀行長野支店絨」）ブ下高井郡江部村
山田庄左衛門様




（書状、村々戸長の年俸などに付）小川弥右衛門→山田 3月8日 横切紙・1通 993－181－1
熊太郎様
（封筒）二二本町四丁目山田松三郎→信州下高井江部村山田 明治18年4月28日 封筒・1通 993－182
熊太郎様　182－1は封筒入り。






（書状、山石や一件取り掛かりに付）山田理兵衛→山田 3月1日 横切罫紙・1通 993－183－1
熊太郎様
（書状、大雨のため、酒蔵など浸水に付）熊太郎→父上 7月4日 横切紙・1通 993－184・
様
（書状、篠田と神奈川へ本文の通知願に付） 横切紙・1通 993－184－1





（書状、御機嫌伺いに付）こう→御母上様 3月25日 横切継紙・1通 993－186－1
（封筒）下高井山住郷村渡辺俊龍→江部村山田荘左衛門様 封筒・1通 993－187
187－1は封筒入り。
（書状、花長々厄介のため、兄惣太郎お礼として参上 3月3日 横切継紙・1通 993－187－1
に付）渡辺俊龍→山田御本宅様
（封筒）高野村吉越善右衛門→高井郡江部村山田荘左衛門様 18年3月19日 封筒・1通 993－188
188－1は封筒入り。
（書状、逃亡者重助の借財返済方法に付、願書）下高 明治18年3月19日 朱色罫紙・1通 993－188－1
井郡高野村吉越善宇右衛門（印、「吉越」）→下高井郡江部村
山田荘左衛門様
（封筒）牟礼村小川弥右衛門→江部村山田荘左衛門様189・ 18年4月8日 封筒・1通 993－189
1は封筒入り。




（書状、飯倉町五丁目熊谷方へ下宿の旨など報告に付） 3月22日 横切継罫紙・1通 993－190－1
清野古貌（印、「清野古貌」）→山田四聖前
（書状、大徳寺へ1戸あたり縄2把つつ送付の旨、村 5月30日 横切継紙・1通 993－191
中へ伝達願に付）大徳寺→ヒガシ江部山田荘左衛門様
（封筒）坂本亀之助→山田荘左衛門様192－1は封筒入り。 封筒・1通 993－192
（書状、法会営みに付）さか本→山田荘左衛門様 3月29日 横切紙・1通 993－192－1
（封筒）第六十三国立銀行中野支店→山田熊太郎様　193－1 封筒・1通 993－193
は封筒入り。
（書状、山田理兵衛よりの封金700円、お預かりに付） 正月2日 横切継紙・1通 993．193－1
第六十三ノ慎左衛門→熊太郎様
（封筒）下高井郡穂高村山崎平右衛門→下高井郡江部村山田 18年2月28日 封筒・1通 993－194
理兵衛殿　194－1は封筒入り。








（書状、小子出家の際のお礼などに付）山田吉太郎→御 7月5日 横切紙・1通 993－196
本宅様




（書状、洪水の損害お見舞いに付）小川昌夫→山田御本 7月10日 横切継紙・1通 993－198－1
宅様人々御中








（書状、証印宜敷の義に付）市邨善輔→山田実兄君 3月7日 横切継紙・1通 993－201－1
（封筒）古田村山田伝助→江部村山田御別荘御隠居様993一1月16日 封筒・1通 993－202
202－1は封筒入り。
（書状、時候の挨拶）古田村山田伝助→御別荘御隠謡言 1月16日 横切紙・1通 993－202－1





（書状、公債貨の義に付）第六＋三国立銀行中野支店（印） 4月26日 横切継紙・1通 993－204－1
→山田様玉机下
換言（町村政吉寺の地券証書換の由申すに付）大徳寺 4月1日 横切紙・1通 993－205
→東江部山田庄左衛門貴下
（封筒）科野村湯本宜成→下高井郡江部村山田熊太郎様 明治18年3月18日 封筒・1通 993－206
993－206・・iは封筒入り。封筒に「至急用」とあり、弐銭切手つ
き。
（書状～証書の一件返答に付）湯本宜成→山田熊太郎様 3月18日 横切紙・1通 993－206－1
（書状、代償二円五十七銭働きに付）山城屋仲之助→山 横切継紙・1通 993－207
田部兵衛様




（書状、先般御葬送の儀に付）さかもと→山田様 1月16日 横切継紙・1通 993－209－1
（封筒）松代第六十三国立銀行→下高井郡江部村山田熊太郎 1月18日 封筒・1通 993－210
様993－210－1封筒入
（書状、当銀行取締役投票の儀開札のところ貴君御当 1月18日 横切継紙・1通 993－210－1
確に付）松代第六＋三国立銀行→山田熊太郎様




（書状、考課状正副二冊の儀御調印のことなどに付） 1月12日 横切継紙・1通 993－211－1
松代本店（印、「第六十三国立銀行」）→山田熊太郎様
（書添、考課状正副二冊の趣に付） 1月12日 横切紙・1通 993－211－2




（書状、降雪のため湯本宅滞在延長の旨報告に付）弟 明治19年1月3日 横切継紙・1通 993－212－1
松三郎→兄君閣下
（封筒）おもたかやニテ山田理兵衛→江部山田荘左衛門店主 明治19年1月2日 封筒・1通 993－213
用　993－2134は封筒入
（書状、東京控訴一件に付）山田理兵衛→山田荘左衛門 1月2日 横切紙・1通 993－213－1
様
（封筒）　山田吉太郎拝→御本斯様閣下　993－214－1は封筒入明治18年12月25日封筒・1通 993－214











（書状、本郡長都合により依願退職のため決別として （明治）18年3月12日 横切継紙・1通 993－217－1
宴会開催に付通知のこと）細野善作（印）、谷本助之丞
（印）→江部村山田熊太郎殿、山田文六殿　　　　ケ
（封筒）長野栄町北澤久右衛門→江部村山田熊太郎様足下 1月7日 封筒・1通 993－218
993－218－1は封筒入
（書状、松三郎様御帰宅の途御立ち寄りのことなどに （明治）19年1月7日 切継紙・1通 993－218－1
付）北澤久右衛門→山田熊太郎様御家族中様
（封筒）高崎営所山田吉太郎拝→江部村山田熊太郎様閣下 （明治）19年1月2日 封筒・1通 993－219
993－219－1は封筒入




































（書状、渡辺事件金禄公債証に付）市村善輔→山田尊兄 5月12日 朱罫紙・1通 993－229－1
閣下
（封筒）松崎→山田老台惣拝993－230－1は封筒入 明治18年2月10日 封筒・1通 993－230
（書状、金員融通に付御厚謝のこと） 横切継紙・1通 993－230－1
（封筒）下水内郡上金井村西田喜一郎→下高井郡江部村山田 18年2月10日 封筒・1通 993－231
庄左衛門様　231－1は封筒入り。
（書状、借金返済の期日、猶予願に付）下水内郡上金井 4月22日 横切紙・1通 993－231－1
村西田喜一郎→下高井郡山部村山田庄左衛門様






（書状曽我一件に付、免訴の言渡の件、報告のこと） 明治18年4月24B 横切紙・1通 993－233－1
山田理兵衛→山田熊太郎様















（書状、山田・小川の両家縁談に付）昌夫→御伯父上様 6月25日 横切継紙・1通 993－237
（封筒）小布セ市邨善輔→江部山田熊太郎様238－1は封筒5月6日 封筒・1通 993－238
入り。
（書状、伊之松氏慰労の寸志不受理のため、山田賢兄 5月6日 横切継紙・1通 993－238－1
へ伊之松氏の説諭依頼に付）市邨善輔→山田賢兄君
〈書状田税支払いのため、28円無心のこと）大徳寺 3月22日 横切紙・1通 993－239
→山田庄左衛門様




（書状、金受取のため、金札5円差し遣わしに付）長 5月12日 横切継紙・1通 933－241－1
野縣為替方→山田善左衛門君
（封筒）長野□岩石町中下下左衛門→下高井郡江部村山田庄 1月19日 封筒・1通 933－242
左衛門殿　242－1は封筒入り。
（書状、強談会開設に付）玄左衛門→山田様 1月19日 横切継紙・1通 933－242－1
（書状、地価修正のところ、地券証不足に付、・その旨 朱色罫紙・1通 933－243堀内政吉へ通知願）片塩村地主惣代→江部村山田荘兵
衛様　「安源寺村外八ヶ村戸長役場」の罫紙を使用。
（封筒）東京浅草栄久町三拾五番地暗記省三（印、「浅草栄久 4月18日 封筒・1通 933－244
町三十五番地唄池省三」）→長野縣下高井郡江部村山田熊太
立様　244－1は封筒入り。






（封筒）奥一江部村山田荘左衛門様24昏1即興入り・ 5月8日 封筒・1通 933－246
（書状、長野行きの件など延日に付）奥→やまたおとう 5月8日 横切継紙・1通 933－246－1
様
（封筒）片塩村堀内栄三郎・大澤喜三郎→江部村東組山田殿 3月10日 封筒・1通 933－247
247・1は封筒入り。
（書状、金策滞りのため、借金返済猶予願に付）片品 3月10日 切紙・1通 933－247－1
村堀内栄三郎・大澤喜三郎→山田殿
（封筒）神奈川岩嵜宿罪綿貫孝造→信州下高井郡江部村山田 12月30日 封筒・1通 933－248
熊太郎様248－1は封筒入り。
（書状、横濱をユ0日頃出港予定の旨、報告に付）綿貫 12月30日 横切継紙・1通 933－248－1
孝造→山田熊太郎様・弁理兵衛様・同松三郎様


















（書状、愚妹の仕事などに付、小生不在の間、留守頼 正月13日 横切紙・1通 933－253－1
み入りのこと）小川弥右衛門→山田熊太郎様









































表題・作成等 年代 形態・数量 整理番号
渡辺家
忌中代











乍恐以書付気品上候（中野騒動後の臨時牢屋設置入用 安永7年戌6月 竪継紙・1通 A－32
立替につき返金願）郡中代五人→御役所写









弓懸以書付綱開上候（牢番勤方役割不同の儀に付、割 天明8年申4月 竪継紙・1通 B．20－3
合郡中一統平均のこと願）









一頭以書付奉願上候（越後町支配村々牢番欠勤に付、 寛政3年亥2月 竪継紙・1通 B－20－6
番人賃銭差出のこと願）郡中門林右衛門、彦兵衛、市
右衛門→風祭求馬様御役所




（牢番勤め方に付書付）中野村牢守孫右衛門→御役所 申7月 竪切紙・1通 B－20－8
林右衛門奥書あり
盗賊六人御差出二付目籠六挺仕立入用帳高井郡中野 天明8年申4月 竪長・1冊 C－399
村郡中代市右衛門→久保平三郎様中野御役所





乍恐書付を以奉謝上候（正月納上納金延期願）→上野 享和2戌年12月 竪継紙・1通 A－194－1
四郎三郎様御役所
一瓢書付を以奉願上候（正月納年貢金延納願、後欠） 寛政2戌3月 竪継紙・1通 A－194－2
高井郡長瀬村名主喜右衛門、ほか7名→
乍恐以書付奉願上様（正月皆済延期願）信州高井郡安田 寛政5丑年11月 竪継紙・1通 A－194－3
村名主又左衛門、ほか75ヶ村78名→河尻甚五郎様御役所
乍恐書付を以奉願上候（正月皆済延期願、控）高井水 文化4卯年10月 竪継紙・1通 A－194－4
内両郡村々連印→古橋隼人様中野御役所
乍恐以書付奉願上候（11月納金半減、残金皆済延期 天保4巳年10月 竪継紙・1通 A－194－5
願、控）高井水内両郡緊々組合限り名主印→井上十左衛
門様中野御役所
乍測試書付出願上鞘（11月納金半減、残金皆済延期 天保4巳年10月 竪継紙・1通 A－194－6
願、控）高井水内両軍村翁組合限り名主印→井上十左衛
門門中野御役所　惣町4名・郡二代の継添請書とも
（不熟につき安縫代ほか御嵩悲願、前篇）郡中村々名 天保7申10月 竪紙・1通 A－194－7
主惣連印→大原左近様御役所
乍恐砂書付勢願上野（二納金延納願、下書） 天保期、同4年以降） 竪継紙・1通 A－194－8












































覚（宿泊時年貢劇論証文、雛形）何之誰領分何国何郡何 寛政4子年10月 竪継紙・1通 A－185－1
宿問屋たれ、年寄たれ、同たれ→河尻甚五郎様御支配所御
金御宰領中　端裏書「御年貢預証文案」




差上申内済証文山事（伐木出入に付、内済のこと）高 寛政4年以降） 切継紙・1通 A－215



























借用申金子杯事（出入一件諸入用不足につき金2分）魚 寛政6寅5月 竪紙・1通 D－810
沼郡倉俣甘露用人伊右衛門（印）、中野村面面請人弥右衛門
→中野郡中代林右衛門殿　打消




























































































































出監以書付奉御願申上顎（堀起シ願いにつき）高井郡 寛政8年辰8月 竪切継紙・1通 B－236－2
戸狩下堀起シ願人高右衛門（印）→竹之内平右衛門様御役所





乍恐書付を曲弦願上肉（水除普請故障糺の場で不破を 寛政8年辰10月 竪継紙・1通 A－26
した小前惣代の赦免願）高井産出野村湖中伯林右衛
門、同村郷直孫助→竹内平右衛門様中野御役所
旧恩以書付豊幡奉申上候（御年貢金二差詰り徳義につ 寛政8年辰10月 竪切継紙・1通 B－196
き）　高井郡吉田村百姓訴訟人八郎次→竹内平右衛門二階
野御役所　奥書あり
旧識書付を以画面上鞘（若もの共酒□仕私□□につき） 寛政8年辰11月 竪切継紙・1通 B－237
水内郡桑名川邑百姓願人松之助→竹内平右衛門様中野御
役所　奥書あり




































































覚（初台年貢金預かり、金170両余）林輔→御役所 辰10月17日 1通 A－4－1
差上申一札紙事（二納年貢金・国役金を江戸差立まで 1通 A－4－2
一時預かり、金3244両余）中野村忌中代→後欠
差上申一札六事（年貢・上納金を江戸差立まで一時預 天保8酉年12月8日 1通 A－4－3
かり、金962両余）中野村禁中代林輔→中野御役所
覚（初納年貢金の預かり、金627両余）林輔→御役所 辰10月14日 1通 A－4－4
（断簡、年貢金2968両などの書上） 1通 A－4－5




覚（金113両余の預かり）林輔→中野御役所 辰10月18日 1通 A－4－8
覚（初納年貢金の預かり、金76両余）中野村郡中代林輔辰10月13日 1通 A－4－9
→中野御役所
覚（買上代金請取につき）中野村組頭林輔→中野御役所 戌2月10日 竪切継紙・1通 C－348－1
覚（買上代金書上） 竪切紙・1通 C－348－2
覚（買上代金請取につき）中野村組頭林輔（印）→中野御役 戌2月10日 竪切紙・1通 C－348－3
所
覚（買上代金請取につき）中野村組頭暗面→中野御役所 戌2月10日 竪切紙・1通 C－348－4
覚（門中諸入用請取につき）郡樽代林輔→御名主衆中 天保8年3月 竪切紙・綴一括 C－348－5
御廻状持送り人足覚（人足数書上および賃銭郡中割入 辰12月朔日 折紙・1通 A－36－1
込願）安田村名主→中野御拝中昔離岩井村分の追記あ









覚（初感刎金25両余の預かり）郡中代林輔→御役所 卯ll月 1通 A－8－2
覚（三納耳金75両余の預かり）懐中代林輔→中野御役所 戌10月8日 1通 A－8－3
全面抹消あり
覚（二納金のうち御回刎出金の受取、金81両余）中野 酉12月8日 1通 A－8－4
村郡中置林輔→中野御役所　全面抹消あり
乍恐以書付奉申上候（追々納の過料銭払い下げにつき 卯9月 竪継紙・1通 A－25
値段交渉）豊中代五人印→中野御役所拍
















御尋向付奉申上候（役料井給湿など御尋の儀に付回答 酉11月20日 竪継紙・1通 B－8
のこと）　郡二代→御役所　端裏書「下書」あり
中野村名主




覚（諸国豊熟之候間新酒等一切止せられ候） 正徳5年未10月 竪切紙・1通 C－359






一札之事（引越につき身元保証）吉田村引越人傳之丞、 享保9年辰4月 竪紙・1通 A－127－1
当村請合七左衛門→中野村名主彦之丞殿五人組の奥書あ
差出申一札習事（引越につき身元保証）替佐村引越人権 享保18年丑4月 竪紙・1通 A－127－2
太郎事伊兵衛、ほか親類・口入3名→名主渡辺彦之丞殿、
御組頭衆中


























































































乍恐以口上書奉願上候御事（旱損につき高役小物成赦 享保15年戌12月 竪紙・1通 A－27
誓願）高井二間山村名主重右衛門、ほか村名主6名→中
野御役所













［　］之事（傳八後家入、跡目相続願）新之丞後家、ほ 享保17年子正月 竪継紙・1通 A－171
か4名、五人組源右衛門、ほか5名→名主渡辺彦之丞殿、
御組頭衆中　前記























指出申一札二二（火の用心、自身番・矢倉番の精勤、 元文2年巳5月 竪紙・1通 A－163－1
不身持者の改につき請書）西町五人組治兵衛、ほか2
名→名主組頭衆中　端裏書「西町」
指出申一札之事（火の用心、自身番・矢倉番の精勤、 元文2年巳5月 竪紙・1通 A－163－2
不身持者の改につき請書）西町五人組次郎左衛門、ほ
か8名→名主組頭衆中　端裏書「西町」
指出申一札之事（火の用心、自身番・矢倉番の精勤、 元文2年巳5月 竪継紙・1通 A－163－3
不身持者の改につき請書）宇兵衛、ほか8名→名主組
頭衆中　端裏書「西町」
回忌申一札之事（火の用心、自身番・矢倉番の精勤、 元文2年巳5月 竪紙・1通 A－163－4
不身持者の改につき請書）長八、弥五八、七左衛門→
名主組頭衆中　端裏書（一部欠）「七左衛門組」
差出申一一札淫事（火の用心、自身番・矢倉番の精勤、 元文2年巳5月 竪紙・1通 A－163－5
不身持者の改につき請書）七兵衛、ほか8名→名主組
頭衆中　上部欠、端裏書？
指出申一札二二（火の用心、自身番・矢倉番の精勤、 元文2年巳5月 竪紙・1通 A－163－6
不身持者の改につき請書）中町五人組又八、ほか8名
→名主組頭衆中
這出申一札旧事（火の用心、自身番・矢倉番の精勤、 元文2年巳5月 竪紙・1通 A－163－7
不身持者の改につき請書）西町傳兵衛、ほか5名→名
主組頭衆中　端裏書「西町」
指出申一札判事（火の用心、自身番・矢倉番の精勤、 元文2年巳5月 竪継紙・1通 A－163－8
不身持者の改につき請書）新右衛門、ほか5名→名主
組頭衆中　端裏書「西町」
差出シ申一目算事（火の用心、自身番・矢倉番の精 元文2年巳5月 竪継紙・1通 A－163－9
勤、不身持者の改につき請書）中町五人組利右衛門、
ほか2名→名主組頭衆中　端裏書「中町利右衛門組」
指出シ申一札凶事（火の用心、自身番・矢倉番の精 元文2年巳5月 竪継紙・1通 A－163－10
勤、不身持者の改につき請書）長八、ほか5名→名主
組頭衆中　端裏書「中町長八従市兵衛」
差出申一札之事（火の用心、自身番・矢倉番の精勤、 元文2年巳5月 竪継紙・1通 A－163－11
不身持者の改につき請書）甚兵衛、ほか2名→名主組
頭衆中　端裏書「中町甚兵衛　喜右衛門」





差出シ申一札記事（火の用心、自身番・矢倉番の精 元文2年巳6月 竪継紙・1通 A－163－13
勤、不身持者の改につき請書）吉兵衛、ほか6名→
名主組頭衆中　端裏書「中町定右衛門　吉兵衛」
回路シ申一札之事（火の用心、自身番・矢倉番の精 元文2年巳5月 竪紙・1通 A－163－14
勤、不身持者の改につき請書）七兵衛、ほか4名→
名主組頭衆中　端裏書「西町下」
指印申一札之事（松川村百姓跡式をめぐる江戸表出訴 元文2年巳5月29日 竪紙・1通 A－60
に際して村中に負担をかけない旨）　中野村利左衛門
→名主組頭衆中










以書付を奉願上候御事（佐野村への帰村願）中野普代 元文4撃手月日 竪紙・1通 A－123
村願主此右衛門、ほか五人組・組頭5名→名主渡辺彦之丞
殿、御与頭衆中
指出品一札忌事（行方不明の源六帳面願）源六母、ほ 元文4年未2月 竪紙・1通 A－130
か兄弟・親類・五人組8名→名主渡辺彦之丞殿、御与頭衆
一札之事（火の用心・盗人召捕など五人組限請書）喜 元文4年未ノ3月日 竪継紙・1通 A－214－1
三郎、ほか10名→名主彦之丞殿、御組頭衆中
一札之事（火の用心・盗人召捕など五人組限請書）半 元文4年未ノ3月日 竪継紙・1通 A－214－2
四郎、ほか5名→名主彦之丞殿、御組頭衆中
一札之事（火の用心・盗人召捕など五人組限請書）次 元文4年半2月 竪継紙・1通 A－214－3
郎左衛門、ほか6名→名主彦之丞殿、御組頭衆中




一札之事（火の用心・盗人召捕など五人組限請書）五 元文4年未2月 竪継紙・1通 A－214－5
人組傳兵衛、ほか5名→名主彦之丞殿、御組頭衆中




一札早事（火の用心・盗人召捕など五人組限請書）松 元文4年未3月 竪継紙・1通 A－214－8
三郎、彦兵衛、清兵衛→名主彦之丞殿、御組頭衆中
一札民事（火の用心・盗人召捕など五人組限請書）長 元文4年忌2月 竪継紙・1通 A－214－9
八、ほか5名→名主彦之丞殿、御組頭衆中
一札之事（火の用心・盗人召捕など五人組限請書）西 元文4年未3月 竪継紙・1通 A－214－10
町宇兵衛、ほか8名→名主彦之丞殿、御与頭衆中




導出撃一札妻事（年貢過納分受取〉栗和田半六→名主彦 元文4年未9月11日 竪紙・1通 A－192
之丞殿
覚（江戸表江出訴につき）西町伊平兵衛→中野善右衛門殿 寛保3年 竪切継紙・1通 B－275
奥書あり



















乍恐以書付御届申上御事（酒道具不足物店千差滞につ 宝暦7年丑2月 竪切継紙・1通 B－314
き）　中野町十郎次（印）→天野助治郎様御役所　裏書あり
乍恐書付を以奉願上野（源助引例済シロ闘将につき） 宝暦7年2月27日 竪切紙・1通 B－255－1
高井郡中野町願人十郎次→天野助次郎様御役所拍、端裏
書「三月六日二上ル拍」
乍恐以書付奉願上川御事（高井郡中野町源助、店代、 宝暦7年3月6日 竪紙・1通 B－255－2
酒造道具代など差滞につき）高井郡中野町願人＋郎次
→天野助次郎様御役所　拍、端裏書「三月六日二上ル拍」
乍恐以書付奉願上候御事（高井郡中野町源助、店代、 宝暦7年2月 竪継紙・1通 B－255－3
酒造道具代など差滞につき）高井郡中野町願人十郎次
（印）→天野助次郎様御役所　拍、端裏書「初認」








乍恐以書付二二上候御事（高井郡中野町源助、水車貸 宝暦7年2月 竪継紙・1通 B－255－6
礼金滞につき）　中野町願人十郎次（印抹消）→天野助次郎
様御役所　拍
乍恐以書付奉願上襲御事（高井郡中野町源助、店代、 宝暦7年2月 竪継紙・1通 B－255－7
酒造道具代など差滞につき）中野町願人十郎次（印面
消）→天野助次郎様御役所　拍、端裏書「指上這這」








（借金出入引合勘定の日延願書、控）中野町願人十郎次 宝暦7年丑4月6日 竪継紙・1通 D－548
→天野助次郎様御役所村役人奥書共、紙背に中野町酒造
人相手の貸金相論訴状（部分）あり、□








三二申一札之事（質流年延につき）夜間瀬村仁兵衛→＋ 宝暦7年丑11月 竪紙・1通 A－144－1
郎一生仁兵衛奥書あり
指上申一札寄事（稽古鉄砲3挺預り）高井郡中野村預り 宝暦11年3月 竪継紙・1通 A－169
主嘉右衛門、ほか村役人・五人組8名→志村新右衛門様御
役所端裏書「威筒」
皆皆年貢皆済目録宗八→中野村＋郎治殿 明和3年戌12月 竪切紙・1通 C－383
乍恐以書付御訴訟申上候（質地請戻相論裁許後の元金 明和5子心8月朔日 1通 A－10
解方につき）御支配所信州高井郡東江部村百姓庄左衛
門煩代停文次郎→大野佐左衛門様御役所




（浪人取締の触書、写）奉行→ 明和6年丑9月 竪紙・1通 A－77
職法書夷之事（神主野面社役銭之分有之御朱印配地或 明和7年寅2月 竪切紙・1通 C－361
ハ御除地等二専有神事祭礼相勤につき）江戸浅草三
社権現神主、支配頭田村八太夫（印）→
酒造屋高役内定幽玄仰渡請書　挿入文書あり 安永2年巳3月15日 弓長・1冊 C－403
梓神子法例（習合神道而檀中之祈祷相勤につき）神事 安永2年巳10月18日竪町継紙・1通 B－291
舞太夫田村八太夫判→　添書あり
江戸表二而免停脚付請事謹文辞上候拍□→御役所 延享2年丑12月 弓長・1冊 C－406
出入江戸留守見舞諸事覚帳 安永4年未12月29日横長判・1冊 A－222







御年貢金日限り風付利害申聞候請書村田名主→御役所 安永6年頃2月 綴崩れ・1通（3枚） A－156－1
写
御年貢金日限り二付利害申聞候請書写、後欠 竪紙・1通 A－156－2











借用申金子難事（金子受取借用につき）中野預り主廣吉 安永6年酉2月27日 竪切継紙・1通 B－277－1
（印）、同断請人十郎次（印）→新井村佐右衛門殿　端裏書
「廣吉□り謹辞」
（借金受取につき）店問屋年兵衛、代源七（印）→中野村翁 午2月24日 二二継紙・1通 B－277－2
役人中様　前欠




御訴訟謹文之事（御建立金離無心仕につき）中野村質置 享保20年卯2月 矢切継紙・1通 B－277－5
主五郎助（印）、同所請人喜左衛門（印）、同所請人助右衛門
（印）→松川村南山寺様　端裏書鉛筆書きあり
借用田図文之事（金子受取借用につき）中野借用人与吉 天保14年正月 丁丁継紙・1通 B－277－6
（印）、同断受人与兵衛（印）→亀倉村長左衛門殿　端裏書あ





借用申金子重事（金5両借用につき）大熊村名主藤兵衛 享和元年酉12月 竪切継紙・1通 B－277－9
（印）、同村組頭文八（印）→庄左衛門　端裏書鉛筆書きあり









借用申金子之事（金4両借用につき）中野湯町借用人力 8月7日 竪切継紙・1通 B－277－13
蔵（印）→湯町要右衛門　端裏書筆書きあり






借用申金子異事（金1両借用につき）荒谷村七郎右衛門 寛政4年子12月 竪切継紙・1通 B－277－17
（印）→林右衛門殿　端裏書筆書きあり
乍恐以書付奉願上品（町方土蔵の牢利用迷惑につき新 安永6年酉3月 竪継紙・1通 A－253－1
牢舎建築願）高井掌中野村百姓宇八、与兵衛、長左衛
門、又右衛門→


























































































乍恐以書付翻身上候（地引帳・絵図のほかは切添・切 安永7年戌6月 竪紙・1通 A－94
開地ない旨、下書）名主→万年∵重郎様




乍恐以書付奉願上体（預り金元利滞り出入に付、相手 安永7年戌10月 竪継紙・1通 B－50－2
方吟味のこと）中野村百姓願人三七（印）→臼井吉之丞様
中野御役所
差出申御請書之事（質物請戻に大勢で質入先へ押し寄 安永8年亥正月 竪紙・1通 A－57－1
せたことの詫び）惣太郎、文吉、ほか2名→町御役人
衆中　1、2は史料館封筒で一括
差出し申御請書之事（前件の下書）惣太郎、文吉、ほか 安永8亥正月 竪紙・1通 A－57－2
2名→町御役人中
（威鉄砲拝借証文）村（町）役人の役所宛願書・請書の写に 安永8年亥2月 竪継紙・1通 A－243
栗和田組頭から町役人宛の奥書を付したもの





乍恐書付ヲ以奉謝上候（金子借用の儀に付、吟味のこ 安永8年亥正月 竪継紙・1通 B－51－2
と）　高井郡山野村願人金物屋善次郎（印）→岩出伊右衛門
様御役所
一札之事（質地代金利足之儀年中一割半之御約速二相 安永8年亥3月 切継紙・1通 B－318
極申候一札）中野村廣吉（印）→玄但老継目に印あり
乍瞬断書付奉願上借（私共出入之義につき）願人善次 安永8年亥3月 竪切紙・1通 C－339
郎、相手松右衛門、名主十郎次、郡中代傳右衛門、宿平右
衛門→岩出伊右衛門様御役所




（質流地代金の儀に付）高井血中野村百姓願人元七（印）→ 安永8年亥10月 竪継紙・1通 B－52－2
岩出伊右衛門様御役所　中野村名主十郎次奥書有
一札朝事（畑田成願に付、水下村々差障り出入に付、 安永8年亥7月 竪切紙・1通 B－120
内済のこと）
（天王免御見分の上高請・村持に仰せ付けられたき願） 安永8年亥8月 竪継紙・1通 A－244
高井下中野村先名主願人善右衛門→岩出伊右衛門様御役
所　前欠





乍恐書付ヲ以奉願上候（体心籍者ゆえ入牢仰付願）中 安永9年子正月3日 竪継紙・1通 A－216－1
野村西宮神職清水式部→岩出伊右衛門様御役所式部の請
書、中野村役人の奥書あり
差上申一札之事（身持不爵者の手鎖組預かり）五人組 文政12丑年3月 竪紙・1通 A－216－2
判頭新七、ほか3名→中野御役所
奉差上一札呪事（御二丁の百姓村預かり）高井郡中野 天保10亥年9月 竪紙・1通 A－216－3
村百姓代市右衛門、彦兵衛、清右衛門、直兵衛、権之丞→
北條雄之助様、一






奉差上一札之事（中野村百姓の御吟味中村預かり）高 弘化4未年正月25日 竪紙・1通 A－216－6
井七巡野村百姓代儀兵衛、ほか4名→高木清左衛門様御役
所
三曹書付ヲ以御注進二二寵遇（中野えびす式部養子佐 安永9年子正月3日 切継紙・1通 B－53
膳狼籍に付見分願）中野村神事舞太夫清水頼母（印）他
8名→岩出伊右衛門御役所様




乍翁島書付奉願上高（畑田成再願、前回の願を届け出 安永8年亥12月 竪継紙・1通 A－173
ず年貢差額分を横領した前名主の糾弾）信州高井郡
中野村願人組頭傳右衛門→御奉行所様　名主奥書あり








乍恐書付を以二二上候（盗賊二言二三）高井郡中野村名 天明元丑年11月 竪継紙・1通 A－195
主十郎次、ほか組頭・百姓代4名→原田清右衛門様中野御
役所
一札繕事（屋敷質入に留守中の兄が反対しない旨）中 天明元年丑12月 竪紙・1通 A－202
野中町与兵衛、同人船標膳、親類西町広吉→半揚役人衆中
乍恐以書付奉願上候（継目官位・神道葬祭の件で京都 天明元丑閏5月 竪紙・1通 A－86－1
吉田曲想翰願）高井郡中野町傳田岩尾→御役所1、2
は史料館封筒に一括、86－1は写、名主奥書あり
乍恐以書付呪願上候（官位・代継のため上京許可願） 弘化2巳年5月3日 竪紙・1通 A－86－2
高井郡中野村神職傳田要人→森八右衛門様御役所名主奥
羽あり










乍恐以書付奉願上知（一睡金滞り出入一件）高井郡中野 天明3年卯4月 切継紙・1通 B－56－2
町十郎次病気に付代伜林右衛門（印）→原田清右衛門様御役
所　奥書あり、端裏書「市右衛門相手取金子滞り出入拍」
覚（当年御図入新田村持田の高反別届）信州高井郡中野 天明3卯年9月 竪紙・1通 A－155－1
村名主十郎次、与頭伝右衛門、同藤兵衛、百姓代清左衛
門、同市右衛門→原田清右衛門様中野御役所　正文控
覚（当年御輸入新田村持田の高反別届）信州高井郡中野 天明3卯年9月 竪紙・1通 A－155－2
村名主十郎次、与頭伝右衛門、同藤兵衛、百姓代清左衛
門、同市右衛門→原田清右衛門様御役所　後欠、写
乍恐以書付御勉強申上候（田麦村清次郎の須坂面癖屋 天明3年卯10月 竪紙・1通 A－40
厩立出大豆差押につき）高井郡中野村百姓文六、同村
丈右衛門→原田清右衛門御役所　名主奥書あり
寅之御年貢皆済目録（石代金井口高懸り小物成等請取 天明3年卯10月 竪切継紙・1通 C－363
候につき）中野町□名主長左衛門→同村組頭権右衛門














乍恐以書付奉願上期（不作のため穀留の節狼りに穀物 天明4年辰2月 竪継紙・1通 B－9
差出手鎖組預の儀に付、御免願）
差出申一札之事（自三人の遺骸取扱方）要右衛門下男水 天明4年辰5月4日 竪継紙・1通 A－249
内郡蓮村百姓藤八三五郎右衛門、中町加判人山右衛門、組
合惣代幸助→町御役人衆中様　上半分欠損
乍恐以書付奉願上候（質代金滞り家屋敷明け渡しに 天明4年辰11月 切継紙・1通 B－58
付、住所無之難儀のこと）高井平中野村願人丈右衛門
（印）→久保平三郎様御役所　名主十郎次の奥書あり


























面隠書付を以奉願上候（名主交替願）退役願人＋郎治、 天明5巳年正月 竪紙・1通 A－257
跡役名主骨右衛門、跡役組頭林右衛門、惣百姓→御役所
彦兵衛、清左衛門、市右衛門の奥書あり
差出申一札善事（酒造株譲渡補導上落につき）高井郡 天明6年午3月 竪切紙・1通 C－385
片塩村口添借請人九兵衛（印）、同所請人親類幸右衛門（印）
→中野丁丁右衛門殿




覚（酒造株高につき冥加永、酒器、桶など書上）中野 天明6年8月 竪紙・1通 B－258－1
村傳右衛門→久保平三郎様御役所　下書、端裏書「御役所
江差上候書付下書」
覚（高井郡中野村六兵衛、長次郎、新左衛門、勘左衛 宝永3年6月 竪紙・1通 B－258－2
門、水内郡大古間村七兵衛酒造株高書上）拍










覚（日影母御林木払下の買請希望額書上、下書）高井 寛政6遠別3月 竪紙・1通 A－84－1
郡中野村名主傳右衛門、ほか3名→河尻甚五郎様御役所
1、2は史料館封筒に一括
覚（日影山御林木払下の買請希望額書上、下書）中野 天明7未年7月 竪紙・1通 A－84－2
村名主傳右衛門、ほか3名→久保平三郎様御役所増永に
なった旨裏書あり、味噌云々の書付はさみこみあり








覚（酒造石高ならびに此造面、小道具、ほか不用之造 天明9年1月 竪継紙・1通 B－223－3
桶、諸道具）高井郡中野村酒造屋林右衛門、同村名主
傳左衛門→風祭求馬様中野御役所　下書























譲渡シ申酒悪運事（酒株礼金として15両請取につき） 寛政4年子10月 押切継紙・1通 B－270
高井郡山野村清次郎病死二付親類譲渡シ人宇八、右同断林
右衛門→片塩村清蔵殿
（奇特者の飢病臥出穀分は領知替あるとも取上なき旨 寛政4年月 竪紙・1通 A－96－1
書付、写）河甚五郎→高井郡中野村江渡置










差出申一場之事（諸役僻耳吟味の御免取成願）魚沼郡 寛政6寅5月 竪紙・1通 A－183
大井平村頼人奥之丞、中野宿立合新右衛門→高井郡中野村
御役人中













































威鉄砲謹文信州高井郡中野村持主嘉右衛門、五人組惣代 寛政6年寅10月 竪長・1冊 C－400－1
弥右衛門、名主伝右衛門、与頭彦兵衛、同林右衛門、百姓
代惣七→溝鼠甚五郎様御役所
鉄砲拝借謹文　中野預り人嘉右衛門、同村林右衛門、組頭 寛政12年申3月 竪長・1冊 C－400－2
源太左衛門、同彦兵衛、百姓代久兵衛→竹内平左衛門様御
役所
鉄砲御預り謹文　中野村嘉右衛門（印）、右村林右衛門 享和4年子正月 竪長・1冊 C－400－3
（印）、与頭彦兵衛（印）、百姓代久兵衛（印）→上野四郎三郎
様御役所
鉄砲御預り謹肉細中野村預り人嘉右衛門、右村百姓代孫 文化10年酉正月 竪長・1冊 C－400－4
兵衛、与頭彦兵衛、同久兵衛、名主権之丞→杉庄兵衛様中
野御役所












酒造改請濡文右村名主点素人彦平、組頭同林右衛門、組 寛政8年辰2月 竪長・1冊 C－405－2
頭惣七、酒造人弥右衛門、百姓代同久兵衛、百姓代清右衛
門、酒造人彦次郎→
乍恐書付を以御領奉申上候（草津へ野洲の豊松行方不 寛政7損年8月 竪継紙・1通 A－251－1
明）　高井雨中野村和助、親類惣代利助、五人組惣代儀兵
衛、名主、組頭、同、百姓代→御役所






（酒造石高天明六年以前迄の通りに酒造可仕仰渡につ 寛政7年10月 竪紙・1通 B－268
き請書）案















差出申一札半開（御役所定飛脚引受）水内郡蓮村新七、 天保10亥年11月 竪継紙・1通 A－190－2
ほか5名→高井土中野村御役人衆中
乍解同書付奉願上野（威鉄砲返上）高井郡中野村百姓代 天保10亥年11月 竪継紙・1通 A－198
市右衛門、ほか与頭・名主4名→北條雄之助様御役所
松川馬橋永代建立監事（村々などへの助成金願）高井 寛政9巳2月 竪紙・1通 A－70
郡発起大嶋村、同胞田村、ほか庵主2名→
乍輪留書付奉願上候（年貢金宰領が帰途に御預りの天 寛政9巳年2月 竪継紙・1通 A－187－1
脚台を壊し赦免願、下書）高井郡夜間瀬村組頭幸八、
ほか9名→竹内平右衛門様御役所
乍翠煙書付奉願上候（右同様大小を壊し赦免願）高井 寛政9旧年2月 竪継紙・1通 A－187－2
雨夜間瀬村組頭幸八、ほか9名→中野三左右衛門様 P
覚（江戸・国元間の飛脚代など書上）水内半年塩村定飛 寛政9年巳2月 竪継紙・1通 B－13－1
脚惣助→竹内平右衛門様中野御役所　端裏書「赤塩村飛脚
惣助より書上控」、13－1～2旧封筒一括
覚（江戸・国元問の飛脚代など書上）水内郡赤塩村定飛 寛政9年巳2月 竪継紙・1通 B－13－2
脚惣助→竹内平右衛門様中野御役所　端裏書「赤塩村芝飛
脚惣助差上控」
差出申借地証文之事中野村新田町地借人又兵衛判、同所 寛政9年巳3月 竪紙・1通 A－197
請人又三郎判、同所五人組立会助右衛門判→鈴泉寺様








乍恐以書付立願上候（当村百姓長太夫母ぬさ義不爵義 寛政9年8月 竪切継紙・1通 C－351
有之候につき）五人組惣代、親類惣代、名主、組頭、百
姓代→御役所



























屋敷分一札之事屋敷持主新八、同断音八、立合源之丞→ 寛政12年申正月 竪紙・1通 A－236
御名主林右衛門様
差出シ申一札旧事（湯屋商売の営み方）中野西町宗谷 寛政10午年9月 竪紙・1通 A－201
郎、同所親類立合喜八、同所組立合伊野右衛門→中野村翁
村役人中





一札山事（牢屋御番の儀に付他）凸面稼多連印→中野村 享和元年酉12月 竪継紙・1通 B－22－2
牢守孫右衛門　中野村名主林右衛門奥書を記した付紙あり
一札之事（牢屋山番の儀に付他）村々稼多連印→中野村 寛政11年未3月 竪継紙・1通 B－22－3
牢守孫右衛門













（産神凶相納候願書につき）信州中野村大乗寺→間山村 寛政12年申11月 竪紙・1通 B－286
与惣右右衛門殿、芦沢長門殿
（質地証文、質代金6両）中野村肝網主久兵衛、請人嘉 寛政12年申12月 竪継紙・1通 A－164
右衛門→小田中村思左衛門殿　前欠、印に字消
















差出申一札之事（当年限人別帳尻付願）中野村和助、加 享和元酉年4月 竪紙・1通 A－232
判人八十八、同断安兵衛→名主林右衛門殿
請取一札之事（大倉崎村地内新論堀割内熟の祝儀鼠返 享和二酉年4月 竪紙・1通 A－234
却につき受取）水内郡小沼解櫛宿孫助→名主林右衛門殿
（中野村役人の役所宛書上4点控、酒株高覚・酒株譲 享和元酉年6月 竪継紙・1通 A－262


















請取一札之事（葭畑一件内熟御祝儀に付、金3両請取） 享和元年酉6月 竪切紙・1通 B－127
水内郡小沼村郷宿孫助（印）→名主林右衛門殿
書付を以御覧申上塗（神社号の儀など金子多方入用に 享和元年酉7月 竪継紙・1通 B－5
付、御世話御免勧化のこと）間山村神主芹沢長門→中
野村名主林右衛門殿端裏書「間山村神主芹沢長門頼主」あ
乍恐書付ヲ以奉願上候（上条新田川原湯奉公人理不尽 享和元年酉7月 竪継紙・1通 B－90
二奪取不筆返に付、相手方召出御糾明のこと願）忠
七借家よと、差添親類宗兵衛→箕笠之助様中野条御代官所

































乍恐書付ヲ以南願翼翼（貸付金元利滞に付、相手方召 享和元年酉11月 竪継紙・2通 B－91
出御吟味のこと願）田中新＋郎願人虐遇五兵衛（印）→
上野四郎三郎様中野御役所　取扱人宛内済願書挟込一括












差出申一札之事（家業出精につき悪事吟味御高免訴訟 享和2戌年9月 竪紙・1通 A－65
の願）栄左衛門、ほか6名→村御役人中　端裏書「入用
書付品々」








差上申一札之事（戸狩村半六相手取ロ論候につき）河 享和3年亥2月 竪切継紙・1通 B－296
原湯宗蔵（印）→中野村林右衛門殿











乍恐以書付奉職節候（大古間村宿人馬一件出入に付、 享和3年亥4月 竪継紙・1通 B－94－2
内済願）坂中新田政右衛門（印）、中宿村宇右衛門→上野
四郎三郎様中野御役所　端裏書「大古間一件書付」
























三献以書付無届二陣上候（返済滞り出入りに付、内済 享和3年亥8月 竪継紙・1通 B－97
相整不同のこと届）高井郡中野村郡中岨伝右衛門、右
村名主林右衛門→上野四郎三郎様御役所




















































乍恐以書付奉願上候（子株譲請につき）榊原小一御代官 享和4年子2月 竪切継紙・1通 B－281
料佐久郡追分宿年寄久左衛門→上野四郎三郎様御役所奥
書あり
乍恐以書付奉願上候（酒造高増石願）高井郡小見村木嶋 文化元子年3月 竪紙・1通（2枚） A－134
太右衛門→上野四郎三郎様御役所　村役人奥書あり




乍熔銑書付奉願上候（酒造潰米高減石願）高井郡片理 文化元年4月 竪継紙・1通 B－265
村酒才人九兵衛→　写、「右村名主伊左衛門、組頭清蔵、
百姓代久蔵」の奥書あり
















乍恐以書付奉願上候（吉田村不取締の件につき御高免 文化元子8月 竪継紙・1通 A－219
願）高井郡中野村名主林右衛門、郡中徹底右衛門、露宿
善右衛門→　吉田村村役人3名の奥書あり





覚（御囲邪悪代貸付金利息受取）古橋隼人手心中川装甲 文化元）子12月 竪紙・1通 A－120
衛門→中野村拝借人清左衛門
































差出申一札之事（中野村市内抱女さよ欠落に付、尋入 文化2年丑3月 竪継紙・1通 B－106
用20両受取のこと）　中野村市内（印）→中野林右衛門
殿、横倉街右衛門殿、中野又兵衛殿
乍恐書付ヲ以奉願上候（高井郡片塩村大徳寺施餓鬼興 文化2年丑3月 竪切紙・2通 B－107
行席論出入に付、和熟のこと願案文）
















差出申一札之事（出生や行衛が不明の商人を泊めない 文化2累年閏8月 竪継紙・1通 A－196
旨）　高井門中野村宿屋安兵衛、同平五郎、同惣右衛門→
村役人衆中
差出申一札之事（博突一件御吟味御高免願）中野西町 文化2丑年9月 竪紙・1通 A－105
式部、同人店国松→長蔵殿、ほか7名　西町長蔵ほかより
村役人衆中宛の奥書あり





















差出申一札之事（中野村女子への狼籍一件熟談につき） 文化5辰年3月 竪継紙・1通 A－239
新保村名主次郎左衛門、組頭忠右衛門→中野村御役人中
預り申金子証文晴事（金60両）高井野村源之丞、同請人 文化4年卯4月 竪紙・1通 A－142
与治右衛門→牛窪湯場吉蔵殿　墨型あり
乍恐以書付奉願上品（如何しき風聞ある丹蔵たちの御 文化4卯年5月 竪紙・1通 A－62
糺高免願）丹蔵寅蔵組合文蔵、ほか組合・村役人など16
名→古橋隼人様御役所　端裏書「下書」
差出申一札艶事（博突により村預の者共墨書）忠兵 文化4三年5月 竪紙・1通 A－104
衛、ほか16名→御役人中、組合中
往来一札之事信州高井郡中野西町名主林右衛門→宿々 文化4卯年8月 竪紙・1通 A－121
村々御役人衆中　下書
































乍恐以書付奉願上様（高井郡雑用金出入に付、駆込訴 文化5年午正月 竪継紙・1通 B－112
のこと）高井郡安田村願人伝右衛門→古山善吉様中野御
役所




































店証文之事（酒造蔵井二穀蔵藩論借家仕候実証に付） 文化5年辰 切紙・1通 B－303
中野中町借家人金兵衛→松川元右衛門殿　「下書拍」の端裏
書きあり









御用留井御宿帳 文化6年巳3月 横長・1冊 C－389
拝見証文之事（理不尽出入御高判頂戴に付、拝見のこ 文化6年巳3月10日 竪切紙・1通 B－137
と）．高井紅中野村林右衛門、五人組長左衛門、組頭嘉右
衛門→水内郡神代村伝右衛門殿、松蔵殿

































往来一札之事（所々関所中御通シ願につき）信州高井郡 文化7年旧正月28日 竪切継紙・1通 B－311
高石村泉龍寺（印）→諸国御関所町在御役人中

































差出シ申一札之事（四則百姓井借家人のうち無商売で 文化7午年7月 竪紙・1通 A－75－1
悪事携候者なき旨）普代村平八、ほか10名→村役人中
差出シ申一札之事（当村百姓井借家人のうち無商売で 文化7年午7月 竪紙・1通 A－75－2
悪事携候者なき旨）惣左衛門、ほか5名→村御役人中
端裏書「□□」
差上申一札之事（当村百姓井借家人のうち無商売で悪 文化7午年7月 竪紙・1通 A－75－3
事携候者なき旨）林兵衛、ほか6名→村御役人中端
裏書「下町」
差出シ申一札望事（金五十両、金十二両二朱取替につ 文化7年9月 竪継紙・1通 B－176－1
き願）新田川原場借用人惣蔵、同所請人又右衛門→本郷
幸右衛門殿　176－1～176－3は同一紙に連続、前欠、写





借地証文之事（川原堺屋敷地之内間口六間半之所につ 文化7年9月 竪継紙・1通 B－176－3
き）新田川原場借用人惣蔵、請人同所又右衛門→本郷町
右衛門殿　176－1～176－3は同一紙に連続、写





借用申金子塁壁（酒造仕入金二差詰りにつき）中野町 文化7年午10月 竪切継紙・1通 B－278－1
飯屋金兵衛（印）、同請人元右衛門（印）→本屋元右衛門殿
端裏書筆書きあり、反故
借用申金子之事（金50両酒造仕入金差詰につき）中野 文化5年辰12月 竪切継紙・1通 B－278－2
西町米屋蔵借用人喜七（印）、立合彦之丞（印）、田□村請人
喜惣治（印）→松川村東屋元右衛門殿　反故
（断簡、差出・宛所・奥書部分のみ）信州高井郡中野 文化7午年10月 竪継紙 D－540
村、松川村、荷捌商人、百八拾五人惣代和助（印）、安左衛
門（印）→杉庄兵衛様中野御役所　1通
御代官御旅宿覚 文化7年午10月2日 横長・1冊 C－390
差出申一札師事（勇右衛門跡相続のため同人二見育願） 文化7午年12月 竪継紙・2通 A－263
高井平中野村権之丞、同村伴之丞、同日江部村利右衛門
→水内郡神代宿幾右衛門殿　控、下書




御用御止宿覚帳 文化8年未正月 横長・1冊 C－391
乍恐以書付奉願上候（荷担商人取締願の願い下げ）高 文化8未年閏2月 竪紙・1通 A－228
井郡中野村名主権之丞→杉庄兵衛様御役所控、組頭の奥
書あり













三口以書付奉迎上里（呉服江戸商いの代金取立願）高 文化8年8月 竪継紙・1通 A－168
井郡中野村重郎次店・願人源兵衛→善光寺御役人中様　名
主奥印あり
御尋二障奉申上灘（銅像など大造停止令の先例）高井 文化8未年9月 竪紙・1通 A－248
郡中野村名主権之丞→杉庄兵衛様御役所控
乍恐書付を以奉願上候（竪町シ夜具返し不遜候につき） 文化8年未9月 四切継紙・1通 B－180
高井郡中野村願人忠兵衛（印）→杉庄兵衛様中野御役所








乍恐以書付奉申上候（犬飼村名主荒地起返につき御目 文化8年未9月 竪切継紙・1通 B－292－1
念願）高井郡中野村郡中代彦次郎、同村名主権之丞→
端裏書「不用」、端裏書鉛筆書き
（菩提寺本堂造立等仕小作人井村内難渋につき） 中野 竪切継紙・1通 B－292－2
村名主権之丞→下又一様
乍恐書付を以奉申上候（養母諸国神仏雨滴論証高野山 文化13年子9月 竪切継紙・1通 B－292－3
花坂二軸病死につき）
借家証文之事（長屋表間口4問裏畑店賃年1両） 水内郡 文化9年申10月 竪切紙 D－1083
小嶋村借家人久左衛門（印）、同村請人弥曽兵衛（印）、 中野
同断柳八（印）→高井郡中野米屋権之丞殿　1通
去ル酉ノ皆済目録之事（御年貢石代金請取につき） □ 文化9年戌11月10日竪切紙・1通 C－364
［］村名主治郎右衛門→中野町組頭黒八殿












差上申済口謹文之事（地所小作国連地境も自分時二付 文化8年12月 竪切継紙・1通 B－182－3
謹文通境相応候様掛合候行儀等閑こいたし候）
乍恐以書付奉願上候（身上不明意二型他所稼につき） 文化8年未12月 四切継紙・1通 B－182－4
高井郡西江都村願人市左衛門→杉庄兵衛様中野御役所 端
裏書「西江都村市左衛門織右衛門会手取之願書」、 奥書あり
乍鑑識書付踏面上候（御領意馬二幅御領分為御払年賦 文化9年申6月 竪切継紙・1通 B－183
御貸付御頼母志御前取極込につき） 高井郡馬町村願
人工右衛門、同署前坂村名代惣右衛門→飯山御役所










御代官御旅宿諸入用覚井川田調馬泊り入用 文化9年9月29日 横長・1冊 C－393
拝借仕金子之事（金60両）中野村拝借人権之丞、同村受人 文化10酉年2月 竪紙・1通 A－116－1
彦兵衛→下又一様












差上申拝借証文誓事（宿助成貸付金より金50両）高井 文化11戌年正月 竪紙・1通 A－115
郡中野村拝借人権之丞、親類請人久兵衛、ほか村役人4名
→杉庄兵衛様御役所　写
乍恐以書付奉戴上候（古着・古鉄屑・紙屑商人の名前 文化11三年8月 竪紙・1通 A－136
書）中野村権之丞→杉庄兵衛様中野御役所写
差出シ申一札盤事（御用飛脚勤向不将につき叢書）水 文化11直心8月 竪継紙・1通 A－206
内郡今井村弥四郎、ほか2名→中野村名主権之三殿、同村
郡下代彦次郎殿　権之丞、彦次郎の役所宛奥書あり





覚（御役所御囲穀拝借証文）水内郡古海村組頭小兵衛、 文化11世盛10月 竪継紙・2通 A－188－1
名主作左衛門→高井郡中野村名主権之丞殿
差出申一札之事（御役所御囲穀拝借証文）水内郡野尻 文化11富士10月 竪継紙・1通 A－188－2
村組頭十蔵、名主市右衛門→高井郡中野村名主権之丞殿
差出申一札職事（御役所御囲穀拝借証文）水内郡柏原 文化11戌年10月 竪継紙・2通 A－188－3
村組頭市郎左衛門、名主嘉左衛門→高井郡中野村名主権之
且且





差出申一札領事（役所囲籾拝借受取書、下半分欠） 文化11傍出10月 竪紙・1通 D－782
［］→高井郡中野村名主権之丞［］







































差出シ申一札言忌（酒狂口論の詫び）当人清太郎、立 天保13寅年9月 竪紙・1通 A－252－1
入人重右衛門、同新兵衛→御名主権之丞様
差出申一札之事（身持不将の詫び）当所新町由兵衛、組 弘化4未2月 竪紙・1通 A－252－2
合弥兵衛、立入人戸右衛門→中野御役元権之割膝




御盛証文之事（御役所に対し過言との風聞につき）亀 文政9戌年3月 竪継紙・1通 A－252－5
八俸栄治→御名主面右衛門様
一札之事（両親への心得違いにつき詫び）中野村皆労衛 天保8平年10月 竪継紙・1通 A－252－6
門島祐作、立会人清右衛門、松川村同元右衛門→同村林輔
殿、直兵衛殿、儀兵衛殿
差出申一札之事（身持不博につき詫び）新町詫人戸右衛 文化13子年4月 竪継紙・1通 A－252－7
門、ほか7名→西町権之丞殿
差出申一札盃事（笠原村百姓娘との件）水内郡真光寺村 天保12丑年8月 竪紙・1通 A－252－8
喜作俸藤作、高井郡大孤村八郎右衛門→権之丞殿　控
三面血書付状願上高（当村西国巡礼者の途中逗留の件 文化13子年10月 竪紙・1通 A－93
不届につき詫書、下書）中野平門役人→中野御役所





























卯御年貢皆済勘定覚 （文政2カ）’ 竪継紙・1通 A－182－2




三脚以書付奉願上候（江戸表親類方へ罷越度願）高井 文政4年巳3月 竪継紙・1通 A－189
郡犬飼村年寄市左衛門、ほか名主2名→古山善吉様中野御
役所
御貸附金拝借証文之事（雛型）何誰領分信州一、拝借 文化6酉年10月 竪紙・1通 A－143－1
人、親類、組合、百姓代、与頭、名主→杉庄兵衛様中野御役
所 、
質地証文之事（当御貸附金拝借につき、雛型）何誰領 文化6酉年10月 竪紙・1通 A－143－2
分信州何郡何村、拝借人、親類、組合、百姓代、与頭、名主
→杉庄兵衛様中野御役所
差上申細口謹文之事（北鴨ヶ原村若者共騒立につき） 文政7年申8月 竪切継紙・1通 B－195
高井郡北鴨ヶ原村願人長七、同村相手弥代吉、同母清作、
同冥利左衛門→
添証文之事（当町若者栄治御霊中へ過言につき詫）長 文政9戌年3月 竪継紙・1通 A－162
二郎（爪印）、ほか34名→広右衛門様




済口証文之事（栗林村要左衛門女房離縁出入に付）栗 文政9年戌6月 竪継紙1通 B－155－2
林村六郎兵衛、同嘉兵衛、名主次左衛門、中野表権之丞、
扱人安源寺十郎治→　写






奉公人年季証文節事（下書）中野村人主権右衛門、同請 文政9戌年8月 竪紙・1通 A－90
人重兵衛→中野村治左衛門殿









差上申一札之事（風聞不宜ため商売延引を被申聞、一 文政ll子年7月 竪継紙・1通 A－165
智頭寄糺合）要右衛門、ほか11名、立会人忠兵衛→村役
人中様



























預血金子之事（飯盛奉公人抱金15両の借用）白鳥村借用 文政12丑4月13日 竪紙・1通 A－88
人冨蔵、受人中野新田町幸助、立合人間山村利衛門→奥山
田村惣五郎殿











相渡申一札之事（女召抱につき給金残額の確認）中野 文政13三年6月 竪紙・1通 A－91
湯町本人要左衛門、受人広市→越後国直江津砂山松五郎殿



















乍恐以書幅御訴訟奉御燗候（西江部村清五郎酒代踏倒 天保2年卯7月 切継紙・1通 B－165
し羽織借用のまま不返難渋に付不用照返し坤輿願
上）水内越権堂村茶屋小太郎→関旦那様









村請乞一札理事（町人武兵衛其御村方江罷越借宅）水 文政6年未4月 竪紙・1通 A－261
内郡飯山伊勢町組頭源兵衛→高井郡松川村名主勘右衛門殿
入置申一札之事（五荷村百姓の中野村権之丞宛証文へ 天保3年辰12月5日 竪紙・1通 A－254
の加印仲介につき）戸狩村順慶寺→中野村上州屋梅之
助殿
菩提寺江入置申一札之事（茂右衛門身持ち不増につき 天保4年巳3月日 竪継紙・1通 D－552
今後残田地は手放さざること取極）□中野村権之丞
立会いとあるので、中野名主家の文書力
差上申一札之事（村役人衆中江対し一答之申開無御座 天保4年巳7月 竪切継紙・1通 B－288
候につき）　湯町五郎次（印）、引請人湯町中惣代力蔵
（印）、同断親類中惣代千代太→権之丞殿




差出シ申日延一札凶事（借用金元利返済につき）高井 天保5午年2月日 竪紙・1通 A－148
郡山口新田八兵衛、同村善左衛門→中野新町権之丞殿













乍恐以書付奉願上騰（買上石眼差加金の下戻願、下書） （天保5カ） 竪継紙・1通 A－186












乍恐以書付奉申上候（変死無宿者の親を明小屋に逗留 天保7申年12月 竪紙・1通 A－59
させた旨、御尋につき返答）高井郡中野村百姓弥右衛
門→大原左近様御役所　名主の奥書あり







乍恐書付を以奉願上州（御拝借物返上納年延の再願） 天保8） 竪紙・1通 A－21－1
郡中名主情連印→　写












一札之事（須坂郡海渕組辰五郎儀髄成者に付）須坂町 天保8年酉 竪切紙・1通 B－27
作治郎（印）→御役人衆中　端裏書「須坂辰五郎」
乍雪下書付奉願上候（質札下付願）高井門中野村願人忠 文化元子4月 竪紙・1通 A－238－1
兵衛→上野四郎三郎様御役所　名主林右衛門奥書あり
乍恐以書付満願上候（質札下付願）高井郡中野鉱質鑑札 天保9戌年7月 竪継紙・1通 A－238－2
願人長蔵→岡本忠次郎様御役所　村役人5名の奥書あり
奉請取金子旧事（陣屋内蔵詰囲籾28石買上代金）信州 天保10亥年7月3日 竪紙・1通 A－178
高井郡中野村名主権之丞、松川村名主文右衛門→岡本思治
左様元御役所　権之丞の印影切取
乍恐以書付面長上品（諏訪社神楽興行時の若者獅子舞 天保10亥年8月 竪紙・1通 A－98
手踊許可願、下書）高井針中野村大宮司傳田越後、ほ
か村役人5名→北條雄之助様御役所
覚（森之助横取之筋につき願書）善光寺東町森之助→中 天保9年戌9月25日 竪切継紙・1通 C－353－1
野東町仁平治殿　奥書あり
（同人横取直筋につき願書） 12月17日 竪切紙・1通 C－353－2











高井郡中野村当貰年壱ヶ年季下山候奉公人書上候高 天保10年忌 竪蔀・1通 C－381
井郡中野村百姓代市右衛門（印）、彦兵衛（印）、清左衛門
（印）、直兵衛（印）、名主権之丞（印）→岡本忠治郎様御役所











差出申一札盤事（借屋送状）須ヶ川組名主要蔵→中野村 天保12丑年2月 竪紙・1通 A－137
御名掌中











三曲以書付奉願上候（温泉稼年季明につき切替許可 天保12丑年4月 竪紙・1通 A－101
願、下書）高井郡中野村百姓代市右衛門、ほか村役人
3名→北條雄之助様中野御役所





乍恐以書付奉願上候（高井郡松川村百姓同語百姓娘連 天保12年丑6月 竪継紙・1通 B－148
出一件に付、相手方名代又兵衛・茂作両人呼出手違
不届きの儀お尋ねのこと願）写





差出申一札粋事（盗難品の下げ渡しにつき受取）高井 天保12丑年9月6日 竪継紙・1通 A－176
郡間山村百姓金兵衛、同権右衛門、ほか村役人2名→中野
村御役元


















































（米代金書上） 天保12年丑 竪切紙・1通 C－366
乍恐以書付御窺奉申上候（如来寺後住・修復に付、惣 天保13年寅2月 竪継紙・1通 B－123－1
世話方立合の上修復取り懸かりのこと）千代多→名
主権之丞様、町役人衆中様　123－1～2旧封筒一括
（法運寺方丈如来寺一件願立の百首置難に付、世話人 2月25日 竪切紙・1通 B－123－2
寄合示談に及び相断のこと上申）千代多→














地所貸渡シ申一札之事　普代組地所貸人利惣次、同借人 天保14卯11月 竪紙・1通 A－174－1
長右衛門→臨御役人衆中





御尋軒付奉申上候（稼多頭有無尋につき牢守孫右衛門 天保13寅年10月 竪紙・1通 A－20
の役割説明）　高井郡県野村百姓代市右衛門、ほか村役
人3名→森親之助様御役所
乍恐以書付奉願上期（堺町滞出入に付、相手方呼出勘 天保13年寅12月 竪継紙・1通 B－153
定山方仰せ付けのこと）中野村百姓紀平治→森親之助
様中野御役所
質物相渡申地方之事（水車建家間数改代金請取につき） 天保14年卯12月 竪切継紙・1通 B－297
地主俊平、請人松川与惣兵衛、立会伝左衛門→西町清之
助殿







































（貸地引戻一件二三、内済のこと）下書、後欠 天保14年卯10月 竪継紙・1通 B－40－10




















二一以書付軽軽上候（選言入用御沖方による、御用状 天保14卯年8月 竪継紙・1通 A－28
持運など中野村負担増の赦免願）高井郡中野村百姓代
s右衛門、ほか村役人3名→中野御役所 ●




乍恐書付を以奉願上候（旬後につき改革地方調中の稲 天保14三年閏9月 1通 A－14
刈許可願）高井郡中野村百姓代市右衛門、組頭彦兵衛、
同清左衛門、名主権之丞→森親之助様御役所
三曲以書付奉送上候（金子滞出入に付、相手方に金子 天保14年卯10月 切継紙・1通 B－76
返金催促願）願人長蔵（印）→森親之助様御役所
拝借申金子証文之事（御役所拝借割渡金の連名借）高 天保14卯年11月 竪紙・1通 A－117
井山中野村拝借人儀兵衛、ほか5名→同郡松川村元価衛門
殿、同郡中野三権之丞殿　借用人名の切取あり
乍恐以書付奉願上候（水車稼年季切替願、写）高井郡 天保14卯年12月 竪紙・1通 A－100
中野村水車稼人弥五左衛門→森親之助様御役所村役人4
名奥書あり




乍恐以書付御弾奉申上候（余業商品の木綿2反盗難） 天保15辰正月20日 竪継紙・1通 A－258－1
高井評言野村百姓九十郎→森親之助様御役所
乍恐以書付ヲ御届ケ奉申上音（掛硯盗難）中野新田町 弘化5申3月10日 竪継紙・1通 A－258－2
百姓長蔵→高木清左衛門様御役所
三里以書付奉願上里（病気平癒まで説法などを法類の 天保15辰年2月 竪紙・1通 A－108
寺へ頼みたき旨）高井郡中野村如来寺大航→森親之丞
様御役所　村役人奥書あり









乍恐以書付奉願上候（弁納金可差遣由申不分明故役元 天保15年忌5月 竪切継紙・1通 B－199－2
二而早世候につき）右願人弥五右衛門→森八左衛門様
御役所



















為取替内済一札漫事（中野栗和田百姓離縁出入に付、 天保11年子8月 切紙・1通 B－75－4
和談のこと）野作（爪印）、利八（爪印）、前坂村勘蔵（爪
印）、水内郡袖の山村六左衛門、中野村七郎次→
差出申一即興事（杢作縁談差縫に付、離縁のこと日延 天保13年寅10月 切紙・1通 B－75－5
一・D）廣八（印）、作兵衛（印）、小左衛門（印）→清兵衛殿
















乍二丁書付御訴訟奉申上図（離縁相成町候につき）訴 天保15年辰7月 竪切紙・1通 C－360
訟人並願人孫八、差添儀兵衛→森八左衛門様御役所
乍恐以書付御愁訴奉申上半（二四奉公の娘取戻につき 天保15辰年9月 1通 A－11
駈込訴）越後国城頭郡高田城下出雲町長蔵煩二付代庄次
郎→中野御役所　写




乍恐以書付御届奉申上候（惣門再建のため地形土山を 弘化2比年4月26日 竪紙・1通 A－106
行う旨）　右鈴泉寺、日□→森八右衛門様御役所　名主奥
書あり
乍恐以書付御届奉申上候（住職遷化につき看守兼帯届） 弘化2巳年7月 竪紙・1通 A－107
高井郡中野村法運脚看守説忍→　名主奥書あり













送り状一札之事（すき御町友治女房二縁付参り候につ 弘化3年午2月 竪切紙・1通 C－367
き）　水内郡飯山上町組頭庄右衛門（印）→高井郡中野西町
名主権之丞殿
覚（品代金書上）権之丞→高木清左衛門様御役所 弘化3年午2月 竪切紙・1通 C－375－5
覚（買上籾代金勘定）　高井郡草間村名主従八面二内代貞 弘化3自走4月 竪継紙・1通 A－193
八、与頭差添伴四郎→高木清左衛門様中野御役所
乍恐書付を以奉御願上庄（籾売代金勘定出入に付、儀 弘化3年午4月 切継紙・1通 B－202
右衛門申し上げのこと）高井郡中野村百姓儀右衛門→
高木清右衛門様中野御役所　控。
差上申一札之事（白袖買宿仕入残金差戻につき）三三 弘化3年午6月 竪切継紙・1通 B－290
書鉛筆書き














八ヶ村水論出入雑用紙取立帳　中野村名主→ 弘化3年午8月 竪長・1冊 C－407
乍恐以書付奉願上候（境内禁制札書替墨入願）中野村 弘化4未年5月 竪紙・1通 A－73
日蓮宗鈴泉寺日刊→高木清左衛門様御役所









三値以書付奉願伺候（常楽寺除地伐木出入り付、相手 弘化4年未8月 切継紙・1通 B－72－6
方厳守御理解のこと）右願人甘楽寺、日中惣代→高木
清左衛門様御役所
丁丁以下附二二申上候（震災三門につき祈祷執行）中 弘化4未年10月1日 竪紙・1通 A－68
組神主藤代大宮司傳田越後→高木清左衛門様中野御役所
乍恐書付を以奉願上候（先格通り医師山岸永仙へ御用 弘化5申年正月 竪継紙・1通 A－266
同慶料理下付願）高井郡中野村名主権之丞→中野御役
所



















乍恐書付を以奉願上候（村役人重立の御国恩冥加金30 嘉永元年申6月 竪継紙・1通 A－235両献金願）中野村百姓代儀兵衛、ほか4名→高木清左
衛門様御役所
乍恐以書付奉申上候（借家人御尋ねに付、回答のこと） 嘉永元年申6月16日 竪切紙・1通 B－33
信州高井郡中野村名主権之丞（印）→高木得左衛門様御役
所






阿智書付以奉御訴申上候（出店次兵衛退出形付出入に 嘉永元年申ll月 切継紙・1通 B－205－1
付、訴状）高井郡中野村訴訟人仁平治→高木清右衛門様
御役所　旧封筒205－1～2は一括。
御尋附（出店次兵衛退出形付出入に付、口上書）次兵 巳8月 切継紙・1通 B－2
衛→御役元様
乍恐以書付奉申上候（八十八俸人別帳除帳の始末）高 嘉永元申年12月 竪紙・1通 A－240
井郡米持村百姓八十八、ほか2名→御役所















乍恐以書付奉願上蔀（引湯樋筋の再普請許可願）中野 嘉永2酉年12月 竪継紙・1通 A－231
村百姓代儀兵衛、ほか4名→高木清左衛門様御役所








三ヶ村立合場所佐負山砂普請二付御預り御出直様御□ 慶応4年辰6月 横半長・1冊 C－369
吊出用取調覚書帳建屋弥左衛門→　中身白紙
三川五ヶ年御組合様御用御泊写　中野中町幽幽高野屋民 慶応2年寅6月 横長・1冊 C－397
右衛門→御惣代衆中様
兵皆納不足井正兵其所下切相成候後金納戸外仕訳書 （慶応3）卯12月 □・1冊 A－79
中野御役所→江戸御役所 ～












覚（千人前計272文受取）相生や徳右衛門（印）→粂蔵様 4月3日 竪紙・1通 D－551－5
覚（中白米高代秘計9貫456文書上）中町幸介→西町林右戌7月14日 帳崩れ・1通 D－551－6
衛門様






（大徳寺一件につき本寺へお届）高井罪源塩村名主伊右 文化2年丑正月 竪紙・1通 D－551－10
衛門、組頭清蔵、百姓代久蔵→同早飯田村御本寺玄照寺様
前欠
差上申済口証文之事（箕作村塾巣鷹持送り出入申合に 午5月24日 切紙・1通 B－209－1
付、済口証文案文）双方連番→　旧封筒209－1～2は一
括。旧封筒38と関連か。











覚（酉年貸金利足6両3分余中野国権之丞分受取）杉茂 酉12月晦日 竪切紙・1通 D－821－1
兵衛手附下又一（印）→
覚（酉年貸付利金1両2分余中野村清左衛門分受取）杉 酉12月晦日 竪切紙・1通 D－821－2
茂兵衛手植下又一（印）→
（去亥年差上以後の人別増減書上誤写） （子年） 美（仮綴）・1冊 D－1028
一札二階（金壱両借用につき）預り主源助（印）、請人甚 〔〕6年子3月 竪切継紙・1通 B－248
吉（印）→十郎次殿　上部虫損
差上一思請書雛型（弟入牢中の飯代を中野郡中代に支， 子7月 竪継紙・1通 A－207
払う旨）魚沼郡結東村百姓久四郎、ほか親類・村役人4
名→小高百四郎様、飯原保太郎様　下部欠




















乍熟議書ヲ同報潮候（牢守交替願）中野下孫右衛門→中 申ノ5月日 竪継紙・1通 A－19
野町御役人中様
請取申金子之事（金20両）新野村中山五郎右衛門代惣八→ 申12月晦日 竪紙・1通 A－149
渡辺十郎治殿　差出人印に三二あり
廻状二村々（壱本木村、越村、上新田村、小沼村、上 酉正月22日出 横切紙・1通 D－537
町、新保村、中野村）
覚（計金41両余皆済のこと）　（善右衛門殿）控 酉4月晦日 竪紙・1通 D－557
覚（盗賊捨品に心当の有無尋）小林藤之助役所→ 酉12月 竪紙・1通 A－80
覚（公儀薬草堀人足賃の立替金受取）彦助、ほか4名→ 亥11月28日 竪紙・1通 A－114
彦之中殿
















































































































































































































口上書（若者色々仇ヲ成シ或ハ田畑ヲ荒し数度之義に 寛政9年巳3月7日 四切継紙・1通 B－246－3
つき）　高井郡岩舟村小前弐脇人惣代林蔵、重右衛門、平
左衛門、文右衛門→竹内平右衛門様中野御役所
二丁以書付奉願上候（中野村清治郎所持仕につき）中 巳10月 竪切継紙・1通 B－274－1
野村清治郎親類病死二付宇八印、同林右衛門印→　端裏書
「」、奥書あり
借用申旧株一札難事（酒株借用仕候につき）株借主間長 天明4年辰10月 竪切継紙・1通 B－274－2
瀬村治郎右衛門（印）、請人同村斧右衛門、立合戸狩村利右
衛門（印）→中野町庄助殿



































































































（半左衛門出奔につき）伊奈右近将監→御小姓組番頭格関 3月9日 竪切継紙・1通 B－306
東御郡代伊奈右近為監




一札之事（片掛村役人より大徳寺相手取につき願書） 文化2年丑3月 竪切紙・1通 C－354－2
高井郡飯田村玄照寺→吉田村作左衛門殿、七瀬村荒右衛門
殿、安添寺村要左衛門殿

























（来る正月四日代官目通りのこと廻状）名主権之丞（印） 卯2月29日 竪継紙・1通 B－15
→法運寺、常楽寺、如法寺、鈴泉寺、連光寺　端裏書「廻
状」




乍恐以書付奉願上候（店賃金滞りに付、野坂田村百姓 安永7年戌2月 竪継紙1通 B－49
へ店明渡仰せ渡しのこと願）高井郡中野村願人元右
衛門→臼井吉之丞様御役所
覚く一當酉年宗門人別帳3冊他諸帳面預かり証文のこ 酉3月26日 竪継紙・1通 B－86
と）　下木嶋村東組名主弥五郎（印）、西組名主七郎右衛門
（印）→中野村名主林右衛門殿、郡中代源太左衛門殿
済口証文之事（上木嶋村百姓訴訟に付、自今惣百姓中 戌4月9日 切紙・1通 B－99
相対の上夫銭割合のこと）上木嶋村名主惣右衛門（印）
→中野町彦右衛門殿












覚（籾御払につき）中條次右衛門（印）→ 午10月 竪切紙・1通 C－335
覚（金請取証文につき）→中野林右衛門殿 寅12月22日 竪切紙・1通 C－337
口上書之御事（新保村藤兵衛御訴訟申上候につき）小 亥12月 竪切紙・1通 C－355
沼村小兵衛（印）→御役所様
（酒狂之上脇差を以手疵候につき） 竪切継紙・1通 C－372
（代官通行につき出来人足書上）水内郡大倉崎村名主林 酉11月 竪切紙・1通 C－374
蔵→
覚（御年貢江戸江差立候につき） 酉正月 竪切紙・1通 C－378
古御強甚六 寅3月 竪帳・1通 C－382
御代官様御止宿覚 寅9月19日 横長・1冊 C－394
’
当亥役永取立帳　中野村名主重郎次→ 安永8年12月 竪長・1冊 C－408




乍恐以書付御本零墨上候（中野村重右衛門帰村に付） 天保10年亥6月 竪切紙・1通「 1173
中野村名主権之丞→中野御役所







送り証文之事（名跡二指越）高井郡大嶋村名主伴蔵→中 安永9年子3月 竪紙・1通 A－56－1
野村御名主中様
送り証文之事（跡目江引越）水内郡替佐内硲村組頭市右 享保17年子10月日 竪紙・1通 A－56－2
衛門→中野村名主彦之丞様56－2～10はこよりで一綴り
送り証文百事（引越）佐野村名主七郎左衛門→中野村名主 享保18年丑2月 竪紙・1通 A－56－3
彦之丞殿
覚（跡目江引越）替佐村庄屋兵右衛門→中野村名主彦之丞 子10月 竪紙・1通 A－56－4
殿
覚（引越）　替佐村庄屋兵右衛門→中野村名主彦之丞殿 丑3月 竪紙・1通 A－56－5
送り証文判事（引越）高井郡難問村名主翼左衛門→高井郡 安永7年戌2月 竪紙・1通 A－56－6
中野心乱名主重郎三殿
覚（引越）水内郡替佐村庄屋兵右衛門→高井郡中野町御名 安永7年戌2月 竪紙・1通 A－56－7
主中
送証文之事（養子）瀬原田村名主善重郎→中野村御名主重 安永8年亥2月 竪紙・1通 A－56－8
郎次殿
送状難事（引越）井上村名主仮軍手右衛門→高井邸中野村 安永8年亥2月 竪紙・1通 A－56－9
御名主中
送り一札軍事（婿養子）小沼村松時事名主二八→中野町御 天明2寅ノ3月 竪紙・1通 A－56－10
名主十郎心霊　上半部欠
送り一札（女房縁付）高井郡越村名主五右衛門→中野御名 文政2年卯3月日 竪紙・1通 A－54－1－1
主衆中　54－1－1～27は綴紐で一括
送り状判事（引越）善光寺新町庄屋平十郎→中野名主広右 文政2己斗升12月 竪紙・1通 A－54－1－2
衛門
送り状軍事（養子）松代紙屋町名主戸作→中野西町御役人 文政3年辰2月 竪紙・1通 A－54－1－3
衆中
村送り一札之事（婿縁付）笠倉村庄屋斧右衛門→中野町名 文政4年巳2月 竪紙・1通 A－54－1－4
主広右衛門様
村送り一札之事（女房縁付）水内郡北永江村庄屋長三郎 文政3年辰2月 竪紙・1通 A－54－1－5
→高井郡中野町御名主中
村送り一札軍事（養子）高井郡西江部村名主五左衛門→中 文政3辰3月 竪紙・1通 A－54－1－6
野村御名二二右衛門
送り一札之事（婿名跡）水内郡蟹沢村庄や喜惣治→高井郡 文政4巳年2月 竪紙・1通 A－54－1－7
中野村御名主中
送り一札之事（座頭婿養子）中山田村名主源左衛門→中 文政5午年3月 竪紙・1通 A－54－1－8
野町御名二一
村送一札（親類方へ引越）水内郡山佐村庄屋六右衛門→高 文政5午3月 竪紙・1通 A－54－1－9
井郡中野村名主広右衛門殿
送一札之事（名跡相続）水内郡替佐村庄屋六右衛門→高井 文政6未2月 竪紙・1通 A－54－1－10
郡中野町御名主中
送り一札之事（家内五人引越渡世）同学井上村名主勘左 文政6十年3月 竪紙・1通 A－54－1－11
衛門→同郡中野村御名圭広右衛門殿




送り一札之事（女房縁付）（夜間瀬村）前坂組名主八右衛 文政6癸未年2月日 竪紙・1通 A－54－1－13
門→中野村名主上右衛門様
村送り一札（女房縁付）水内郡穴田村庄屋円蔵→高井郡 文政6未2月日 竪紙・1通 A－54－1－14
中野西町名主広右衛門殿
送り一札之事（引越）水内郡飯山新町庄屋平八→高井郡中 文政8酉2月 竪紙・1通 A－54－1－15
野村名主広右衛門殿
送り一札之事（縁付）高井郡小沼村名主彦右衛門→中野町 文政9戌年3月 竪紙・1通 A－54－1－16
御名主面右衛門殿
村肝証文刑事（其村百姓に成度）高井郡安源寺村名主要 文政9年戌4月 竪紙・1通 A－54－1－17
布衛門→面面中野村御名主広右衛門殿
送り証文之事（養子縁付）水内郡静間村庄屋治郎右徳門 文政10年亥2月 竪紙・1通 A－54－1－18
→高井郡中野町名主広右衛門
送り一札別事（名跡相続）水内郡飯山領分戸狩村庄屋治 文政10年亥3月日 竪紙・1通 A－54－1－19
郎衛門→高井郡中野町名主広右衛門殿
送り一札固事（婿養子）越後国頸城郡高田出雲町名主西 文政10丁年2月 竪紙・1通 A－54－1－20
沢助作→信州高井郡中野村庄屋衆中
送り状之事（養子）善光寺西町庄屋彦右衛門→中野西町名 文政10丁亥年3月 竪紙・1通 A－54－1－21
口広右衛門殿
村送一札之事（女房縁付）町川田村名主儀右衛門→中野 文政10亥年10月 竪紙・1通 A－54－1－22
町御役人衆中様
送り一札之事（婿養子）松代御領吉田村名主嘉兵衛→中 文政11子年2月 竪紙・1通 A－54－1－23
野御支配所新田町御役人衆中
村送り一札之事（婿名跡）水内郡替佐村庄屋太右衛門→ 文政12丑年 竪紙・1通 A－54－1－24
高井郡中野村名主将右衛門殿
村送り一札之事（新田町屋敷譲り受け家作につき）茂 文政12丑2月日 竪紙・1通 A－54－1－25
右衛門新田庄や利左衛門→中野御名主広右衛門様
村送り一札之事（引越）水内郡蓮村庄屋平吉→高井郡中 文政13年寅2月 竪紙・1通 A－54－1－26
野村名主広右衛門殿
送り章之事（婿養子）真田伊豆守領分高井郡下野村名主吉 文政13丁年正月 竪紙・1通 A－54－1－27
右衛門→井上五郎左衛門様御代官所同郡中野村御名主衆中
送り一札之事（借宅）同御支配□村名主銀蔵→中野村御役 文政5年午7月 竪紙・1通 A－54－2
畑中
一札之事（其村方へ罷越）小田中村重右衛門→中野丁子 文政5年午3月 竪紙・1通 A－54－3
名幅広右衛門様
送り一札之事（引越）水内郡飯山新町庄屋平八→高井郡下 文政8年酉2月 竪紙・1通 A－54－4
野村名主広右衛門殿
送り一札之事（引越）高井郡松川村名主和吉→同郡中野御 文政10年亥2月 竪紙・1通 A－54－5
名主広右衛門殿
野送り一札早事（引越）須ヶ川村名主利七→中野村御名 文政13年例3月 竪紙・1通 A－54－6
面心右衛門様
村送一札之事（女房縁付）高井電解俣村名主惣七→同型 文政10年亥3月 竪紙・1通 A－54－7
中野村御名主様
村送り証文早事（後家名跡）水内郡法寺村庄屋伊右衛門 文政4年巳4月 竪紙・1通 A－54－8
→高井南中野町名主計右衛門殿




村送一札之事（離縁差戻し）水内郡飯山新町庄屋平八→ 文政6未年正月 竪紙・1通 A－54－10
高井郡中野村名主品右衛門殿
送一札之事（引越）寒沢村名主庄助→中野村御名主中 文政11年予3月 竪紙・1通 A－54－11
一札之事（半兵衛名跡へ夫婦諸共に縁付）水内三二境新 文政2年卯2月 竪紙・1通 A－54－12
田庄屋長右衛門→中野村西町歩右衛門殿




村送一札之事（女房縁付）真田信濃守御預所信州高井郡桜 天保9戌年3月 竪紙・1通 A－55－1
沢村名主藤牧□藤太→小林藤之助止血支配所同郡中野村翁
名主衆中
送り一札之事（取極につき）更科村月宮院→中野面面寺 文化9申3月 竪紙・1通 A－55－2
村送り一札塵事（稼のため引越）水内郡蓮村庄屋平吉→ 天保3年辰2月 竪紙・1通 A－55－3
高井郡中野町御名主広右衛門殿
村送り一札曲事（清右衛門店借宅）夜間瀬村名主彦太夫 天保8年酉4月日 竪紙・1通 A－55－4
→中野村御役人中様
送主文之事（渡世のため新町上野殿店に借宅）高井郡 天保8年酉4月 竪紙・1通 A－55－5
間山村店借主新五右衛門、ほか3名→中野村御名主面右衛
三殿
送一札缶石（借店）水内郡野部（加力）村名主重三郎、借店 天保8年忌5月 竪紙・1通 A－55－6
人仙松→中野村広右衛門殿
村送り宝亀（渡世のため）高井郡間山村名主重郎右衛門→ 天保2卯年3月 竪紙・1通 A－55－7
同郡中野村御名主広右衛門殿
一札之事（稼ぎのため借宅）松川村名主平作→中野御名 天保12丑年2月 竪紙・1通 A－55－8
主権之丞殿　55－8～11は畳み込み
村送一札曲事（養女）東江部村名亘理右衛門→中野村御名 天保12丑年7月 竪紙・1通 A－55－9
主中
送一札録事（女房縁付）水内郡飯山肴町名主孫左衛門→高 天保12年丑2月 竪紙・1通 A－55－10
井郡中野西町庄屋権之丞殿
回送一札議事（借地）小田中村上組名主文兵衛→中野御名 天保12三年2月日 竪紙・1通 A－55－11
主衆中　端裏書「不用也」
送り一札之事（婿養子）堀内蔵頭領分霊内村岩崎組庄屋佐 天保15同年12月 竪紙・1通 A－55－12
戸八→森親之助様中野御陣屋下御役人衆中




村送り一札之事蓮村名主七左衛門→中野村名主権之丞殿 天保11年子2月 竪紙・1通 A－55－15
直送一札之事（元七名跡）高井郡若宮村名主駒吉→中野村 天保15辰年3月 竪紙・1通 A－55－16
御名主中
送一札之事（引越）須坂町名主小田切菊右衛門→中野町御 天保10亥年11月 竪紙・1通 A－55－17
名主渡辺権之丞殿




覚（婿名跡縁付）壁田村名主庄左衛門→中野村御名主中 天保2卯年2月 竪紙・1通 A－55－19
村送一札之事（其元二軸御貰請）袖之山村名主与右衛門 天保2卯年3月 竪紙・1通 A－55－20
→中野御名主広田衛門様
村送一札之事（女房縁付）高井郡西江部村名主只右衛門 天保3三年2月 竪紙・1通 A－55－21
→中野村雲名主広右衛門殿
村送一札之事（娘を名主広右衛門殿方江娘分二差遣し） 天保3三年2月 竪紙・1通 A－55－22
小田中村名主代組頭清左衛門→中野村御名主衆中
送状一札思事（引越）善光寺町桜小路庄屋代忠兵衛→中野 天保4壮年正月 竪紙・1通 A－55－23
町名主広右衛門殿
送り一札之事（女房縁付）高井郡間山村名主重郎右衛門 天保4巳年3月 竪紙・1通 A－55－24
’→同直中野村御名主仁右衛門殿
送り一札之事（女房縁付）飯山愛宕町名主甚兵衛→中野 天保5年午2月 竪紙・1通 A－55－25
新町御役人中
送り一札之事（夫婦ともに縁付）高田領名立谷折居村庄 天保5午年10月 竪紙・1通 A－55－26
屋勘吉→信州中野西町御役人中
人別送り書旧事（引越）善光寺立町庄屋水嶋広右衛門→ 天保5午年2月 竪紙・1通 A－55－27
中野村御名主広右衛門殿
村送り一札之事（引越）立ヶ花村名主良八→中野村名主 天保7甲年8月 竪紙・1通 A－55－28
広右衛門殿
村送り一札之事（娘三女に罷越）須坂領小嶋村名主休太 天保7申年2月 竪紙・1通 A－55－29
夫→中野町御名主広右衛門殿
村送一札之事（借家にて渡世）高井郡夜間瀬村之内須ヶ 天保8酉ノ5月 竪紙・1通 A－55－30
川組名主六弥→同郡中野村御名壷中
村送り一札之事（借家江引越）水内郡布野村又右衛門、 天保8年酉3月 竪紙・1通 A－55－31
名主惣左衛門→高井郡中野中町半右衛門殿
村送り一札之事（男縁付）水内郡戸隠新田名主佐七→中 天保8年酉3月 竪紙・1通 A－55－32
野台名主広右衛門殿
回送一札之事（借家にて大工渡世）高井郡問山村名主作 天保8酉年3月 竪紙・1通 A－55－33
出塁付組頭代三又右衛門→中野村御名主中
村送一札之事（養子縁付）湯田中村名主六右衛門→中野 天保9戌年3月 竪紙・1通 A－55－34
村御役人中
村送り一札（井加屋へ厄介）水内郡茂右衛門新田庄屋名 天保10亥年11月 竪紙・1通 A－55－35
左衛門→高井郡中野村御名主中
村送り一札之事（女房縁付）水内郡赤塩村庄屋四郎右衛 天保10亥年2月 竪紙・1通 A－55－36
門→高井郡山野村御役人衆中
送り一札呪事（借家）新保村名主与兵衛→中野村御役人中 天保12年丑2月 竪紙・1通 A－55－37
様　宛所部分の紙継に異常あり
送り一札（跡式養子）飯山新町組頭吉五郎→中野西町庄屋 天保11年子2月 竪紙・1通 A－55－38
権之主殿










村送一札（名跡罷越）堀出雲守領分高井郡六川村名主善 天保12辛丑年正月 竪紙・1通 A－55－42
六郎→北條雄之助様御代官所同郡中野村御名主権之丞殿
村送一札官事（女房縁付）高井郡大罪村名主惣七→中野 天保13寅年2月 竪紙・1通 A－55－43
旧派名主中様
送一札淫事（女房縁付）水内郡飯山肴町名主孫右衛門→ 天保13年寅2月 竪紙・1通 A－55－44
高井郡中野西町庄屋権之丞殿
村送り一札之事（縁女）飯山領蟹沢村庄屋与四郎→高井 天保13年寅3月 竪紙・1通 A－55－45
郡中野村名主権之丞殿
村送り一札（八十吉家内江御帳訴訟度）替佐村庄屋宇 天保14卯3月 竪紙・1通 A－55－46
右衛門→中野町名主権之丞殿
送り一札（子連のきそが女房縁付）高井郡竹原村名二二 天保14卯年正月 竪紙・1通 A－55－47
右衛門→中野村名主権之丞殿
一札之事（女房縁付）右（安源寺村名主）要左衛門→中野 天保14卯年2月 竪紙・1通 A－55－48
御名主中
’村送り（名跡二差遣）水内郡蓮村庄や五郎吉→中野三三 天保7年申2月 竪紙・1通 A－55－49
屋広右衛門殿
差上申虚血一札記事（中野住居）高井郡岩井村名主武七 天保8酉3月 竪紙・1通 A－55－50
→中野村町名主中、御役人中
村送り一札寄事（女房とも勘右衛門方へ罷越渡世）高 天保2年卯3月 竪紙・1通 A－55－51
井郡間山村名主重郎右衛門→中野村御名主広右衛門殿
村送り・一札事事（引越）高井郡更科村名主君右衛門→同 天保5年午3月 竪紙・1通 A－55－52
門中野村御名主広右衛門殿
送一札之事（引越）奥山田村名主考之助→中野村御名忌中 天保8酉年3月 竪紙・1通 A－55－53
村送り（静間村蓮行届出山女）水内歯冠村翁や五郎左衛 天保6未年3月 竪紙・1通 A－122－1
門→高井郡安源寺村庄屋要左衛門殿
村送一札之事（沓野村温泉寺旦那しか）戸狩村名三三 弘化3年午正月 竪紙・1通 A－122－2
郎兵衛→栗和田村御役人中
村送り返札之事松代領更級郡志川村名主作左衛門→御代 天保15辰年12月 竪紙・1通 A－132－1
官森八郎左衛門様干支配所高井平中野村御名主権之丞殿
送り書請取之事（下書） 天保7三年2月 竪紙・1通 A－132－2
回送一札並幅（高井郡中野村かめ儀今般中野村廣右衛 天保9年戌3月 竪切紙・1通 B－3－1
門方縁付に付、改寺のこと）赤岩純正源寺（印）→中
野村常末寺　3－1～2旧封筒一括
送り一札（桜沢村五兵衛妹ふよ今般中野村新蔵方縁付 天保9年戌3月 竪切紙・1通 B－3－2
に付、改寺のこと）小見村西謹寺→中野法恩寺
借屋一札洋燈蓮村名主雲右衛門→中野村名主権之三殿 天保11年子2月 竪紙・1通 A－135－1
差出申一札当事（借屋送状）本多豊後守様御城下神明町 天保12年丑3月 竪紙・1通 A－135－2
組頭源七→高井郡中野村名主権之丞殿




借屋送り一札之事飯山本町名主浦野要左衛門→御名主衆中 天保14年卯12月 竪紙・1通 A－135－5




借屋送り一札之事高井郡深沢村名三又右衛門→中野村御 弘化3午2月 竪紙・1通 A－135－7
名主衆中
差出申一加之事（田麦村百姓の借屋送状）右村名主幸 弘化4年未2月 竪紙・1通 A－135－8
右衛門→中野権之丞殿
借家送り一札之事高井郡平林村名主佐左衛門→同郡中野 弘化4年未2月日 竪紙・1通 A－135－9
村名主権之国訓
借家送り一札之事高井郡坪山村名主源左衛門→同郡中野 弘化4未年3月 竪紙・1通 A－135－10
村御名主権之丞殿
村送一札庶事（名跡相続）飯山領大倉村庄屋藤＋郎→中 弘化2年巳2月 竪紙・1通 A－53－1－1
野塩支配所中野町名主権之丞殿53－1－1～18は綴紐で一括
村送り一札通事（婿養子）須坂領分小山村名主孫一→中 弘化2丙午年2月 竪紙・1通 A－53－1－2
野御支配所中野村御役人衆中
縁女臨書盃事（女房縁付）堀富丸領分高井郡綿内村名主 弘化2巳年3月 竪紙・1通 A－53－1－3
堀内半右衛門→森親之助様御支配所中野御出屋下御名主渡
辺権之丞殿
村送一札細事（名跡相続）高井郡稲荷村名主名右衛門→ 弘化2年2月 竪紙・1通 A－53－1－4
同郡中野村御役人衆中様
村送り一札之事（養子縁付）高井郡金井村名主嘉左衛門 弘化2年巳2月日 竪紙・1通 A－53－1－5
→同郡中野御役人衆中
村送り一札之事（女房縁付）蓮村庄屋与兵衛→中野村庄 弘化2年巳2月 竪紙・1通 A－53÷6
屋権之丞殿
送り一札（引越）鉄砲町名主新兵衛→中野西町名主権之丞 弘化2巳年2月 竪紙・1通 A－53－1－7
殿
送り一札（女房縁付）飯山町庄屋嶋津金四郎→高井郡中野 弘化2年巳2月 竪紙・1通 A－53－1－8
村御役人中
村送り一札之事（女房縁付）高井郡新井村名主七右衛門 弘化3午年3月 竪紙・1通 A－53－1－9
→同型中野町御名主権之丞殿
村送り一札之事（屋敷買求引越）高井郡深沢村名主五右 弘化3年午2月 竪紙・1通 A－53－1－10
衛門→中野村塾名主中





村送り一札監事（親孝道のため立戻）松代領更級郡志川 弘化3午年2月 竪紙・1通 A－53十13
村名主重助→中野御支配所中野村御役人衆中　返書の名前
書方指示の貼紙あり
村送り一札之事（女房縁付）真田信濃守領分信州高井郡 弘化3午年2月 竪紙・1通 A－53－1－14
沓野村名主市兵衛→御料所同国同嚢中野村御役人中
人別送状痛事（店借人の引越）善光寺領横沢町庄屋安之 弘化3午年4月 竪紙・1通 A－53－1－15
助→中野名主権之丞殿
送一札之事（弱虫に借宅・稼）静間村庄屋市郎右衛門→中 嘉永2年酉4月 竪紙・1通 A－53－1－16
野中町村庄屋中
村送り一札蚕繭（名跡相続）高遠村名主又左衛門→中野 嘉永2年酉6月 竪紙・1通 A－53－1－17
村名主権之丞殿
村送り一札之事（下書）高井郡平沢村名主誰印→同郡中 　　　　　　　　「ﾃ永2酉年2月 竪紙・1通 A－53－1－18
野村御役人衆中　全面に墨消あり




送り一札之事（女房縁付）松代御領分大熊村名主富右衛門 弘化3午年2月 竪紙・1通 A－53－3
→中野村御名主中

















長代売渡し申畑野事（高2斗5升）沓野村地主鯉次郎、 享保6年丑之11月 竪紙・1通 A－213－4
同断三右衛門、同所請人武助→中野彦右衛門殿




































借家証文旧事（店代金一ヶ年1両宛のこと）借家人仙助 文化9年甲正月 竪継紙・1通 B－36－9
（印）、飯山町請人伝吉（印）→米屋権之丞目端裏書「仙助」
借家証文之事（店代金一ヶ年3分のこと）借家人幸蔵 文化9年申正月 竪継紙・1通 B－36－10
（印）、受人市左衛門（印）→米屋権之丞殿　端裏書「幸蔵」




借家証文之事（店代金一ヶ年1両宛のこと）借家人仙次 文化9年申 竪継紙・1通 B－36－12
郎（印）、請人新右衛門（印）→米屋権之丞殿　端裏書「仙次
郎」
借家証文之事（店代金一ヶ年3分のこと）借家人安蔵 文化14年丑2月 竪継紙・1通 B－36－13
（印）、新町受人新助（印）→米屋彦之丞殿　端裏書「安蔵」
































借用申金子妻事（3両）西町借用人長三郎、同請人瀬左衛 寛政5年丑12月 竪紙・1通 A－211－3
門→米屋林右衛門殿　差出の墨消あり














借用申金子之事（2分400文、無宿差置過料銭ほか） 天明2寅7月 竪紙・1通 A－211－9
百姓利七→名主代林右衛門殿　　　　　　　　　　　　、
借用金証文之事（3両）新保村借主吉「］、同所受人惣 天保2年卯7月13日 竪紙・1通 A－211－10
［］→中野権之丞殿差出の切取あり
預り申金子怪事（1両）西町臆意→十郎次殿年利1割 宝暦6年子5月10日 竪紙・1通 A－211－11
7分の旨印加奥書、全面国国あり
預り申金子手形之事（□）沓野村金預り主清次郎、同所 享保7年寅12月 竪紙・1通 A－211－12
請人武助→中野村彦之丞殿　墨消あり
預申金子之事（2分）沓野村預り主傳助→中野村彦之丞殿 享保20年卯11月 竪紙・1通 A－211－13
預り申金子証文之事（小形金1両3分、□）沓野村預 享保6年丑之12月6日竪紙・1通 A－211－14
り主武助→中野米屋彦之丞殿






















受取申金子之事（三右衛門江戸出府中に付、栗和田清 享保17年子3月 切紙・1通 B－304
右衛門、理右衛門代理として金子受取に付）栗和田
清右衛門（印）、同理右衛門（印）→米屋彦之丞殿





請取申金子之事（御買上米代金、控）信州高井埋墓野村 享保18年丑3月 竪紙・1通 A－191
売主彦之丞、同所請人久兵衛→滝川小右衛門様、松平九郎
左衛門様、後藤庄左衛門様










平出申一札之事（小作料不納の詫び、取立延引願、小 延享2年丑8月3日 竪継紙・1通 D－939
作継続願）小布施村畑小作人新次郎、ほか8名→中野米
屋十郎治殿
小作証文之事（取持之畑小作仕候につき）沓野村小作人 延享2年丑8月3日 四切継紙・1通 1096
新治郎・他8名→中野米や　十郎治殿　端裏書「小作証文」
借家謹文之事（酒蔵ほかにつき）中野源助→中野米屋十 寛延4年8月2日 竪紙・1通 B－269－5
郎次殿　下書力
小作証文之事小田中村小作人吉三郎、同村同断利八→中 寛政4子2月 竪紙・1通 A－50－1
野米屋林右衛門殿
一札物事（当世地方貴殿へ売渡分の小作引受にあた 延享2年丑8月 竪紙・1通 A－50－2
り、年貢・諸入用の納め方など）沓野村名主武豊衛
門、渋湯伊之吉→中野米や十郎治殿
小作証文之事新保村小作人惣兵衛、同村請人惣次郎→中 寛政6年寅2月’ 竪紙・1通 A－50－3
野米屋林右衛門殿
小作証文工事小田中村小作人久七、同村請人与右衛門→ 寛政4子年2月 竪紙・1通 A－50－4
中野米屋林右衛門殿
小作証文旧事栗和田村清助、村請人勝右衛門→十郎次殿 明和4年亥2月 竪紙・1通 A－50－5
小作証文之事西条村小作人三五郎、同村請人彦八→中野 安永8亥2月 竪紙・1通 A－50－6
米屋十郎次殿





三時申一札之事（店賃として水車一組相渡）中野売主源 宝暦6年3月 竪紙・1通 B－261
官印、請人甚吉印→十郎次殿　抽、「十郎次（印）」の奥書あ
り、端裏書1本書源助へ返ス」
一札之事（所持田地質入につき）夜間瀬村仁兵衛、同村 （宝暦6）子4月3日 竪紙・1通 A－144－2
請人与頭八郎右衛門→利足・諸役上納方につき仁兵衛奥書
小作証文之事北永井村小作人武助、同村請人新八→中野 安永7年戌12月 竪紙・1通 A－144－3
米屋十郎次殿
小作証文痛事西条村小作人孫八、同所請人次右衛門→＋ 宝暦9年卯2月 竪紙・1通 A－212
郎次次　端裏書「西条村孫八返り」











預り申金子之事（金6両、返済時2割利足）柳沢村預 宝暦11年巳3月 竪紙・1通 A－48－5
主安左衛門→十郎治殿抹消あり
借用四隅挙証文之事（金2分、年2割）壁田村借用人目 寛政10年年7月 竪紙・1通 A－48－6
左衛門→中野町米屋林右衛門殿　抹消あり
借用申判子証文之事（金1両、年2割）壁田村預り主清 寛政10午年7月 竪紙・1通 A－48－7
次郎、同村請人□□右衛門→中野町米屋林右衛門殿抹消
あり






平門証文之事（金2分、年2割）厚町村借用人傳右衛 寛政12甲年7月 竪紙・1通 A－48。10
門、同村請人小右衛門→中野米屋林右衛門殿　抹消あり
籾子証文筆触（金3分＼年2割）厚貝気慰右衛門→米屋 寛政12厄年7月 竪紙・1通 A－48－11
林右衛門殿抹消あり
籾子証文重事（金2両、年2割）厚貝村借用人久左衛門 寛政7卯年12月 竪紙・1通 A－48－12
→こめ屋林右衛門殿
□籾子証文之書套田村清次郎→中野米屋林右衛門殿抹 文政12申年7月 竪紙・1通 A－48－13
消あり、上半分欠損
一札之事（金2両余、佐野村弥右衛門売買しまいの時 寛政10午正月 竪紙・1通 A－48－14
は桶2本にて受け取るべき旨）高井郡田麦村弐請人
四郎兵衛、請人喜惣八→中米屋喜七殿
籾手証文之事（金2分㍉年2割）田麦村喜平、嘉左衛門 寛政12戌年7月 竪紙・1通 A－48－15
→中野米屋林右衛門殿抹消あり
借用申金子之事（金3分㍉返済は真木油送勘定）栗林 寛政8辰年12月 竪紙・1通 A－48－16
村之内真木山借用人喜右衛門、厚泊村請人七之助→米屋林
右衛門殿抹消あり




借用申開子証文満面（金2分余、年2割）厚自村借用 寛政10午年7月 竪紙・1通 A－48－19
人惣左衛門、同村請人小右衛門→中野米屋林右衛門丁抹
消あり
借用申証文之事（金1両、年2割）壁田村借用人思右衛 文化12亥年8月 竪紙・1通 A－48－20
門、同所請人彦八→中野町米屋権之丞殿　抹消あり
借用語籾子証文思事（金1両、年2割）七瀬村平兵衛→ 宝暦10年辰12月 竪紙・1通 A－48－21
十郎治殿抹消あり
借用申籾子証文仏事（金2分、年2割）壁田村借用人畜 宝暦10午年7月 竪紙・1通 A－48－22
五七、同村請人安兵衛→中野米屋林右衛門殿　抹消あり
借用申金子之事（金2両、年2割）大熊村借り主冨重 天明2寅ノ極月 竪紙・1通 A－48－23
郎、請人勘六→十郎次殿抹消あり































































借用申金子臣事（上納金2両）七瀬村伊左衛門（印）、請人 宝暦ll年巳3月 竪紙・1通 D－809
平兵衛（印）→十郎次殿　墨消






預り申金子之事（永代護摩酔興2枚調え代ほかのため5 明和4年亥12月 竪紙・1通 D－828
両）中野金子預り主南法院（印）→重郎二二墨消
一札臣事（先年満水二世川欠二相成擁立につき）平和 明和4年亥2月 竪切継紙・1通 B－293
田村清助（印）、勝右衛門（印）→十郎次殿　端裏書「くり和
田清助」
小作証文之事（上条村にて質物に渡す畑、籾1既納）夜 明和9年辰2月 竪切紙 D－1102
間瀬村小作人徳右衛門（印）、同村請人重治郎（印）→中野田
屋十郎次殿　1通




借用金型文之事（書面之金子髄に借用申候処実証に付 安政4年巳極月 切紙・1通 B－319
借用証文）借主与吉（印）、受人喜兵衛（印）、名主市太郎
（印）→当所定五郎殿　田畑及び持ち主を記載した切紙あり
駅渡早筆屋鋪事事（金15両の質物）質置主中町庄兵衛、 安永6酉年3月 竪紙・1通 A－146
親類同町金右衛門、請人松川村元右衛門、立会西町源次→
西町米屋十郎次殿　写






借用申金子臣事（金5両）預り主・水内劇剤瀧村名主導右 安永7年戌11月 竪紙・1通 A－113
衛門、ほか3名→中野村十郎治殿　林右衛門の奥書あり
借用申金子之事（上納金3両）北大熊村預り主市右衛門 安永7戌12月 竪紙・1通 D－824
（印）→中野米屋十郎次　印直言、端裏書「北市右衛門帰り
証文」
借用申金子山事（上納金1両1分）南大熊村預り主長右衛 天明元年丑12月 竪紙・1通 D－856
門（印）、同所請人冨十郎（印）→中野米屋重郎次殿　二二












奉拝借金子之事（金30両）信州高井郡中野村林右衛門→加 天明3年卯12月 竪紙・1通 A－119－2
藤三治様
請状空事（蟹沢村勢ツ石清八奉公）ニッ石村人主八右衛 文化5辰年2月2日 竪継紙・1通 A－52－1
門、同請人小右衛門→よね屋林右衛門殿
奉公人請状之事（久八姉つぎ）壁田村人主久八、同村請 寛政7年卯2月 竪紙・1通 A－52－2
人武左衛門→中野米屋林右衛門殿
奉公人請状之事（ふき）岩舟村人主久治郎、同村請人弥右 寛政3年亥2月 竪紙・1通 A－52－3－1
衛門→中野西町米屋林右衛門殿　52各1～22は綴紐で一括
（当館受入後の作業の可能性も有り）
奉公人請状之事奉公人奥出山村重治郎、ほか2名→中野 寛政4子年2月 竪紙・1通 A－52－3－2
米屋林右衛門殿
請状之事（当所ひさ奉公）西町人主ミち、同請人勘左衛門 寛政5年丑2月 竪紙・1通 A－52－3－3
→米屋林右衛門殿
奉公人御蒲状之事山王嶋村奉公人久七、同村請人勇右衛 寛政5丑年2月 竪紙・1通 A－52－3－4
門→中野西町林右衛門殿
奉公人請状重事（娘ミめ）佐野村人主九郎右衛門、同村請 寛政6年寅2月 竪紙・1通 A－52－3－5
人政右衛門→米屋林右衛門殿　右端隅に切取あり
奉公人請状之事（体佐野右衛門）夜間瀬村高内横倉白人 寛政7卯年3月 竪継紙・1通 A－52－3－6
主彦七、同村請人文右衛門→米屋林右衛門殿
奉公人請状之事（葺きく）須ヶ川士人主曽右衛門、請人音 寛政8年立2月2日 竪紙・1通 A－52－3－7
右衛門→米屋林右衛門殿
奉公人請状聞事（子さき）水内郡蓮村人主弥惣右衛門、同 寛政9年巳2月 竪紙・1通 A－52－3－8
村請人安之丞→中野米屋林右衛門殿
奉公人請状無事（還りわ）新町森右衛門→米屋林右衛門殿 寛政9巳年2月 竪紙・1通 A－52－3－9
奉公人請状之事（源蔵）奥手山村人主兵蔵、請人七左衛門 寛政9中年2月 竪紙・1通 A－52－3－10
→米屋林右衛門殿
奉公人請状之事（娘なミ）水内郡永井村人主太郎兵衛、同 寛政9巳4月 竪紙・1通 A－52－3－11
村請人面右衛門→米屋林右衛門殿
奉公人請状問罪（平吉）田麦村人主喜惣次、ほか2名→中 寛政10年辰2月 竪紙・1通 A－52－3－12
野町米屋林右衛門殿
請状暗事（妹いつ奉公）水内郡替佐村人主林蔵、同村請人 寛政10午年2月 竪紙・1通 A－52－3－13
弥左衛門→中野米屋林右衛門殿
奉公人請状之事（姉ミめ）佐野村人主導七、中野請人次兵 寛政11未年3月 竪紙・1通 A－52－3－14
衛→中野米屋林右衛門殿
差出シ申一札事事（妻が高田から同道した娘の奉公に 享和2戌10月日 竪紙・1通 A－52－3－15
際し加判一札）田中村傳蔵怖冨三郎、同定判人藤八→中
野町林右衛門殿




奉公人請状之事（勝右衛門女房きさ）壁田村人主与右衛 文化3寅年2月 竪継紙・1通 A－52－3－17
門、請人吉太郎→米屋林右衛門殿
奉公人請状之事（吉左衛門）蓮村人主吉蔵、同村請人藤 文化3寅年2月 竪継紙・1通 A－52。3－18
左衛門→米屋林右衛門殿
奉公人請状之事（妹きの）蓮村人主佐七、奥出山請人庄 文化3寅年2月 竪紙・1通 A－52－3－19
右衛門→中野町米屋林右衛門殿
奉公人請状之事（娘さと）今井村人主定七、同村請人庄 文化3寅年2月 竪紙・1通 A－52－3－20
作→中野町米屋林右衛門殿
奉公人請状之事（剥きさ）高井郡小田中村人主清八、同 文化4卯年2月2日 竪継紙・1通 A－52－3－21
村請人清兵衛→中野西町米屋林右衛門殿
奉公人環状四壁（駒吉母かツ）高井墨東江部村人主平右 文化7午年2月15日 竪継紙・1通 A－52－3－22
衛門、受人伴蔵→中野西町米屋権之丞殿
借用申金子之事（課金3分）壁田村要助（印）→中野町米屋 寛政4年子5月 竪紙・1通 D－831
林右衛門殿　浄潔
借用申金子之事（無拠1両）厚二村預り主金右衛門（印）、 寛政4年子7月 竪紙・1通 D－812
請人久左衛門（印）→米屋林右衛門殿　二二、端裏書「○戻
り証文」
借用申金子之事（金3両）田麦村預り主喜平［欠］、請人同 寛政5年丑12月 竪紙・1通 D－859
村誌左［］→米屋林右衛門殿　差出人印切取、端裏書「帰
り証文」
借用申金子之事（年貢金2分）七瀬村借用人庄七（印）、同 寛政6寅年12月 竪紙・1通 D－838
村請人市左衛門→中野米屋林右衛門殿借用二二切取、端
裏書「帰り証文」
借用申金子忌事（金2分）壁田村借用人千助（印）、同村請 寛政7年卯2月 竪紙・1通 D－819
人喜七→中野米屋林右衛門殿　墨消
借用申金子之事（御役所にて無拠入用につき金45両） 寛政7卯4月 竪切紙・1通 D－823
中野米屋借用人林右衛門（印）→草間村重兵衛殿、横倉三佐
右衛門殿　墨消
借用申金子之事（無拠1両）壁田村借用人勝之丞（印）、同 寛政7年卯5月 竪紙・1通 D－814
村請人喜左衛門（印）→中野村米屋林右衛門殿二二、二二
書「○壁田勝之丞帰り証文」
借用申金子之事（籾子代ほか計1両3分）田麦村借用人重 寛政7卯年7月7日 竪紙・1通 D－794
兵衛（印）、同村請人清左衛門（印）→中野町米屋林右衛門殿
794～861は赤・緑まだら紐一括
借用申金子之事（籾子として1両2分）壁田村借用人清次 寛政7卯7月7日 竪紙・1通 D－811
郎（印）、同村請人佐五七→中野町米屋林右衛門殿　墨消、
端裏書「○壁田清次郎帰り証文」
借用申金子能事（銀子として金2両1分）田麦村借用人喜 寛政7卯年7月11日 竪紙・1通 D－825
平次（印）、同村請人茂八（印）→中野米屋林右衛門殿　墨
消、端裏書「○田麦村喜平次帰り証文」
借用申金子之事（障子として金1両）厚貝村雲用人長右 寛政7卯年7月11日 竪紙・1通 D－829
衛門（印）→中野米屋林右衛門殿　墨消、端裏書「厚貝長右
衛門帰り証文」
借用申金子之事（証拠3分）壁田村借用人勝左衛門（印）、 寛政8辰年7月13日 竪紙・1通 D－816
同村請人惣右衛門（印）→米屋林右衛門殿　二二
借用申金子之事（年貢金3分2朱）厚貝村借用人平五郎、 寛政9巳年12月 竪紙・1通 D－807
同村請人小右衛門（印）→中野町米屋林右衛門殿　二二、端
裏書「帰り証文」





借用申金子之事（金2分）厚貝調剤用人善兵衛（印）、同村 寛政11未年7月 竪紙・1通 D－820
請人八左衛門→米屋林右衛門殿　墨消、端裏書「帰り証文」
借用申金子事（年貢金差詰り金3分）厚貝村預り主平五 寛政10午年12月 竪紙・1通 D－834
郎（印）、同村請人小右衛門→中野米屋林右衛門殿　墨壷、
端裏書「帰り証文」
二極尊墨文之事（小田中村小作人らの不納に対抗し地 寛政12申年2月 竪継紙・1通 D－940
主手作とする旨地主連印）中野村長右衛門、ほか24名
→
借用申金子旧事（籾子として金1両）壁田村借用人青右 享和2戌年7月 竪紙・1通 D－844
衛門（印）→中野町米屋林右衛門殿　墨消
定（酒造商売に付、仲間相談の陣取極のこと）仲間行 享和3年亥正月 竪切紙・1通 B－26－1
司→　26－1～6旧封筒一括
極一札之事（酒値段他取極のこと） 竪切紙・1通 B－26－2
為取替一札弔事（酒値段聴取極のこと）中野町酒造耀し 文化10年酉正月 竪継紙・1通 B－26－3
ば屋金兵衛、いか屋彦兵衛、よね屋権之丞、同久兵衛→
為取替一札心事（酒値段幽幽極のこと）中野町酒造人与 文化10年酉正月 竪継紙・1通 B－26－4
祢屋久兵衛、井賀屋彦兵衛、米屋権之丞、芝屋金兵衛→
為取替一札之事（酒値段他取極のこと）中野町酒造人井 文化10年酉正月 竪継紙・1通 B－26－5
賀屋彦兵衛、与頭屋久兵衛、しば屋金兵衛、与祢屋権之丞
→
為取替一札旧事（酒値段弓取極のこと）与祢屋権之丞、 文化10年酉正月 竪継紙・1通 B－26－6
同久兵衛、芝屋金兵衛、井賀屋彦兵衛→
質地謹辞井拝借羅文　高井畠中野村拝借人伝右衛門→ 文化2年丑12月 竪長・1冊 C－402－1
質地讃文井拝借謹文　高井郡中野村林右衛門→ 文化2年丑正月 竪長・1冊 C－402－2
質地讃壷井拝借言登文　高井一中野村清左衛門→ 文化2年丑正月 竪長・1冊 C－402－3
質地謹文井拝借田文　高井郡中野村林右衛門→ 文化2年丑正月 竪長・1冊 C－402－4
質地副文井拝借難文　高井郡中野村清左衛門→ 文化3年丑12月 弘長・1冊 C－402－5
質地反別拝借讃文之事高井郡中野村林右衛門→ 文化4年寅12月 竪長・1冊 C－402－6
質地反別井拝借碑文二冊二致ス　高井郡中野村林右衛門 文化5～7年午12月 竪長・1冊 C－402－7
→　下書
質地反別井拝借感文　高井郡中野村清左衛門→ 文化6年巳12月 竪長・1冊 C－402－8
質地反別井拝借三文　高井郡中野村権之丞→ 文化9年申正月 竪長・1冊 C－402－9
質地反別井拝借謹文　高井郡中野濃艶之丞→　下書 文化9年申正月 竪長・1冊 C－402－10






















彦之丞荷物留浦 文化6年巳3月 横長・1冊 C－321
借地証文之事（屋敷地）水内郡奥出山村借地人源蔵、同 文化9申年正月 竪紙・1通 A－87－1
村請人喜七→米屋権之丞殿
借地証文之事（屋敷地）借地人権右衛門、小田中村請人 天保4学年7月 竪紙・1通 A－87－2
金左衛門→当所米屋林輔殿　端裏書「地貸」
借地証文早事（屋敷地）借地主下小田中村次助、受人大 天保5午正月 竪紙・1通 A－87－3
乗寺→中野西町米屋林助殿




女奉公人請状之事（奉公人の住替につき）湯田中奉公 文政8酉年7月 竪紙・1通 A－92－2
人親方緑屋和田吉、金子屋請人治三郎、奉公人つね→中野
湯町稲葉屋力蔵殿





添証文之事（下女の貴殿方奉公につき）中野湯町人門下 文政9戌年3月 竪紙・1通 A－95－1
蔵、請人要右衛門→中野儀右衛門殿
添証文之事（抱女の貴殿方奉公につき）要右衛門、立入 文政9豊年4月 竪紙・1通 A－95－2
人権之丞→治左衛門殿
奉公人住替証文中野湯町要右衛門代八重吉、同所請人箴 天保2卯9月 竪紙・1通 A－95－3
三郎→川原湯平八殿　3と4は重ねて畳みこみ




（書状、又兵衛妹奉公口利願）横田又兵衛、親類平八→ 天保12）6月11日 切紙・1通 A－95－6
安比□つたや源治さま　95－6は5の中に折こみ





男望以書附奉申上候（酒造火入下方御尋二付）信州高 天保9年1月 竪紙・1通 B－267－1
井郡中野村酒山人林輔、右同断伊兵衛→小林藤之助様御役
所　下書























借用申金子証文心事（金50両）借用人権之丞、請人庄七→ 弘化3午年10月 竪紙・1通 A－145－1
夜間瀬組年兵衛殿、同断政右衛門、同断要蔵殿　加筆し
て、「質物相渡証文之事」に書替





（書状、□）裏打ち 卯3月27日 横切継紙・1通 D－525
茶仕切状（金子内訳及び人数書き上げ）下妻町稲葉吉兵 巳5月17日 B－316
衛→堀内惣蔵殿、同与市殿　上端に割印あり








日野文之事（酒造一件借シ渡候掛付）＋郎次→源助殿 未8月 竪切紙・1通 B－269－2－2
269－2－1に巻込
借家証文民事（酒造蔵ほかにつき）後欠 竪継紙・1通 B－269－3











（養子相続につき） 正月6日 竪切紙・1通 C－341
（御病気立処御養生につき書状）高井村正泰（花押）→渡 正月22日 竪切紙・1通 C－343
辺権之丞様
（書状、色々心配の礼、当人お返し願）ふじや新三郎→ 2月19日 横切継紙・1通 D－777
源治郎様、新之助様、平八様
（金21両送候につき　金子新八→渡辺権之丞様 正月6日 竪切紙・1通 C－342
覚（まき代金受取につき）□すたれや吉五郎（印）→忠左 6月10日 竪切紙・1通 C－350
衛門様
（絶縁いたし候につき）弥五左衛門→上部破損 6月10日 竪切紙・1通 C－387
覚（金5両受取）横田屋由兵衛（印、「信州中野中町」）→西 6月11日 横切紙・1通 D－755
町米屋様
（書状、岩魚少々差上、先日御馳走の礼）湯本五郎治 6月13日 横切継紙・1通 D－728
→渡辺権之乳様、机下
（書状、御拝借につき数日日延願）小田中新右衛門→中 6月21日 横切紙・1通 D－780
の新町権之丞サマ、玉机下
覚（人数書上）□→ 7月 竪切継紙・1通 C－349
（家賃家財差留置候につき）橋六右衛門→渡辺権之丈様 7月12日 竪切紙・1通 C－380
鉛筆書きあり
口上（書物不残下され候につき）□□□与四郎→この□ 8月2月 竪切紙・1通 C－362
伝左衛門殿
（米送り候につき）信州松代町増田孫之丞（印）→渡辺彦之 8月28日 竪切紙・1通 C－338
丞様
（書状、茶台お直願）宇木村湯本茂右衛門→渡辺権之丞 9月6日 横切紙・1通 D－778
様、即下
（書状、兄病死の際世話の礼、今後も取立願）菊屋→ 9月20日 横切継紙・1通 D。745
渡辺権之事様
（床之間箪笥のうヘニ退学につき）井上仁助→上田斉藤 9月24日 竪切紙・1通 C－323
十右衛門様、木村直次郎様








一札之事（売渡酒預りにつき）源助→満助殿写、端裏 戌11月 竪切紙・1通 B－260
書「源助より取置候四文写」








一札之事（手負一件之儀につき）湯田中村治三郎（印）、 丑11月5日 竪切紙・1通 C－322
親類組合中→中野村源十郎殿親類組合中
覚（金弐両請取につき）木北屋伊兵衛、庄八（印）→渡辺彦 午5月 竪切紙・1通 C－336
之丞、同惣七様　反故、端裏書鉛筆書き
（親孝行の代官褒賞、夢の知らせ、などにつき書上） 丙午年正月 竪継紙・1通 D－527
中の元右衛門→御上様
（書状、六川役所に取りなしたので中野役所につきよ 12月2日 竪紙・1通 D－775
うしく取斗願）（日滝油屋）卯右衛門→半六様、（上条川
原湯二而、米屋）宗蔵様　結封
（郡中割の件、扱人方より済し方は去年議定書の通り 丑8月　日 竪切継紙・1通 1118
に付）　こくや二て伝左衛門様
（断簡、文書中に、「明和八年卯年十二月」とあり） （明和8年12月） 竪切紙・1通 1134－1
口上（7月29日、中野表へ罷り出る件に付、お届けの（明和8年12月）7月26日竪切紙・1通 1134－2
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